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			ぼっち転生記①

			ファースト

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			１　プロローグ

			２　転生

			３　精霊たち

			４　城塞都市カレ

			５　奴隷商会

			６　アンジェラ

			７　実家にて

			８　大草原の家

			９　闇商人とハイエルフの奴隷

			10　ハーフエルフ奴隷と魔術師

			11　ルナ

			12　ジェンガ

			13　ＦＵＣＫ　ＹＯＵ

			14　グリフォン襲来

			15　ケンタウロスの集落と女ケンタウロス

			16　ユニコーン矯正

			17　夕食と遊戯

			18　温泉と熊と闇の精霊

			19　竜殺し

			20　蛇とラミア

			21　星空の下で

			22　エピローグ―温もり―

			番外編　ＴＲＰＧ（テーブルトーク・ロールプレイングゲーム）

		

	
		
			１　プロローグ

			　

			　俺は人間を信用していない。

			　いつ裏切られるかと思うと、人間が信用できない。

			　できる限り人付き合いを避けて生きてきた。そのため恋人も友達もいない。こんな性格になったのには原因がある。

			　もともと人付き合いが下手で、友達もおらず、学校のクラスでも孤立気味ではあった。だが、人間不信というわけではなかった。あの事件が起きるまでは。

			　小学６年生の時、給食費窃(せつ)盗(とう)の冤(えん)罪(ざい)を着せられたのだ。

			　集めたクラスの給食費が入った袋が見つからないと、学級委員を務める女子が騒ぎだした。そして、なぜか俺の机にその袋が入っていた。

			　誰かの悪質なイタズラだったとは思う。

			　クラスで孤立気味だった俺は、イタズラや嫌がらせの標的にしやすかったのかもしれない。

			　給食費を盗んでいないと、俺は必死に主張した。しかし、物的証拠として給食費入りの袋が机から出てきた状況では、信じてもらえなかった。誰も信じてくれなかった。担任もクラスメイトも、親ですらも。

			　その日から、俺は周りから避けられるようになった。そして、俺自身はそれ以上に人を避けた。小学生にして、人間不信に陥(おちい)ったのだ。

			　中学、高校、それに大学と、俺は人を避け続けながら、一人ぼっちのままで過ごした。

			　そこそこの会社に就職できたが、そこでも極力、人付き合いを避けた。

			　――だが、大人になってから、酷い冤(えん)罪(ざい)事件にあうことになった。

			　出勤するために電車に乗っていて、俺は痴漢の犯人扱いされてしまったのだ。もちろん冤罪だ。俺は、やっていないと主張し続けた。しかし、裁判で有罪となった。誰も俺のことを信じてくれなかった。

			　…………だれも…………。

			　俺の人間不信は、ますます酷くなった。

			　痴漢の有罪を受けたことで、職も失った。もともと希薄だった家族や親族とのつながりも、ほぼ途絶えた。

			　貯金で食いつなぎながら、無職のまま死んだように生きた。

			　寂しさはペットを飼うことで紛らわしていた。犬や猫、それに鳥などだ。しかし、それらのペットも寿命や病気で俺より先に死んでいった。

			　クリスマスイブの夜。

			　自分以外、誰もいない部屋から出て、食料の買出しをするため外に出かけた。

			　途中、猫が川で溺れているのに気付いた。小さな子猫だ。このままでは溺(でき)死(し)するであろう。

			　俺は躊(ちゆう)躇(ちよ)した。冬の冷たい川に入って助けにいくことに。しかし、助けを求める子猫の必死な鳴き声、親であろう猫の悲痛な鳴き声を聞き、見捨てられなかった。

			　冷たい水に胸まで浸かりながら、溺れて死にかけていた子猫に近づいた。

			　…………俺は別に善人でも、お人よしでもない。

			　でも、見捨てたらずっと後悔しそうだから、助けただけだ。後悔したくないという自分のために助けただけだ。

			　川から上がり、寒さで震えながら、助けた子猫が親猫と一緒に去っていくのを見守った。

			　翌日、俺は部屋で酷く震えていた。ベッドから起き上がることもできなかった。高熱を発し、ガタガタと震えながらベッドで苦しんでいた。

			　冬の夜、川に入るなどという馬鹿な真似をしたからだ。

			　街は、クリスマスを祝う人々で溢れていることだろう。

			　だが、俺は一人で震えていた。誰もいない部屋の中で。
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			　あまりの熱の高さに、そんなことを上の空で呟(つぶや)いていた――かもしれない。

			　だが、誰も見舞いになどは来なかった。来るわけがなかった。

			　動くことのできない俺は、何も口にできないままベッドで苦しみ続けた。胃の中が空であろうに嘔(おう)吐(と)を繰り返し、衰弱していった。

			　そして、誰にも気付かれないまま――気付いてもらえないまま――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――まだ若い男性が部屋で孤独死しており、死後、数日たってから発見されたことは、新聞の片隅に小さく掲載された。しかし、その記事を読んだ者たちも、すぐに忘れさっていた――

			　

			　あれほど寒かった身体が、あれほど寒かった心が暖められていた。

			　包まれていたのだ。巨大な〝鳥〟の翼で。

			　炎を纏(まと)った巨大な鳥だった。まるで、ファンタジー小説などの物語に出てくる空想上の生物・霊鳥である不死鳥(フエニツクス)のようだった。

			　炎の鳥が、その翼で、その羽毛で俺を優しく包んでくれていた。

			　火の鳥に包まれ暖かく、そして何の不安も感じることなく、心底、安(あん)堵(ど)できていた。

			　どこか懐かしい気持ちにもなれた。あるいは、母の中にいる胎(たい)児(じ)は、このような感覚なのかもしれない。

			　夢か、あるいは幻覚かもしれない。衰弱が著(いちじる)しくて、意識が朦(もう)朧(ろう)としていた俺が死ぬ寸前、見た幻覚。人生をやり直したいと願った俺が、死の間際に見ている不死鳥の幻覚。

			　だが、夢でも幻覚でも構わなかった。

			　俺は炎を纏った巨鳥に温められながら、眠った。

			　このまま逝(い)けるなら、そう悪くはないと思いながら――――――――……………………。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　気がついたら、まばゆい光の世界にいた。

			　光が強すぎて、目が開けられない。

			　いや、俺の目が弱くなったのか？

			「次男も生まれたし、これでホークウッド家も安泰だ」

			　30代～40代半ばと思える男性の声が聞こえた。

			「貴方(あなた)、この子に名前を付けてくださいまし」

			　今度は、20代に思える女性の声だ。

			「この子、少し灰色がかった黒髪に濃茶色の目をしているな」

			「そうね。貴方と私の遺伝が混じった結果、こうなったみたい」

			「ふむ……アッシュ、グレイ、ブラウン……」

			「貴方、次男だからって適当に名前をつけようとしていませんか？」

			「い、いや、そんなことは……よし、この子はアッシュと名付けよう」

			「アッシュね。悪くない名前だと思います」

			　誰かに抱きかかえられた。

			「貴方の名前はアッシュよ。私の可愛い坊や」

			　耳元で女性の囁(ささや)く声が聞こえた。

			　この時点で、俺はある考えに思いいたった。

			　まさかとは思うが…………赤子に転生したのか？

			　小説などで読んだことのある転生？

			　不死鳥(フエニツクス)のように炎を纏(まと)った鳥に包まれながら逝(い)った俺が、転生？

			　――そのまさかだった。

		

	
		
			２　転生

			　

			　３年が経った。

			　この頃には、自分が地球ではなく別の世界に赤子として転生したのが現実なのだと、受け入れていた。

			　幸い、かなりの田舎町とはいえ、親はその町を治める貴族だった。いわゆる地方領主だ。ゆえに生活の心配はない。

			　それに今後、貴族なら教育を受け、読み書きを含めた教養も身に付けられるだろう。

			　家族の会話から、この世界には魔法が存在することも知った。

			　また、田舎町ラーンの地方領主である父親が仕えるルーンレシア王国。大国であるルーンレシア王国は、大陸で最も魔法文明が進んでいるらしい。

			　俺が住んでいるのは人口百人ちょっとで、都から非常に離れた田舎町。ゆえに、魔法を使える人間は両親だけのようだが。しかし、親が魔法を使えるなら、俺も魔法を使えるようになるかもしれない。

			　実に楽しみだ。

			　それから、最近、変なモノが時々見えてくるようになった。

			　空を見あげれば、宙を飛ぶ羽が生えた半透明の女性たち。

			　大地を見下ろせば、上半身だけ地面から生えている半透明の女性たち。

			　湖を覗けば、水の中で戯れている半透明の女性たち。

			　暖(だん)炉(ろ)の火を見つめていれば、炎の中で踊る半透明の女性たち。

			　こうしたものが、見えてくることがある。

			　女性たちは半数以上が全裸だった。

			　もっとも、皆、サイズが人形並みだったけど。30～50センチ程度なのだ。そのため、全裸でも興奮を覚えることはなかった。

			　中には８頭身以上の美女もいたが、やはり人形サイズだった。

			　妖精、あるいは精霊の類なのだろうか？

			　俺は両親に、このことを話してみた。

			　すると、普段温和な両親が、非常に真面目な顔つきになり、

			「いいか、アッシュ。このことは家族以外には誰にも言うな。絶対にだ」

			「アッシュ、もし、精霊たちが話しかけてきても、絶対に口を聞いちゃ駄目。聞こえないふりをしておきなさい」

			　と、怖いぐらいに真剣な口調になった。

			　この時、俺は自分の目に見える半透明の小さな女性たちが、精霊であることを知った。

			　そして、俺は訳が分からないまま両親から、精霊が見えるのを誰にも言わないこと、精霊たちと口を聞かないことを約束させられた。

			　いや、約束というより、誓いをたてさせられた。

			　誓いを破ったら、怖い人たちに連れて行かれる――などと両親から脅(おど)されもした。

			　肉体的な年齢は３歳でも、精神年齢的には大人である俺には、あまり効果的な脅しではなかったが。

			　だが、精霊が見えるということが、この世界、少なくともこの国では何かヤバいことである。そう両親の態度から感じ取れたのは確かだった。

		

	
		
			３　精霊たち

			　

			　転生して10年が経った。

			　精霊たちを目にする機会が、年齢とともにだんだん増えてきていた。７年前と比べて、ハッキリと精霊たちの姿が見えてきてもいる。

			　今のところ、話しかけられたことは一度もないが。

			　精霊たちは、俺が彼女たちの姿を見えていることに、気がついていないようなのだ。

			　こちらから話しかけてみたいが、両親とした誓いもあるので躊躇(ためら)っていた。

			　俺の人間嫌い、人間不信は転生してもなおっていない。しかしながら、愛情を持って育ててくれている両親には感謝している。

			　それだけに、そうそう誓いを破ることはできない。

			　もっとも、両親の愛情とやらも、この頃、薄くなってきている気はするが。

			　原因は分かっている。

			　俺に魔術の才能がないからだ。

			　いくら両親が熱心に教えてくれても、俺はまったく魔術が使えなかった。魔術理論は理解できても、実践ができなかった。

			　どうも俺の身体には、魔術の行使に必須である〝魔力(マナ)〟があまり流れていないようなのだ。

			　３つ上の長男どころか、弟や妹たちと比べても、俺には魔術の才能がまるでなかった。

			　ルーンレシア王国では、魔術の才能あるものが尊ばれるらしい。庶民はともかく貴族世界では、魔術の才能のあるものが出世する。

			　なのに俺には、その魔術の才能がまったくない。

			　努力しても、魔力自体が少ないのでどうしようもなかった。

			　いくら必死に呪文や魔導文字(ルーン)を覚えても、無駄な努力なのだ。

			　そして、魔力の絶対量は生まれつきのものであった。10歳までは、本人の努力しだいでそれなりに増量することはあるらしいけれど。

			　だが――いくら努力しても、俺の総魔力量はたいして増えなかった。

			　結局、才能が…………なかったのだ。

			　魔術の才能が。

			　この国では、魔術の才能がない者の人生は、あまり展望が無い。　

			　そもそも、子供たちに土地を分け与えられる大貴族ならともかく、中小貴族の次男坊、三男坊は、長男に何かあったときのスペアでしかない。

			　長男が病死や事故死、あるいは戦死でもしない限り、一生、部屋住み（厄介者）となる。

			　魔術の才能に秀でているなど特別な才能があれば、子のいない貴族の養子になって家と領地、財産を継ぐこともありえるようだが。

			　養子の口も、魔術の才能を含めて何の才能もない俺では、まず望めなかった。

			　まぁ、周囲から見下ろされがちな部屋住みでも、食べていけるだけマシだろう。

			　たとえ俺の人間嫌いがなおっても、部屋住みでは一生、結婚できそうにないが――いや、それでも貴族の子に生まれたお陰で、生活の心配がないだけマシには違いない。

			　この世界は、本来は現代地球の日本より、ずっと過酷な生活みたいなので。

			　貧農の子などは、奴(ど)隷(れい)として人買いに売られることも日常茶飯事なのだ。

			　俺が住む田舎町ラーンは、気候が温暖で土の質も良いため作物がよく育つ。そのため住民は比較的裕福であり、子を売る親は、少なくとも知る範囲ではいない。

			　もっとも俺が知らないだけで、ラーンにも子を売る親、親に売られる子は、いたのかもしれない。

			　なにせ、俺は住民たちのほとんどと交流がない。

			　同年代の子供たちと遊んだこともなく、親しい友人は１人もいなかった。

			　俺の精神的年齢が30代であることも関係はしているだろう。だが、それ以上に、俺が他人との交流を避けた結果だった。

			　前世で身についた人間嫌いと人間不信はなおらなかった。転生してからも、人と交わることを避け続けていたのだ。

			　町で完全に浮いた状態になっていることは自覚している。

			　領主の息子でなければ、町の子供たちからイジメを受けていたかもしれない。

			　今のところイジメこそ受けていないが、変人扱いはされているけどな。

			　俺が彼らを避けるように、彼らもまた俺を避けた。

			　最近では家族である兄や弟、妹も、魔術の才能に劣る俺を見下しバカにするようになった。

			　俺は、いつも１人だった。

			　１人で自室に引き篭(こも)ったり、森を歩き回って時間を潰していた。

			　いっこうに魔力が増えないこともあって、近頃では、両親からもまったく期待されなくなってきた。結果、俺には自由な時間が多くなった。例えば魔術の勉強も、両親は他の兄弟につきっきりで、俺には課題だけ与えて自習させることが増えてきたのだ。

			　今日も俺は、１人で森の中を歩いていた。

			　何かあったときのために、一応、護身用の木剣を腰に差している。

			　魔術が盛んな国とはいえ、貴族の嗜(たしな)みとして父親から剣術をある程度習っていた。俺には、剣の才能も特にないようだが……。

			　まぁ、この森は危険な動物が少ないので、どうせ木剣を振るう機会もまずない。

			　かなり森の深くまで歩いた。

			　そろそろ家に戻ろうとしたとき――後ろに何かの気配がした。

			　振り返ってみると…………熊がいた。

			　

			　そ、そんな、この森には熊なんていないはずじゃ…………。

			　よその森からきたのだろうか？

			　とにかく、逃げないと。

			　死んだふりは、確か熊が空腹なら自殺行為だ。転生前にネットで見たことがある。

			　熊を刺激しないように後ずさりし、距離をとろうとする。

			　だが――熊が猛スピードで襲いかかってきた！

			　後ろを向いて走って逃げようか――だが、とても逃げ切れる気がしない。熊と人間では、速度が違う。

			　結果、俺は、近くの木に登ることを選択した。幸い木登りは得意だった。友達が１人もいない俺は、１人でもできる遊びなので、よく木登りをして遊んでいたのだ。

			　前世でも、木登りや鉄棒登りは好きだったしな。

			　…………一人(ぼつち)でもできるし。

			　熊に追いつかれる前に、なんとか木の上まで登ることができた。

			　このまま、熊が諦めて去ってくれることを願う。

			　しかし――よほど空腹なのか、熊は諦めそうな気配がない。

			　それどころか、木に登ってこようとしている。確か熊の中には、木登りが得意な種類もいるはずだ。それを思いだし、真っ青になった。

			　ヤバい……本当にヤバイ。

			　木の枝の上で、頭を抱え込んで震えた。

			　そんな状況の中で――急に〝宙を舞う半透明の女性たち〟が見えだした。

			　俺を見て、指を差しながらクスクス笑っている。

			　何がそんなにオカシイのだ。

			　人が、熊に食い殺されそうだというのに。

			　人間だけでなく精霊も、糞(くそ)みたいな連中ばかりなのか？

			　死を間近に感じていたこの時の俺は、冷静さを失っていた。

			　両親との誓いも忘れ、精霊に向かって八つ当たり気味に叫んだ。

			「何がオカシイっ！　その羽、むしるぞっ！！！」

			　まぁ、本気で羽をむしる気はなかったし、できる気もしなかったが。

			　精霊たちがギョッとした顔になった。

			　そして、ヒソヒソと何かを囁(ささや)き合う。

			　精霊たちの１人が、代表するかのように近づいてきた。

			「ねぇねぇ、君、私たちの姿が見えるの？　人間のくせに」

			　文字通り目と鼻の先まで飛んできた精霊が、小首を傾(かし)げながら聞いてきた。

		

	
		
			[image: p021.jpg]
		

	
		
			「ああ、見えてるよっ！」

			　やけっぱちになって答える。

			「へぇ～～。声まで聞こえるなんて。君、そうは見えないけど、ドルイドとかシャーマンの修業をかなり積んでいるんだね☆　若いのに。やるじゃん！　なの♪」

			　ドルイド？

			　シャーマン？

			　ああ、両親が言っていた、この世界では〝異端〟とされて忌(き)避(ひ)されている者たちか。

			　この世界では、真語(ルーン)と魔力(マナ)による魔法を真正魔術と呼んでおり、〝正しき魔法〟〝正しき力〟とされている。

			　真正魔術以外にも、邪神や精霊など、この世界において邪悪とされているものたちから〝力〟を借りて行使する魔術・魔法が存在するらしい。ただ、それは禁(きん)忌(き)とされている。異端で邪悪な魔法とされているのだ。

			　そのため、精霊の力を借りる精霊術の使い手であるドルイドやシャーマンは、この世界において異端であり忌避されるようだ。ときには酷い迫(はく)害(がい)も受ける。国によっては、強制収容所に入れられたり、処刑されたりもするらしい。そして、真正魔術が盛んなこの国でも、精霊術の使い手は厳しく処(しよ)罰(ばつ)される。そう、両親が話していた。

			「俺は、異端扱いされている精霊術の修業なんか積んだことはない。魔導文字である真語(ルーン)を学んで、真正魔術の勉強はしているけどな」

			「「「「「「ふぇぇぇぇええええっ！！！！！？？？？？」」」」」」

			　精霊たちが、一斉に驚きの声をあげた。

			　なんだ？

			「こ、この人間、精霊使いの修業も積まずに、私たち精霊の声が聞こえているんだって！」

			「聞こえるどころか、会話が成立しているしっ！」

			「す、姿も見えているみたいなのっ！」

			「天才っ！　天才だよっ！」

			「……天(てん)賦(ぷ)の才を持つ者と認めるしかないわ」

			「稀(まれ)に、精霊使いとして天(てん)稟(ぴん)の才を持つ人間がいるらしいけど」

			「上手く育てたら、伝説級の大精霊使いになるかもっ！」

			「ここで、熊さんにごちそう様させるのは、惜しい才能なのっ！」

			　口々に叫び出す精霊ども。

			　俺が天才？

			　魔術の才能がまったくない落ちこぼれの俺が？

			　いったい、何を言って……。

			　う、うわぁ！

			　熊がとうとう木に登ってきたっ！！！

			　ヤバい、ヤバすぎるっ！！！！

			　俺はとっさに、木から飛び降りた。

			　そのまま走って一目散に逃げだすつもりだったが――下手な着地をしてしまった。

			　足首を捻(ひね)ったのだ。

			　歩くことはなんとかできそうだが、全力疾走はとても無理だ。

			　…………終わった。

			　熊に生きながら食い殺されるよりも、今すぐ舌を噛み切って自殺すべきか迷った。

			　木から降りた熊が近づいてくる。警戒しているのか、それとも俺がもう逃げられないことを悟ったからなのか、ゆっくりと近づいてきた。

			　ゆっくりと、しかし着実に迫る死と恐怖に、気が触れそうになる。

			「ねぇねぇねぇねぇねぇねぇ」

			　耳元で精霊の１人が、五月蠅(うるさ)いぐらいに喋(しやべ)りかけてきた。

			　他の精霊とともに、俺を追いかけてきたようだ。

			「助けてあげようか？」

			「は？」

			　精霊が何を言ったのか、一瞬、理解できなかった。

			「だ～か～ら～。風の下位精霊である私たちシルフが、君を熊から助けてあげようかって言ってるの！」

			「助ける……俺を？」

			「うん」

			「……………………本当に、俺を助けてくれるのか？」

			「「「「「「もちろんっ！」」」」」」

			　シルフと名乗った精霊たちが、一斉に頷いた。

			　こんなひ弱そうな連中に熊をなんとかできるとは、とても思えない。

			　それでも、今は藁(わら)にもすがりたい思いだった。

			「助けてくれっ！　頼むっ！！！」

			「うん、いいよ。じゃあ、とりあえず仮契約ね。チュッ！」

			　不意に、精霊の１人が俺の頬(ほお)に小さな唇を押し付けてきた。

			「「「「「あ、ズルい！　私も！」」」」」

			　他の精霊５人が、一斉に俺に襲いかかってきた。

			　いや、俺の頬や額などにキスしてきた。

			「これで契約完了なの。唇じゃないから、仮の契約だけど」

			「え……あ……」

			「じゃあ、風系初級精霊術の《風精霊の矢(シルフアロー)》を使って、あの熊さんをブッ飛ばすの。私たちが力を貸してあげるの」

			　精霊術？

			《風精霊の矢(シルフアロー)》？

			　そんなの両親からも教わったことないが…………。いや、禁(きん)忌(き)とされている精霊術なのだから両親も知らないだろうし、仮に知っていても、教えることはないだろうけど。

			「早くあの熊さんを指さして、《風精霊の矢(シルフアロー)》って叫ぶの！　精神と精霊力を集中しながらっ！　グズグズしていると熊に食い殺されちゃうの！」

			「あ……ああ、わ、分かったよ」

			　禁(きん)忌(き)とされている精霊術を行使することに少し躊(ちゆう)躇(ちよ)した。しかし、このままでは熊に食い殺されてしまう。

			　目と鼻の先まで近づいてきた熊に、俺は指さした。

			　そして――

			「《風精霊の矢(シルフアロー)》」

			　と、ヤケクソ気味に叫ぶ。

			〝精霊力〟とやらの集中はよく分からないが、指先に意識を集中させながら叫んだ。

			「「「「「「突撃ーーーーーーーーーーーーーーー」」」」」」」

			　６体の精霊たち全員が叫び声をあげながら、熊に猛スピードで体当たりをかますっ！！！

			　そのうち２体は熊の両目をそれぞれ貫き、１体は眉(み)間(けん)をぶち抜いた。　

			　残り３体も、急所と思われる場所を貫く。

			　股間をブチ抜いた精霊もいた。

			　熊はヨロヨロと後ずさり、ドサッと倒れた。

			　恐る恐る近づいてみたら――絶命していた。

			　す……凄い……。

			　生命力の高い野生の熊を一撃で倒すのは、真正魔術でもかなり難しいはずだ。少なくとも中級以上の魔術師でないと無理だと思う。

			　兄妹はおろか、両親でも多分、無理だ。

			　以前、父親がこの町に領主として赴任してきた際、森から熊などの危険な動物を排除した時のことを自慢げに語ったことがある。

			　その時の話では、父同様、真正魔術の使える母親と２人掛かりで数発の呪文を浴びせ、熊を倒した――と言っていた。

			「「「「「「イエーーーイ♪」」」」」」

			　ハイタッチをしている精霊たちの姿が見える。

			「ほら、君も！」

			「…………」

			「ノリが悪いの。こういうときは、〝友達同士〟勝利を祝って手を触れ合うの。ホラッ！」

			　精霊の１人に促(うなが)され、俺は片手をあげた。

			「「「「「「イエーーーイ♪」」」」」」

			　俺の手に、精霊たちがその小さな手を順番に合わせてきた。まるで、俺を――仲間あるいは友達――と、認めてくれたかのように。

			　…………。

			「あれれれのれ？　君、泣いてるの？　弱虫さんだなぁ。男の子が簡単に泣いたら、メ、だぞ☆」

			「別に…………泣いてなどはいない。これは、目にゴミが入っただけだ」

			　いや、熊に襲われて、恐怖のあまり泣いてはいたかもな。

			　もしくは、熊に喰われるという恐怖から解放されて、安(あん)堵(ど)のあまり涙が出てきた可能性は、ある。

			　しかし、〝それ以外の理由〟などないはずだ。

			　あるわけない……のだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は今、〝自分が空を飛んでいる〟のが、信じられなかった。

			　襲ってきた熊を倒したあと、やはり精霊たちの力を借りることで空を飛び、家へと向かっていた。

			《飛行(フライト)》の魔術は、導師級の魔術師でもないと使えない高度な魔術だ。

			　それにもかかわらず、俺が精霊――風精霊(シルフ)たち――が言ったとおりに《風の翼(シルフウイング)》と呟(つぶや)いたら、簡単に身体が宙に浮いた。

			　風精霊(シルフ)たちが身体に纏(まと)わりつくように抱き着いた結果、空を自在に飛ぶことができていた。

			　初めて空を飛んだ俺は、感動のあまり足の痛みも忘れていた。

			　

			　この日から、生活が一変した。

			　いや、人生そのものが大きく――変わった。

			　精霊という、信頼できる生涯の――　トモダチ　――を得ることが……できて。

			　風の精霊たちとの出会いがきっかけになって、それからは火や水、土、それに闇(やみ)や光の精霊たちとも交流を始めた。

			　みな、俺の精霊使いとしての才能に驚き、好意的に接してくれた。

			「アッシュ君は天才なの！　それに私、アッシュ君のこと、好きになったの♪　だから、まだ出会って１週間だけど、本契約しちゃうね☆　チュゥ♡」

			　出会ってから１週間で、風精霊(シルフ)の１人は精霊使いとしての俺を認め、本契約とやらをしてくれた。本契約といっても、頬(ほお)や額ではなく唇にキスしてきただけなのだが。

			　才能を認めてもらえたのは嬉しい。そして、それ以上に――好きだと言ってもらえたのが、嬉しかった。人として他者に認められ、好かれるのが嬉しかったのだ。

			　精霊たちは、みんないい奴だった。

			　少なくとも、人間よりもずっと。

			　人間と一緒にいるより、精霊たちといる方がずっと楽しかった。

			　心が休まるようになっていた。

			　転生してからも、前世同様、他人とめったに口を利かない俺だが――精霊たちとは、よく会話をした。

			　精霊たちは俺にとって友であり、そして精霊術の師だった。

			　さまざまな精霊術を、精霊たちから教えてもらった。俺には真正魔術の才能はまるでなかったが、精霊術の才能があったようだ。みるみる精霊術は上達した。それこそ、精霊たちが驚(きよう)愕(がく)するほどに。

			　もっとも、両親との誓いを破っているという後ろめたさがあるので、精霊たちとの会話は、基本、誰もいない場所でしていた。また、禁(きん)忌(き)とされている精霊術の練習などは、それこそ、誰にもみられないように、細心の注意をした。

			　風精霊(シルフ)の力を借りて空を飛ぶことができるようになった俺は、町を抜け出し、誰もいない場所に自由に行くことができた。

			　お気に入りの場所は、30分ほど全力で空を飛んだところにある大草原だ。

			　見渡す限り緑が広がり、地平線まで見える大草原。

			　町から山を越えた場所にあるこの大草原には、周りに人が１人も住んでいない。人がいないという環境は、人間嫌いの俺には重要なことだった。

			　大草原で温かく心地良い風を感じながら、精霊たちと大地で寝そべるのは、最高だった。

			　本当にこの場所が好きになったので、何度目かに訪れた際、土の精霊ノームの力を借りて大草原に家を作った。

			　俺だけの家だ。いや、俺と精霊たちの家だ。

			　土を固めて作った平屋の質素な家だが、広さはかなりある。

			　雨を防ぐには十分でもある。

			　その家で精霊たちと語らい、笑いあった。

			　家や大草原で、精霊たちと色んな遊びをした。

			　しかし――最近、それだけでは物足りなくなってきた。

			　やはり、家具がいろいろ欲しい。藁(わら)を敷きつめた寝床も悪くはないが、柔らかいベッドを家に置きたい。

			　それから――できれば奴(ど)隷(れい)が欲しい。

			　それも、服従の魔法がかかっている奴隷だ。〝絶対に裏切らない奴隷〟が欲しかった。

			〝絶対に裏切らない人間〟が欲しかったのだ。

		

	
		
			４　城(じよう)塞(さい)都市カレ

			　

			　両親の会話から、この世界には奴(ど)隷(れい)制度があることを俺は知っていた。

			　奴隷は人であって人でない――そう、この世界では認識されているようだ。

			　地域によって、奴隷に対する扱いは大きく違うようだけどな。

			　だが、少なくとも俺の住んでいる大陸西方地域では、奴隷は大きく人権を制限されていた。

			　服従の魔法をかけられ、主人に逆らったり裏切ったりできないようにされている者もいるようだ。

			　もっとも、奴隷はかなり高価らしい。それに、維持費というか食費などもかかる。怪我や病気などしたら、治療費もかかる。毎年、人頭税（国税）を払う必要もあるだろう――どこの国にも属していないであろう大草原なら、いらないだろうけど。

			　小さな田舎町ながら当主が地方領主である実家にも、奴隷はいない。

			　まぁ、真正魔術の使える両親は、奴隷の代わりに魔法生物を使役しているけど。《石の従者(ストーンサーバント)》の魔術で作られた小型のゴーレムみたいな魔法生物に、母親は買い物の際、よく荷物持ちをさせていたりする。

			　あいにく真正魔術の才能が無い俺は、魔法生物を生み出すことはできないが。

			　といっても、ほとんどの魔法生物は意思もなければ言葉も喋(しやべ)れないらしい。

			　やはり、人間あるいは亜人か獣人の奴(ど)隷(れい)が欲しい。

			　絶対に裏切らない奴隷が欲しいのだ。

			　…………別に、人寂しいからというわけじゃないけど。

			　とにかく、家具を揃えるにせよ、奴隷を買うにせよ先立つモノがいる。

			　金だ。金が必要だ。もちろん両親から貰(もら)っている小遣いではとても足りない。

			　そこで俺は、ある計画を立てた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　精霊たちと交流を始めて１か月後。

			　そろそろ計画を実行することにした。

			　山を越えたところにある大草原で、野生の動物あるいはモンスターを狩るのだ。精霊の力を借りれば、狩りも難なくできるだろう。

			　そして、近辺の都市に運んで肉や素材を売りさばき、金に換える。

			　その金で家具を揃え、奴隷を購入するのだ。

			　人ごみが苦手なので、人がウジャウジャいる都市にはあまり行きたくないが、仕方ない。

			　俺の住んでいる小さな町では、狩った動物やモンスターを持って行っても、金に換えにくいからな。

			　それに、目立ってしまう。

			　まだ10歳の子供であり、真正魔術もまともに使えなければ弓の腕前もたいしたことないのに、どうやって狩ったのかと問われると困る。

			　禁(きん)忌(き)である精霊の力を使ったとは、もちろん言えないし。

			　どうも俺の住んでいる村では、精霊という言葉を口にするのですら忌(き)避(ひ)されているっぽいのだ。

			　精霊の姿が見えたり声が聴こえるだけでなく、力まで借りられることが周囲に知れたら、非常にマズイことが起きる気がする。場合によっては、王都から派遣された異(い)端(たん)審(しん)問(もん)人(にん)とやらに処(しよ)罰(ばつ)されかねない。異端者と認定されて。

			　だから、近隣の都市にまで足を運ぶことにした。

			　俺のことを知っている人間がいない街なら、真正魔術で狩ったといっても信じてもらえるだろう。才能のある人間の中には、10歳以下でも真正魔術を使える者もいるみたいだしな。

			　両親から期待されていない俺は、相変わらずの放任教育だった。ラーンの町の人間には親しい者がいないし、誰も俺に関心を持たない。町からこっそり抜け出すには、好都合でもあるが。

			　…………寂しくなどは、別にない。

			　森まで歩いて行ったあと、風精霊(シルフ)の力で空に飛び立つ。

			　念のため、シルフの力を借りて発動させる《姿隠しの衣》で、他者からは俺の姿が見えなくなるようにした。

			　空を飛び続け、山を越え谷を越え、大草原の上空まで移動する。

			　おそらくだが、この大草原は人類未踏の地ではないだろうか。１人として、人の姿をこの大草原で見たことはない。

			　それも、そんなに不思議ではないと思う。

			　辺境と言っていいほどの田舎町から、さらに険しい山々や深い谷を越えないとここまで来られないからな。

			　俺が毎日越えている山は、たしかアルバス山脈という名前だ。

			　麓(ふもと)には好戦的な異民族が住んでいるらしい。

			　空を飛べる俺には、山の険しさも谷の深さも、野(や)蛮(ばん)で好戦的な異民族も関係ないが。

			　人間がいないだけに、大草原には様々な野生動物がいる。

			　モンスターっぽい動物も。

			　手ごろに鹿などを狩ってもいいけど、できれば〝大物〟が良い。もちろん、ここでいう大物とは、身体のデカさではなく大金で引き取ってもらえそうな、という意味だ。

			　空を飛びながら俺は、ある動物を獲物(ターゲツト)にして探し続けた。

			　動物と言うよりモンスターだけどな。

			　１時間以上空を飛びまわったお陰で、ついに見つけ出した。

			　この草原で何度か見たことのある角の生えた馬だ。

			　いわゆる一角獣(ユニコーン)である。

			　両親にそれとなく聞いたところ、ユニコーンの角は非常に高値で売買されているらしい。

			　なんでも、傷や病気を瞬時に治せる効果があるらしいのだ。

			　ファンタジー系の物語に出てくるユニコーンの角の定番と言えば定番の効果だけどな。

			　このとき、俺が発見した一角獣は２頭だけだった。群れからはぐれたのだろう。どうせだから、２頭とも狩ることにする。

			《姿隠しの衣》は非常に便利だ。

			　姿だけでなく、匂いや物音、話し声も消してくれる。

			　低空飛行で、獲物(ターゲツト)から30メートルの距離まで近づいた。《風精霊の矢(シルフアロー)》の有効射程距離は30メートル以内だからだ。

			　炎の精霊サラマンダーを数体合体させて火(ひ)蜥蜴(とかげ)にして放つ《火蜥蜴の息(サラマンダーブレス)》なら、有効射程距離は１００メートルある。だが、ここには炎の精霊がいないので、今すぐには使えない。

			　ここは大草原なので風の精霊(シルフ)が多いが、大地の精霊(ノーム)も多数いる。その力を借りることも考えたが、地精霊(ノーム)の力を借りる《石礫(ストーンブラスト)》は、威力こそかなりあるものの、あいにく射程距離は短い。それに、地面から石つぶてを発生させる《石礫(ストーンブラスト)》では、下手したらユニコーンを殺しかねない。

			　それでは、この１か月してきた特訓が無駄になる。

			　俺は、可能ならばユニコーンを殺さないで角を手に入れるため、ある特訓をしていたのだ。

			「この距離なら、《風精霊の矢(シルフアロー)》は届くよな？」

			　シルフたちのうち、顔の付近を舞っているシィルに尋ねた。

			「うん。でも、アッシュ君は《風精霊の矢(シルフアロー)》を、今は使えないの」

			「え、なんでだよ」

			「《風の翼(シルフウイング)》と《姿隠しの衣》を同時発動させたうえに、《風精霊の矢(シルフアロー)》までなんて無理すぎるの。いくら天才のアッシュ君でも、今はまだ３つ同時発動は無理のムリムリなの」

			「あ、そうか」

			　練習はしているものの、精霊術の同時発動は２つまでしか成功していない。

			　３つは無理だ。今はまだ。

			　地上に降りて《風の翼(シルフウイング)》を解いた。

			　ユニコーンに逃げられては困るので、《姿隠しの衣》はギリギリまで発動中にする。

			「よし…………《風精霊の矢(シルフアロー)・改》を使うぞ」

			「みんな合体なの」

			「「「「「おーーーーーーーー」」」」」

			　風精霊(シルフ)たちが宙に浮かんだまま、それぞれの両足を両手で掴む。

			　９体の風精霊(シルフ)による梯(はし)子(ご)、いや、槍が完成する。

			　俺は１体のユニコーンに狙いを定める。

			「ＧＯっ！」

			「「「「「「ＯＫっ！！！！！！！！！」」」」」」

			　掛け声とともに指を向けると、風精霊(シルフ)たちは叫びながら１本の槍と化して凄まじい速さで飛んでいく。

			　風精霊(シルフ)たちは狙いどおりに、胴体――ではなく角の根元をぶち抜いた。

			　さらに俺は、人差し指と中指を合わせながら、素早く動かした。

			　もう１体の角を根元から折るためにだ。

			　指の動きに合わせて槍（風精霊(シルフ)）が方向転換し、もう１体のユニコーンに向かっていく。

			　狙いを外さず、２本とも角を根元からブチ折ることに成功した。

			　ユニコーンの角は相当な強度を持つと父親が言っていた。通常の《風精霊の矢(シルフアロー)》では、折ることが難しそうだった。だから俺が考え、風精霊(シルフ)たちと特訓して編み出したのがこの《風精霊の矢(シルフアロー)・改》だ。

			　10体近い風精霊(シルフ)たちが１本の槍となって突撃することにより、その威力は非常に増していた。

			　ちなみに、矢というより投げ槍に近いので、名前を《風精霊の投槍(シルフジヤベリン)》にしようか迷っている。

			　誘導できるので、ただの投槍(ジヤベリン)と比べて、威力、命中率ともに段違いだけど。投げてそれっきりである投槍と違い、何度でも攻撃できるし。

			　しかし、変だな。

			　角を折っただけなのに、ユニコーンは２体とも、その場に崩れ落ちるように倒れてしまった。

			　なぜだ？

			　できる限り無意味な殺生はしたくないから、角こそ折ったが身体を傷つけてはいない。

			　今回は角が欲しいのであって、ユニコーンの肉は別にいらないからな。

			　角を折るだけで、殺さないようにしたつもりだ。

			　……そのはずなのだが。

			　風精霊(シルフ)たちがユニコーンに近づき、そのうち１体が叫んだ。

			「……し……死んでる！」

			　アレ？

			　どうやら、この世界のユニコーンは、角を折られると死んでしまうようだ。

			　知らなかった。

			　…………。

			　うん、知らなかったのだから仕方ない。

			　許せ、ユニコーンたちよ。

			　多少後悔しつつも、まぁ、狩りとして鹿や馬を射り殺したのと大差ないと思うことにした。いつかは狩りで動物たちを殺すだろうし、それが少々、早くなっただけなのだ。

			　……１か月の特訓が無意味だった気もするけどな。

			　いや、《風精霊の矢(シルフアロー)・改》またの名を《風精霊の投槍(シルフジヤベリン)》という強力な技（精霊術）を編み出したのだ。

			　まったくの無意味だったというわけでもない、か。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ユニコーンの角を手に入れることができた俺は、空を飛んで城(じよう)塞(さい)都市カレを目指した。

			　ルーンレシア王国の５本の指に入るほど、栄えている街らしい。

			　生まれ育った田舎町以外の町や都に行ったことがないので、城塞都市カレに足を踏み込むのは今回が初めてだ。

			　前もって父親から聞いていた方角に向け、ひたすら飛び続けた。

			　ユニコーンの角を２本とも抱えながらだが、シルフのお陰で別に重たくはない。

			　そのうち、話に聞く城塞都市カレが見えてきた。

			　途中、険しい山道や川もあり、徒歩なら10日以上かかりそうな距離だったが、空を飛んでいるので２時間前後でついた。

			　城(じよう)塞(さい)都市カレは高く分厚い市壁に囲まれていた。壁は途方もない大きさで見る人を圧倒し、他国の軍隊は、きっとこの壁を前にして攻め入ることを諦めるであろう。

			　空を飛ぶ俺には関係ないが。

			　市壁の上には、見張りの兵士が何十人と常駐していた。

			　弓を持って空を警戒している兵士たちもいた。

			　他国の天馬騎士団や竜騎士団の強襲に備えているのだろう。

			《姿隠しの衣》を発動させている俺には、やはり関係なかったが。

			　やすやすと壁を越えると、都の上空を飛びまわり、ユニコーンの角を買い取ってくれそうな店を探す。

			　名高い都市だけに地上は人だらけだった。

			　地上に降りて街を歩いたら、人ごみに酔って気持ち悪くなったかもしれない。

			　空を飛んでいる俺には関係ないけどな。

			「見ろ!!　人がゴミのようだ!!」

			「アッシュ君が悪役みたいなこと言っているの☆」

			　冗談で言っただけだが、風精霊(シルフ)の１人にツッコまれてしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そうこうしているうちに、武器屋や道具屋などが立ち並ぶ市場を見つけた。

			　ここなら、ユニコーンの角を買い取ってくれるだろう。

			　店と店の間にある路地に入った。

			　誰も見ていないことを確認して《姿隠しの衣》を解く。姿を隠したままでは、売買ができないからな。

			　ユニコーンの角を抱えたまま、すぐ近くの道具屋に入った。

			「いらっしゃい。お使いかね、坊や」

			　人の良さそうな40歳前後の店主がいた。

			　どうやら、店にはこの親父１人のようだ。

			「これ、買い取ってくれない？」

			　あいさつは抜きにして、用件を切り出す。

			　人嫌いな俺だが、別にコミュニケーション能力が致命的なほどに不足しているわけでもない。

			　コミュ力が高いとはとてもいえないし、事務的な会話以外は、かなり苦手だけどな。

			　精霊たちとは、たわいのない会話を楽しめるが、人とは無理だ。

			　とはいえ、人間相手でも事務的、仕事的になら会話を成立させることは一応できる。

			「おや、買い取りかい？　どれど…………なぁっ!?」

			　ガタンっ!!

			　道具屋の店主が椅子からずり落ちた。

			　俺が抱えているユニコーンの角を見たせいだろう。

			　しかし、いくら高価な角とはいえ、そこまで驚かなくてもいいと思うのだが。ユニコーンの角は予想していたより、ずっと貴重なモノなのだろうか。

			　だとしたら、買い取り価格に期待できそうだ。

			　店主が小走りで店の入り口に向かい、ドアのカギを閉めた。

			　なんだ？

			　何か、不穏な空気を感じるぞ。

			「ぼ、坊や…………３年前からご禁制とされているユニコーンの角を２本も、ど、どこで手に入れたのかな」

			　震える声で、店主が質問してきた。

			　ご禁制？

			　ひょっとしてユニコーンの角って、結構ヤバイ品なのか？

			　父親はそんなこと言ってなかったが。３年前から禁制にされたというなら、20年近く前に田舎町の地方領主になって以来、田舎町の外にほとんど出たことのない父親が知らなかった可能性もあるけど。

			　なんにせよ、きな臭い雰囲気になってきた。

			　ここは無言でいて、相手の様子を窺(うかが)おう。

			　俺が黙っていると、店主がさらに質問を重ねた。

			「ひょっとして、国境の向こう側にある『一角獣の森』で密(みつ)猟(りよう)してきたのかい？」

			　一角獣の森なんて知らなかったので、曖(あい)昧(まい)に頷いておいた。

			「『一角獣の森』には自然司祭(ドルイド)やレムリア王国の森林騎士団がいて、ユニコーンを密猟から保護しているはず……まぁ、監視にも限界があるからなぁ…………しかし、坊やのような子供がよく狩れたね」

			「俺、真正魔術を使えるから」

			「ああ、魔法か。確かに真正魔術を使えるなら、子供でもユニコーンを狩れるかもしれないな。でも、坊やは、１人だけで狩ってきたのかい？　それとも他の大人と――」

			「そんなふうに詮(せん)索(さく)してくるなら、もういいよ。別の店に持っていくから」

			　ユニコーンの角を抱えたまま、店の外に出るふりをする。

			「あ、ま、待ってくれ。分かった、もう余計なことを聞くのは止める」

			　店主が慌てて引き留めてきたので、立ち止まる。

			　俺はじっくり鑑定したいと言ってきた店主に、ユニコーンの角を渡してやった。

			　数分後、店主は鑑定に満足した様子で告げた。

			「うん、間違いなく本物だね。坊や、２本で大金貨50枚ならどうだい」

			　ご禁制の品と言っておきながら、買い取りはしてくれるのか。

			　今すぐ金に換えたい俺にとっては、ありがたいことだ。

			　しかし、この買い取り価格は妥(だ)当(とう)なのか？

			　ユニコーンの角の相場なんて知らないので、提示された大金貨50枚という買い取りの金額が妥(だ)当(とう)なのか判断できん。大金であることは間違いないけど。

			　なにせ、父親の話では、一般の兵士の給金は１年で大金貨３枚らしいのだ。

			　ちなみに、俺が両親からもらう月の小遣いは銀貨１枚。

			　地球から転生した俺の感覚的に、銀貨１枚は日本円だと１０００円ほどの価値だ。

			　そして、

			　銀貨１００枚で金貨１枚。

			　金貨10枚で大金貨１枚。

			　とされているようなので、大金貨50枚は、銀貨５万枚に相当する。

			　日本円なら、感覚的には５０００万円だ。

			　十分、大金である。

			　しかし、大金貨50枚が妥当な買い取り価格かは、やはり判断できない。

			「大金貨50枚ね。他の店にも行って、ココの買い取り価格が一番高かったら、売りにくるよ」

			　そういって、ユニコーンの角を返してもらうべく手を差し出した。

			　半分は本気、もう半分は駆け引きとして、だ。

			「坊や、昔と違って、３年前からユニコーンの角はご禁制となっているんだ。ウチみたいに闇(やみ)市とのルートがある店ならともかく、他の店ならまず買い取ってくれないよ。それどころか、馬鹿正直な店主が経営している店なら、街の衛兵を呼んで、坊やを密(みつ)猟(りよう)者として突き出すかもしれない」

			　道具屋の店主はユニコーンの角を腕に抱えたまま、忠告するように言ってきた。

			「ねぇ、悪いことは言わないからさ、坊や。ウチで売っていきなよ」

			　猫なで声を出す店主。

			　確かに、この親父の言うことも一理ある。

			　しかし、基本、人間を信用していない俺は、きっぱり言い切った。

			「その話が本当かどうか分からないし、やっぱし他の店でも鑑定してもらうことにするから」

			「嘘なんかついていないって…………なら、大金貨60枚ならどうだい？」

			「………………」

			　角の返却を求めて手を差し出したまま、無言を貫く。

			「え、えい、70枚なら？」

			「…………」

			「……71、いや72枚でどう？」

			「………………」

			「分かった、正直に話すよ。ウチのコネで闇(やみ)市に卸(おろ)したら、ユニコーンの角２本で大金貨80枚前後にはなる。でも、禁制の品を扱うんだし、こっちにもリスクがあるんだ。せめて、大金貨５枚の利益は見込めないと危ない橋は渡れない。大金貨75枚、これが限界の買取り価格だよ」

			　最初より、５割増しの買取り価格になった。

			　確かに店主の雰囲気から、買取り価格を釣り上げるのも、ここらが限界の気はする。

			　なんなら、他の店に持って行っても良いけどね。でも、本当にご禁制の品なら、確かにリスクは増してしまう。

			　それに、あの大草原には、他にもユニコーンが多数いた。ユニコーンの角は、まだ何本いや、何十本もとれそうだ。

			　とりあえず、今回はこの店で買い取ってもらっても良いかな。

			「分かった。75枚でいいよ」

			「お、本当かい。じゃあ、さっそく代金を支払うよ」

			　店主は一度、店の奥に消えると、重そうな革袋を持ってくる。

			「大金貨75枚、ちょうど革袋に入っているから」

			　確認したら、ちゃんと大金貨が75枚入っていた。

			「そうそう坊や、喉が渇いていないかい？　商談が成立したことを祝って、上質な紅茶を無料で飲ませてあげよう」

			　そんなことを言いながら、店主は奥で汲(く)んできた紅茶入りのカップを俺に向けた。

			「飲んじゃダメ。眠り薬が入っているから！」

			　カップの中から、水の精霊(ウンデイーネ)が姿を現し、警告してくれた。

			　……この親父、代金を払うのが惜しくなったようだな。

			　あわよくば眠らせて、路上にでも放り捨てる気だろう。

			　それとも眠った俺を殺害……いや、さすがに、人殺しまではしないか。

			　この世界でも殺人は重罪であり、発覚した際のリスクが高いのだ。

			　それに禁制の品なら、目を覚ました俺が、代金を支払ってもらえていないと役所に訴えることもできないだろうしな。

			　訴えたら、その場で捕まりかねない。

			　俺は喉が渇いていないといい、紅茶は辞退した。

			　店主はしつこく紅茶を勧めてきたが、不機嫌そうな顔で睨(にら)んだら、しぶしぶカップを引っ込めた。

			　背を向ける主人の姿を見ながら、黙っていても別に良かったが、つい、言ってしまった。

			「眠り薬入りの紅茶は、美味しくなさそうだしね」

			　ガチャン。

			　店主がカップを落とした。

			　衝撃で高価そうな陶器のカップが割れてしまったが、このぐらい自業自得だろう。

			「な、な、何を言っているのかな、坊や？　……ハハハ…………ハハ……」

			　目を泳がせている店主に、冷ややかな目を向ける。

			　…………まったく、これだから人間は信用できない。

			「またユニコーンの角を手に入れられたら、ぜひ、ウチに持ってきてくれよ、坊や」

			　背後からかけられた店主の言葉に一応頷く。

			　そして、ズシリと重たい革袋を懐にしまった俺は道具屋から出た。

			「眠り薬を飲まされかけた仕返しに、店に火をつけない？　アタイ、協力するよ」

			　店先のランタンから火の精霊(サラマンダー)が姿を現し、道具屋への放火を誘ってきた。

			　過激なことを言う奴だ。

			　火の精霊には、過激な性格の者が多い。

			「燃やそうよ、ねぇ燃やそうよ。ファイアー、ファイアー」

			　俺を放火魔への道に歩ませようとするな。　

			　確かに、眠り薬を飲まそうとしたことは業腹ではある。しかし、今回だけは勘弁してやろう。

			　今後のことも考えて、禁制の品でも買い取ってくれる店(アテ)は残しておいた方が俺にとっても都合が良いしな。

			　そんなことより、大金貨75枚という大金を手に入れたことの方が重要だ。

			　さて…………この金で、奴(ど)隷(れい)を買いにいこう。

		

	
		
			５　奴(ど)隷(れい)商会

			　

			　奴隷を売っている店の場所は、道具屋の店主から聞いておいたので、すぐに見つかった。

			　城(じよう)塞(さい)都市カレには、奴隷商の店として、２つ有名どころがあるらしい。

			　１つは、オークション形式で奴隷を売るスミス奴隷商会。

			　もう１つは、基本の販売価格をあらかじめ決め、奴隷を展示しながら売るベノリア奴隷商会。

			　今回、俺はベノリア奴隷商会に向かった。

			　ベノリア奴隷商会の近くにある袋小路になった路地裏まで飛び、その後、地上に降りて《姿隠しの衣》を解く。

			　ベノリア奴隷商会は、地方領主である両親の屋敷よりもさらに大きかった。

			　平屋の多いこの世界には珍しく３階建てだ。

			　奴隷商とは、よほど儲かる商売なのだろう。

			「お前のような子供の来るところじゃねぇよ。ガキは帰ってママのおっぱいでも飲んでな」

			　店に入ってすぐ、用心棒らしきスキンヘッドに隻(せき)眼(がん)の大男が、俺を追い出そうとした。

			　俺は無言で、懐に入れたズッシリと重たい革袋を取り出して見せる。

			　さらに、その革袋から大金貨を１枚出した。

			「ベノリア奴(ど)隷(れい)商会に、ようこそおいでなさいました！　お坊ちゃま、どのような奴隷をお探しでっ！」

			　大金を持っていることを知った途端、百八十度、態度を変える禿(は)げ頭の大男。

			　揉み手までして、実にへりくだった態度だ。

			　呆れるほど素早い態度の変わりようだった。

			　聞くと禿げの大男は用心棒ではなく、ラドンという名のこの店のオーナーだった。

			　ガラの悪い商売人だ。

			　相手が金を持っていると知った途端、コロッと態度を変えるところなど、商売人としては適性があるのかもしれないが。

			　建物の中では、いくつもの檻(おり)にそれぞれ奴隷が入れられていた。

			　客が身近で奴隷を吟(ぎん)味(み)できるようにだろう。

			　檻には値札が書かれており、一目で売値が分かる。

			　奴隷には男も女もいた。

			　人間だけでなく、亜人といわれているエルフやドワーフ等の妖精や獣人もいた。

			　いくつかの檻を見ていて気付いたが、女の方が男より値段は高い傾向にある。

			　ただ、それも若い女に限っての話で、中年以上の女奴隷は、男奴隷よりも安くなっていた。

			　また、人間よりエルフなどの妖精たちの方が高く、逆に獣人たちは安いみたいだ。

			　俺が思っていたより、奴(ど)隷(れい)たちの待(たい)遇(ぐう)は悪くなさそうだった。檻(おり)にこそ入れられているけど、ほとんどは血色がよく、栄養が行き届いているように見える。

			　商会にとって奴隷は大切な商品なので、それなりの扱いを受けているのだろう。特に、若く美しい女奴隷の待遇は良さそうだ。

			　鉄格子の檻ではなく、半透明のケースでできた小部屋で展示されているのもいた。

			　小部屋の中には安くはなさそうな家具があり、中の生活は、外の貧民たちよりよほど快適に思える。

			　椅子に座って長い足を組んでいる美しい妙(みよう)齢(れい)の女奴隷など、逆に、客の値踏みをしているようだった。

			　さほど金を持ってなさそうな客にはろくに愛想も振りまかず、横を向いて無視する。

			　一方で、金持ちそうな客にはニコリと微笑み、惜しみなく愛想を振りまいていた。

			　どうせ、よほどの金持ちでなければ自分を買えないと知っていて、態度を変えているのだと思う。

			　それに、奴隷の人生は買った〝ご主人様〟により千差万別――なのだろう。

			　買われた後の待遇が良くなるように、できる限り金を持っていそうな客に買われたいという心理は、分からないでもない。相手によって露骨に態度を変える人間は好きじゃないが。

			　裕福そうなうえに若くてハンサムな客が傍に来た時、女奴隷たちの態度は凄かった。

			　しなをつくったりしながら、必死に自分をアピールしていた。

			　10歳の子供である俺は、どうせ購入資金なんてないはずだと思われているのだろう。傍を通っても、女奴(ど)隷(れい)たちの多くは無反応だった。

			　もっとも、客によって態度を変えていたのは女奴隷だけじゃない。

			　男奴隷の方も程度差はあれ、客によって態度を変えていた。

			　体格(ガタイ)の良い男奴隷は、早く檻(おり)から出たいのか、自分たちの筋肉を客にアピールしている。特に、若い女の客が近くにいる時など、暑苦しいほどに筋肉アピールしていた。

			　上半身を脱ぎ、魅(み)せるポーズをとる男奴隷もいれば、檻の中で腕立てやスクワットを猛烈な勢いでしだす男奴隷もいた。

			　男奴隷たちにも、やはり購入資金がないと思われたのだろう。近くを通っても、俺にはさほど筋肉アピールはしてこない。

			　ゾク…………。

			　何か寒気のようなものが背中に走った。背……いや、尻のあたりに視線を感じる。

			　後ろを振り向くと、１人の男奴隷が俺に熱い視線を送っていた。

			　髭(ひげ)の剃り跡が青々しい、眉毛の太い顎(あご)の割れた筋肉男だ。

			　目が合うと、超猛烈に筋肉アピールしてきた。

			　さらに、こちらに向けてウィンクまでするゲイっぽい男奴隷。

			　全身の毛が逆立ち、鳥肌も立った。

			　さらにさらに、投げキッスまでしてくる筋肉だるまの男奴(ど)隷(れい)……。

			　吐き気がした。

			　思わず《風精霊の矢(シルフアロー)》をぶちこみかけたが、なんとか自重する。

			　一応、値段を確認すると、大金貨５枚だった。

			　買える。

			　……買う気はないが。

			　力仕事にも役立つし、男奴隷もそれはそれでアリかと思っていた。だが、ゲイっぽい男奴隷から熱烈な猛アピールを受けて気が変わった。

			　どうせ買うなら女奴隷にしよう。

			「こちらが、我がベノリア奴隷商会が現在ご用意できる最高の品でございます」

			　店の案内をしてくれていた奴隷商会オーナーのラドンが、ある女奴隷を紹介してきた。

			　高級そうなガラス張りの部屋に入った、非常に美しい女奴隷だ。

			　見ていて自然に感嘆の溜息が零(こぼ)れるほどの美少女だった。上級貴族や王族の女性が着るようなドレスを着た少女は、まるでやんごとなき姫様のような気品を漂わせている。

			　これほどまでに美しい女性を、俺は見たことがない。

			　前世も含めて、見たことはなかった。
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			　――欲しい。

			　心の底から思ってしまった。

			　だが、値段を見て落(らく)胆(たん)する。

			　大金貨５００枚という、途方もない高額だったのだ。ユニコーンの角を２本売って大金貨75枚を手に入れたところで舞い上がっていたが、とてもじゃないが購入できない額だ。

			　手が出せない。

			　まさに高(たか)嶺(ね)の花だ。

			　しかし、奴(ど)隷(れい)１人に信じられん価格だな。大金貨５００枚なんて、日本円でいえば５億円ぐらいの感覚だぞ。この世界でも豪邸が庭付きで買えるだろう。

			　それにしても、美しい少女だ。

			　ただ、人形のように無表情なのが気になる。まるで心を閉ざしているかのように無表情・無反応だった。

			　ニコッ。

			　突然、人形のようだった少女が、俺の方を見て微笑んだ。

			　それだけで、心臓が跳ね上がってしまう。

			　でも、少女の視線は微妙に俺からずれているな。

			　俺の顔ではなく、肩――いや、肩に乗っている風精霊(シルフ)に向けて微笑んでいる気がする。

			　ひょっとして、彼女も精霊が見えるのか？

			「どうですか、アッシュ様。この宝石のように美しい女奴(ど)隷(れい)レミリアは」

			　名前を教えた途端、様付けで呼びだしたラドンが、揉み手をしながら感想を聞いてきた。

			「き、綺麗な人だね。凄く。でも、いくらなんでも高すぎないか」

			「いえいえ、そんなことはございません！　なにせ、レミリアは、貴重なハイエルフなのですから！」

			「ハイエルフ？」

			　再び眼の前の美少女をよく見ると、金髪の長い髪に隠れてさほど目立っていないが、確かに人間より耳が長く、先が少し尖っていた。

			　そうか、彼女は妖精であるエルフなのか。

			　しかも、ハイとつくからには、エルフの上位種なのだろう。

			「はい、妖精たちの貴族と言われるハイエルフなのです。レミリアはその中でも、ハイエルフたちの女王の血を引いてもいる貴種中の貴種。加えてこの美しさですから、大金貨５００枚も、むしろお安い方でございます」

			「へ、へぇ」

			「それにココだけの話ですが……」

			　ラドンが、耳元に口を寄せて囁(ささや)いてきた。

			「レミリアは、精霊の力を借りる精霊術の使い手です。正魔教団が異端と認定してからこの大陸でも使い手が激減している、あの精霊術です。もちろん、逃げ出さないように、今はその力を特殊な魔道具で封じておりますが……（ボソボソ）」

			「精霊術の使い手……」

			「アッシュ様、お声が大きい」

			　ラドンが唇の前に人差し指を立て、シーと注意してきた。

			「…………」

			「この大陸、特にこの国では、精霊術の使い手であることが正魔教団の狂信的魔導司祭に知られれば、非常にマズイですからね。どうか、今の話は内密に。下手をすれば、結論が先にある異端審問にかけられ、拷(ごう)問(もん)のうえ、火あぶりにされかねませんので」

			「…………（ゴクリ）」

			　自分自身にとっても、衝撃的な話を聞いてしまった。

			　俺が住んでいる田舎町ラーンだけでなく、この国全体で精霊は忌み嫌われている気はしていたが、まさかそこまでとは……。

			　禁(きん)忌(き)とされる精霊術を街中で使えば、国外追放や禁(きん)錮(こ)刑(けい)にされたり、下手すれば処刑もありえるとは両親から聞いていた。でも、精霊術を使えるというだけで、拷問のうえに火あぶりの目にあう可能性があるとは。

			　真正魔術以外を認めない排(はい)他(た)的な原理主義者で構成された正魔教団。なかには狂信的な者もいるという噂だ。その教団の力が日々増していて、その権力はすでに諸国の王家すら上回っているらしいことは知っていた。

			　この国どころか、この大陸において、最も信者の多い宗教でもある正魔教に逆らう気はしない。

			　精霊術を使えることは、絶対に周囲に隠し通さないといけないな。

			「とにかく、精霊術の使えるレミリアは、何かとお役に立ちますよ（ボソボソ）」

			「でも、精霊術は使うとマズイんだろ？（ボソっ）」

			　ラドンにならって、小声で囁(ささや)く。

			「この城(じよう)塞(さい)都市カレのような都の街中で、おおっぴらに精霊術を使わせるのは確かに止めた方がいいでしょう。どこに正魔教団の狂信的魔導司祭や信者がいるかしれませんし。しかし、隠れてコッソリと使用させる分には問題ありません。要は、見つからなければいいわけでして（ボソボソ）」

			「なるほど、ね（ボソっ）」

			　精霊術も使えると聞き、美しきハイエルフの女奴(ど)隷(れい)レミリアに、より一層、興味を持った。

			　やはり欲しい。

			「でも、今すぐには買えないな」

			「今すぐには……ですか？」

			　独り言のように呟(つぶや)いた言葉を、耳ざとく拾うラドン。

			「１か月、いや10日あれば、大金貨５００枚を用意できるかもしれない」

			　大草原にいるユニコーンを狩りまくれば、可能性はある。

			「おお、それは素晴らしい！　では、こうしましょう、アッシュ様！」

			　パンっと両の掌(てのひら)を叩いたラドンが言う。

			「10日の間、レミリアは仮契約済みとさせていただきます。その間、他のお客様にはお売りしませんので、10日以内に代金をお持ちください」

			「それでいいのか？」

			「はい、もちろんです。ただ、手付として１割の大金貨50枚を先にお支払いいただきますが」

			「しっかりしてるなぁ」

			　手付金の支払いによる仮契約自体は、この世界でもよくある話だ。

			　そして、大金貨50枚なら払える。

			　レミリアがどうしても欲しくなっていた俺は、手付を払っても良いと判断した。

			「契約違反は、手付金の倍返し――いや３倍返しならいい」

			「……アッシュ様こそ、ご年齢にはそぐわないほど、しっかりなさっておられる」

			「おべっかはいいよ。で、３倍返しということでいいのか」

			「はい、手付契約書にも、その旨、特約事項に入れさせていただきます」

			　仮契約を違反し、売り主が商品を他の客に売れば、手付の倍返しが地球では一般的だった。

			　この世界でも多分そうだろうと思い、それを３倍に増やして提示したがうまくいった。

			　これでよほどのことがない限り、金にがめつそうな奴(ど)隷(れい)商人は、レミリアを他の客に売ることはないだろう。

			　少なくとも、10日の間は。

			　両親が放任気味とはいえ、俺は貴族として最低限の教育を受けているので字の読み書きができる。

			　契約書をしっかり読んだ後、サインした。

			　手付の大金貨50枚を受け取ったラドンはホクホク顔だ。さっきよりもさらに態度がへりくだっている。

			「レミリアとは別に、今すぐ購入できる奴隷が欲しい。できれば大金貨１枚以下で」

			「大金貨１枚となりますと、売れ残って処分寸前の奴隷となりますが……」

			「それで構わない。見せてくれないか」

			「分かりました。では、地下の倉庫にご案内します」

			　処分や地下倉庫という言葉に不穏なものを感じつつ、案内に従って地下に向かう。

			　薄暗い地下倉庫は、吐き気がするような臭気に満ちていた。

			　何日、何十日と身体を洗っていないであろう奴(ど)隷(れい)たちの体臭だ。

			　排(はい)泄(せつ)物(ぶつ)を檻(おり)の中で垂れ流しにさせているようなので、その臭いも混じっていた。

			「ここの奴隷たちは、売れ残りや、もともと正魔教団の魔導的学術研究における人体実験用に、二束三文で卸(おろ)すために一時保管している者たちです」

			　平然とそう言ってのけるラドンの説明を聞いていると、あまりに劣悪な環境に置かれている奴隷たちへの同情が湧いてきた。

			　人間嫌いの俺ですら、正視に耐えない状態だったからだ。

			　死んだ魚のような感情ない目と表情。ロクに食事が与えられていないのか、浮き上がったアバラ。女奴隷でも髪はボサボサで爪はボロボロ。着ている服もボロ雑巾と大差なかった。

			　さっきまで見てきた奴隷たちと比べて、あまりにも扱いが違いすぎる。

			「人体実験……この奴隷たちは、具体的にどんな目に合うんだ？」

			　聞いても詮(せん)なきことだと思いつつも、尋ねてしまった。

			「新しい魔術を発見するため、攻撃魔術や呪系の魔術を毎日掛けられたり、新しい秘薬の効果を知るための検体にされたりなど様々です。まぁ、半年も持たないでしょうな。楽に死ねたらよほどの幸運でしょう。大抵は苦しみ抜いてやっと死ねますから」

			「……非人道的すぎないか」

			「魔術の発展と人類の幸福のためです」

			「しかし」

			「そもそも――コイツらは、しょせん屑(くず)奴(ど)隷(れい)ですから」

			　なんの感(かん)慨(がい)もなく言い切るラドン。

			　俺はこの時初めて、この奴隷商会オーナーに恐怖と嫌悪感を抱いた。

			「正魔教団の人体実験用にすらなりそうにない屑の中の屑は、魔物商人に引き下げて処分しますけどね。どんな屑奴隷でも、肉食系の魔物の餌ぐらいにはなりますし」

			　気分が悪くなってきた。

			「あ、人間の奴隷は、さすがにそういった処分はしませんよ。妖精も。肉にするのは、もっぱら獣人奴隷ですから」

			「もういい。それ以上聞きたくない…………獣人奴隷は、この中のどれだ」

			　狭い檻(おり)の中に大量に詰められている奴隷たちを見ながら尋ねた。

			　この世界において獣人とは、動物のような耳や尻尾(しつぽ)が生えているだけで、外見はほぼ人間そっくりな種族らしい。もっとも、人間や妖精より低い扱いを受けるのが一般的なようだ。

			　人権の大きく制限される奴隷で、しかも獣人ならば、それこそ酷い扱いを受けるのだろう。

			「先週、ほとんどの獣人は処分しましたので…………ああ、アンジェラは残っていますね。あの隅で座り込んでいる獣人です」

			　ラドンは、１人の少女を指さした。

			　三角座りでしゃがみ込んでいるその少女は、確かに犬のような耳と尻尾(しつぽ)があった。

			　ここにいる他の奴(ど)隷(れい)同様、死んだ魚と大差ない目だった。

			　顔の左半分が長い黒髪に隠れて見えない。

			　アンジェラをよく見ようと檻(おり)に近づいて、あることに気付いた。

			　少女の顔の右半分は非常に整っていた。

			　劣悪な環境で薄汚れていても、なお、美しかった。

			　だが、左半分は酷く顔が崩れていた。

			　髪で隠しきれないほどに。

			　醜(みにく)く崩れたうえ、いくつも瘤(こぶ)のようなものが顔にできていた。

			「アンジェラは、ある獣人族で指導者的立場にあった族長の娘だったんですがねぇ」

			　ラドンが説明を続ける。

			「その部族を攻め滅ぼした我が王国から払い下げられたのですが、あいにく病気持ちでして」

			「病気？」

			「あ、いえ、他人に感染するタイプではありませんがね。それなら即処分しますから」

			「…………」

			「最初は目立たなかった顔の崩れや瘤も、日に日に酷くなっておりまして。病気で体力もないから正魔教団の人体実験用にも使えません。来週には肉にする予定です」

			「…………」

			「もっとも、肉にしたコイツを食べた魔物が異変を起こす恐れもありますから迷っています。いっそ、刻んで下水に流すべきかもしれません。屑(くず)肉にもならんとは、まさに屑以下ですな」

			「病気なら治療してやれないのか？」

			「ご冗談を。簡易な治療薬で治るなら別ですけどね。コイツの病気は、ユニコーンの角でもないと完治できないほどの重病なんです」

			「ユニコーンの角なら治せるのか？」

			「それはまぁ。しかし、国の政策で禁制となってからドンドン値が上がり、今では闇(やみ)市でしか購入できなくなって、１本で大金貨50枚前後なんですよ。そんな貴重かつ高価なユニコーンの角なのに、リスクを冒してまで手に入れてコレに使うなんて真似、とてもできません。こっちも商売ですから。そんな大赤字になる真似を――」

			「いくらだ」

			「え？」

			「この子の値段」

			「…………こんな病気持ちで顔の崩れた屑奴(ど)隷(れい)を買っていただけるので？」

			　俺は黙って頷いた。

			　値段は、絶対服従の魔術がかかった魔道具込みで大金貨１枚だった。

			　といっても、金額のほとんどは魔道具の値段であり、奴(ど)隷(れい)本人の価値はほぼないに等しかった。

			「アンジェラっ！」

			　ラドンの声に、ビクっと身体を震わす獣人少女。

			　名前を呼んだだけでこの反応だ。今までどんな扱いを受けてきたか、それだけで想像できた。

			「お前の新しいご主人様であるアッシュ様だ。挨(あい)拶(さつ)をしろ！」

			　獣人少女アンジェラは、何を言われたのか理解できないといったふうに呆然としていた。

			　もはや人生を、いや生きることすら諦めていたように思える奴隷少女。彼女は、自分に買い手がついたことが、信じられなかったのかもしれない。

			「グズグズするな。サッサと立てっ！」

			　手に持っていた鞭(むち)を、ピシリと床に叩きつけるラドン。

			　少女の震えは、さっきよりも酷くなった。

			「おい」

			「あ、はい。なんでしょうか、アッシュ様」

			　揉み手をしながら振り向くラドン。

			「この子……アンジェラだっけ？　もう俺が買った奴(ど)隷(れい)なんだろ」

			「はい、さようでございますとも」

			「だったら、そんなふうに脅(おど)すな。俺は、自分のモノが他人に乱暴に扱われるのは気に食わない」

			「こ、これは申し訳ありませんでした！　アッシュ様」

			　怒りが伝わったのか、ラドンは慌てて深く頭を下げてきた。

			　その様子を不思議そうに見つつ、獣人少女アンジェラがよろめきながら立ち上がる。

			　だが、すぐにへたりこんでしまった。

			　病気、あるいは栄養不足で体力がないのだろう。

			　足腰も相当弱っている。　

			　狭くて劣悪な環境の檻(おり)の中では、ろくな運動もできそうにないしな。

			「あ、あの、サービスで杖(つえ)をお付けしますのでっ！」

			　立ち上がることすら満足にできない奴隷。その様子を見た俺が心変わりして、購入を取りやめることを恐れたのだろう。ラドンが慌てて言った。
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			６　アンジェラ

			　

			「ご、ご主人様、わ、私なんかのご購入、あ、ありがとうございます。とっても……う、嬉しいです……」

			　檻(おり)から出された獣人の少女が懸命に礼を言ってきた。

			　ラドンが支給した杖(つえ)にもたれながら、なんとか立っている状態だ。その様子を見る限り、杖があっても満足に歩けなさそうだ。

			　食事を与えて体力が回復すれば、杖なしでも歩けるぐらいにはなると期待したいが。

			　…………。

			　ユニコーンの角には、体力回復の効果もあったかな？

			　とりあえず――

			　俺は自分の奴(ど)隷(れい)になった少女に近づく。

			「……あ……あの……」

			　別に悪意など俺にはないのだが、アンジェラは酷く怯(おび)えた。

			　小柄なアンジェラの身体は酷く痩(や)せこけ、体重も軽そうだ。

			　転生した俺はまだ10歳の肉体であり、さほど力はない。しかし10歳の身体でも、この体重の軽そうな少女をおんぶぐらいできるだろう。

			　少女に背中を向けてしゃがんだ。

			「乗れ」

			　と、命令する。

			「え……あの……え？」

			「乗れ」

			　再度命じたが、アンジェラは震えたまま困惑していた。

			　オカシイな？

			　アンジェラは、絶対服従の魔術が込められた首輪タイプの魔道具を身につけているのに。

			　主人の命令には絶対的な服従を強制され、また、反抗を許さない魔道具。

			　服従を拒んだり反抗すれば、自動的に首輪が喉を締め付けると、ラドンが説明していた。

			　俺は話が違うと思い、半眼でラドンを睨(にら)む。

			「あ、アッシュ様。『服従の首輪』はおおよその命令に対応しております。ですが、奴(ど)隷(れい)に対して、主人が己の背に乗れなどと命ずることは想定外でして。つ、つまり、その命令は非対応なので……」

			　ラドンがハンカチで顔の汗を拭きながら、しどろもどろに答えた。

			　なんだ、どんな命令でも服従させられるわけではないのか。

			　アンジェラに付けたのは、『服従の首輪』のなかでも廉(れん)価(か)版(ばん)らしいので仕方ないかもしれないけど。

			「お前、まともに歩けないだろ。おぶってやるから、早く乗れ」

			　魔道具による強制ができなくても、言葉で命令はできる。

			　こいつは奴(ど)隷(れい)で、俺は主人だからな。

			「あ……わ、私、奴隷……です……それに、か、顔や体も半分以上、ひ、酷い状態で……」

			「関係ない。いいから、さっさと乗れ」

			「…………で……でも……」

			　オロオロした顔で、まだ迷っていやがる。

			「主人である俺に、いつまでしゃがんだままでいさせるつもりだ。早く乗れ」

			「あ…………し、失礼します……」

			　やっと、遠慮がちながら背に乗ってきた。

			　…………。

			　痩(や)せこけているくせに、胸は結構あるな。

			　俺はマトモに歩くこともままならないアンジェラをおぶったまま、奴隷商会を出た。

			　その足で路地裏の袋小路まで移動する。

			　家具などの購入は、次の機会にしよう。

			　まずはアンジェラを大草原にある俺の家まで運び、休ませることにする。

			　その間に、俺はユニコーンの群れを見つけ出し、少なくとも１匹は狩る気だ。どこまで回復するかは分からないが、ユニコーンの角を、この獣人奴(ど)隷(れい)に使ってやる気になっていた。

			　別に、同情からじゃない。

			　奴隷のこいつはもう、購入した俺のモノだからな。

			　俺は自分のモノは大切にする方なのだ。

			　しかし、おんぶしたままでは、風精霊(シルフ)の力を借りて空を飛ぶのは止めた方がよさそうだ。アンジェラは腕の力も弱まっているようだし、途中で俺の背中から落ちかねない。

			　一度、アンジェラを背から下ろし、今度は正面から抱きかかえた。やはりアンジェラは軽いので、楽に抱きかかえられた。

			　アンジェラの年齢は12歳らしい。

			　だが、栄養不足のためか、10歳の俺とほとんど背が変わらず、何より痩(や)せすぎだった。

			「あ、あう……ご、ご主人様ぁ……」

			　熱に浮かされたような顔で、俺にしがみつく獣人少女。

			　顔も赤いし、本当に熱でもあるのか？

			「わ、私……初めてです……お姫様だっこ……なんて、されたの」

			「…………そうか」

			　そういえば、俺も女性をお姫様だっこなどしたことは、前世も含めてこれが初めてだと気付いたが、そっけなく答えておいた。

			　アンジェラをだっこして空に飛ぼうとしたところで、突然現れたガラの悪い３人組の男に話しかけられた。

			「へへへ、おいそこの、坊主」

			「見たぜ見たぜ～。お前、奴(ど)隷(れい)商会から奴隷を買って出てきただろ」

			「金と……それからその奴隷女をよこしな。死にたくなかったらよぉ」

			　３人組はそんなことを言いながら、俺たちの方へ歩いてくる。

			　３人とも、10代後半～20代くらいで人相が悪い。強盗か？

			　城(じよう)塞(さい)都市カレには治安の悪い地区もあるらしいが、この辺がそうだったのかもな。

			　といっても、さほど動じていなかった。俺には、精霊の力があるのだ。

			　なんとかなる――だろう。

			「あん？　よく見たらその奴隷女……うっわぁヒッデぇツラ」

			「顔の半分はマシだけど、もう半分は潰れていやがるぜ。ちっ、病気持ちかよ」

			「だぁめだ。こんな女じゃ、抱く気になれねーや」

			　ヒャヒャヒャと、耳障りな笑い声をあげる３人組。

			　アンジェラが俯(うつむ)き、震えた。頬(ほお)から、涙が流れ落ちていた。

			　……コイツラは、俺のモノを馬鹿にした。

			　俺は、自分のモノを馬鹿にされるのは我慢できない。

			「その奴(ど)隷(れい)女はいらねぇから、金だけよこせやガキ……叫んだら、殺すぜ」

			　リーダー格らしい背の高い男が、懐からナイフを出して脅(おど)してきた。

			　刃物を向けられたのは初めてだったので、さすがに一瞬だけひるむ。

			　声が裏返らないように注意しながら、ゆっくり告げた。

			「お前らに払う金はない――と言ったら？」

			「あ？　ガキィ、てめぇホントにぶっ殺すぞ」

			「やってみろ」

			「…………」

			　３人組の目に殺気のようなものが宿った。

			「マーシュ、本当に殺しちまおうぜ」

			「殺しても前みたいに埋めちまえば、バレやしねぇよ」

			「そうだな。俺も、この糞(くそ)生意気なガキはブッコロしたいと思ったところだ」

			　ナイフを手にドンドン近づいてくる３人組。

			　本気で刺し殺すつもりだ。

			　もっとも、その凶刃が俺の身体に届くことはなかった。

			　数メートルの位置まで近づいてきたところで、男たちの足元を指さして叫んだ。

			「《大地の大穴(トンネル)》っ！」

			「「「っ!?　う、うわぁぁぁぁっーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーゲフッ！！！！」」」

			　大地の精霊(ノーム)たち。その力を借りて瞬時に作った大穴に３人組が落ちていった。

			「穴の中で反省しろ、馬鹿どもが」

			　腕や足の骨ぐらいが折れているかもしれない。それぐらい自業自得だし、同情する気にはなれないが。

			　いったんアンジェラを降ろした後、直径３メートルを超える大穴を覗きこむ。

			　様子を窺(うかが)ってみると――。

			　なんか、ピクリともしてないな。

			　すぐに上がってこられても面倒なので、落下の衝撃で手足が折れるぐらいの深さとして感覚的に十数メートルの深さにしたのだが……。

			　落とし穴にしては、10メートル以上はちょっと深すぎたか？

			　…………………………。

			　………………手足だけでなく…………首の骨も折れているような…………。

			「シィル、ちょっと様子を見てきてくれ」

			「了解なのっ」

			　風精霊(シルフ)たちの中でも、一番俺に懐いているシィル。そのシィルに頼み、男たちの生死を確認してもらうことにした。

			　シィルが、穴に落ちてピクリともしない男たちの傍まで飛んで行く。

			　そして、男たちの眼球を覗きこみ、

			「死亡確認！！！　なのっ☆」

			　と、元気いっぱいに報告してくれた。

			　…………マ……マジかよ…………。

			　殺す気はなかったが、三人とも即死したようだ。

			　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

			　…………………………多少は良心が痛まないでもない。

			　しかし、コイツラの会話から、この男たちはすでに人殺しをしていて、俺のことも殺そうとしていた極悪人であることは間違いないのだ。正当防衛とも言える。だから、殺してしまったことは、そんなに気にしないようにしよう。

			　さて、後始末だが。

			　…………………………埋めるか。

			　大地の精霊(ノーム)たちに協力してもらい、土で穴を埋め、元通りにした。彼らの死体が見つかるのは未来永劫ないだろう。

			　問題は、アンジェラの反応だな。

			「ご……ご主人様は、ま、魔法使い……なのですか？」

			　アンジェラが畏(い)敬(けい)の目で俺を見ながら、恐る恐るそう尋ねた。

			「まぁ、一応」

			　この国でいう魔法使いとは、魔導文字である真語(ルーン)による呪文詠(えい)唱(しよう)を基本とする真正魔術の使い手だ。

			　アンジェラも、そのつもりで聞いてきたのだろう。

			　俺が発動させたのは、真正魔術ではなく精霊の力を借りる精霊術だけどな。面倒事は避けたいので、そのことを街中で説明するのは止めておいた。

			「うわぁ……凄い……です」

			　キラキラした目で俺を見つめる奴(ど)隷(れい)少女。

			　そんな目で見られると、妙に照れくさいぞ。

			「それよりお前、意外と肝が据わっているな」

			「え？　え？」

			「目の前で人間３人が落下死して、そのうえ埋められたのに、さほど狼狽(うろた)えていない」

			　そう指摘すると、アンジェラは昏(くら)い顔でぼそぼそつぶやいた。

			「……人間の軍隊が獣人狩りで村を、お、襲ってきたとき……もっと悲惨な光景……いっぱい……見ました……から……」

			「…………そうか」

			「……そ、それに、今の人たち、とても嫌な臭い、しました。何人も、人を殺してきた、嫌な死の臭い……だ、だから、し、死んでも仕方ない……です……」

			　死の匂い？

			　獣人だけに鼻が良くて、そんな匂いまで嗅(か)げるのか？

			　たんなる比(ひ)喩(ゆ)かもしれんが。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「オイ、しっかり抱き着いていろ。落ちないように」

			「……は、はい。で、でも、私みたいな醜(みにく)い奴(ど)隷(れい)が――」

			「いいから。落ちたら拾うのが面倒なんだ」

			「……あ……あぅ……し、失礼しま……す……」

			　アンジェラを抱きかかえたまま、《風の翼(シルフウイング)》で空を飛び、大草原を目指した。

			「お空を……飛んでる……男性にお姫様だっこされて……夢みたい……」

			　アンジェラが何か呟(つぶや)いていたが、気にしないことにする。

			　間もなく、夕暮れになるところだ。やっとのことで、大草原にある俺の家に着いた。

			「ここが俺の家だ」

			　土を固めて作った家の中に、アンジェラを抱きかかえたまま入る。

			　質素だが、広さだけはある家だ。坪数で言うと１００坪は超える。

			　そのうち建て替えるつもりだけどな。

			　近々、煉(レン)瓦(ガ)造りの館を大草原に建てるつもりだ。

			　大地の精霊(ノーム)と火の精霊(サラマンダー)、それに風精霊(シルフ)の力を借りれば、煉瓦を生成できるし。

			　材料となる粘土や頁(けつ)岩(がん)、泥は大地からいくらでも取れる。

			　焼き固めるための窯(かま)は、別にいらない。ノーム、サラマンダーとシルフの協力により、疑似的な窯を作れるので。

			　実際、現在の家の傍には、既に作った煉瓦が山と積まれている。

			　そのうち、組んで小型の館を作る予定だ。

			　それはともかく――俺はアンジェラをベッド代わりにしている藁(わら)の上に降ろした。

			「ちょっと、出かけてくる。お前は大人しくここで待っていろ」

			　そう命じて、外に出た。

			　家の周りには、猛獣避けに３メートル以上の高さで土壁が築かれている。

			　大地の精霊(ノーム)に協力してもらい、家を中心に半径50メートルほどの円周で土壁を作ってあるのだ。

			　猛獣やモンスターが家に入ってくることもまずない。アンジェラ１人で留守番させても、問題ないはずだ。

			　俺は空を飛び、ユニコーンの群れを探すことにした。

			　幸運だった。

			　１時間もしないうちに、群れを見つけ出せた。

			　しかも、２００頭以上はいそうなユニコーンの大群だ。群れから１００メートル以上離れた位置に降りる。《姿隠しの衣》の魔法も解いた。

			　これから、かなり強力な精霊術を使うので、他の術は解いておかないといけないのだ。

			　ユニコーンたちは、人間である俺を警戒しているようだ。だが、距離があるので、逃げ出そうとまではしていない。

			　精神を極限まで集中させた。

			　そして――

			「我が声に応じろ、大地の精霊王(ベヒーモス)」

			　大地が割れた。

			　岩で覆われた巨大な獣が姿を現す。

			　大地の精霊王ことベヒーモスだ。全長50メートル越えだけに、相変わらず迫力が凄い。

			「あのユニコーンたちを囲んでくれっ《大地の城壁》っ！！！」

			「良かろう。力ある幼き精霊使いよ」

			　俺の願いを聞き届けてくれた大地の精霊王(ベヒーモス)により、ユニコーンの群れを中心に、半径１００メートルほどの円周の巨大な城壁が生み出される。

			　大地から、土を固めた分厚い城壁が生み出されたのだ。

			　土とはいえ、厚さ１メートルを超えているので、非常に強固だ。高さも10メートルほどあり、野生動物でも飛び越えるのは、まず不可能。

			　願いを聞き入れてくれたベヒーモスは、大地に帰っていった。

			　疲(ひ)労(ろう)困(こん)憊(ぱい)の俺は、草むらに仰向けで倒れる。

			　上位精霊の中でも王と呼ばれる存在の力を借りる大精霊術は、今の俺には負担が大きい。たった１回の術でも、体力・精神力を使い果たして非常に疲れるのだ。

			　数分間、横たわったまま身体と精神を休めた。

			　ようやく息が整ったところで、空を飛び、城壁の上に立つ。

			　中には、怯(おび)えた様子のユニコーンたち２００頭余りがいた。

			　面積にして約３万平方メートル、坪数にして１万坪の〝ユニコーン牧場〟が完成していた。

			　さて――狩りの時間だ。

			　逃げ場のないユニコーンたちに、《風精霊の矢(シルフアロー)》を打ち込む。

			　角を折ればどうせ死ぬので、先に息の根を止めることにした。

			　全滅させてもよかったが、まずは１割にあたる20頭のみ、仕留めることにした。

			　せっかく、柵（城壁）で囲んでユニコーン牧場を作ったのだ。長期的に考え、全滅させるより必要な分だけ狩る方が賢い。

			　捕食者である肉食獣がいない柵の中。そこで飼育して仔馬を産ませれば、ユニコーンの数もドンドン増えていくだろう。

			　そもそも、あのハイエルフ奴(ど)隷(れい)の購入を考えても、今のところ角が20本もあれば十分だろうしな。

			　狩った20頭は、すべて大人のユニコーンだ。仔馬は殺さないようにした。

			　さて、角を回収しよう。

			　俺が近づくと、生き残っているユニコーンたちが壁の端まで逃げて行った。

			　死体――というか死体に生えている角が目的なので、別に構わない。

			「《風精霊の刃(シルフブレード)》」

			　風精霊(シルフ)を数体合体させ、１本の剣にする。

			　その剣の柄に当たる部分を握り、根元から角を切り落としていった。

			《風精霊の刃(シルフブレード)》は接近戦用だが、切れ味は凄い。硬いユニコーンの角もスパッと切り落とせた。

			　角を切り落としていると、１頭の老いたユニコーンが恐る恐る近づいてきた。

			「幼き人の子よ」

			　うぉ！　ビックリした。

			　ユニコーンは人間の言葉を喋(しやべ)れるのか。

			　…………まぁ、喋れようが知能が人間並みにあろうが、馬は馬だ。

			　殺したことに対する罪悪感を抱きたくないので、俺はそう結論づけておく。

			「我らを狩りつくすつもりか」

			　老ユニコーンの問いに、正直に答えてやった。

			「そのつもりはない。もっとも、年に10頭前後は狩らせてもらうけど。角が欲しいからな」

			「そうか…………それならば、今後、生きている我らを殺すのは止めていただきたい。群れの中で寿命により自然死する仲間たちが１年にそれ以上の数いる。角が必要なら、死んだ仲間たちの死体から持っていけばいい」

			　……フム。

			　ユニコーン牧場の頭数を今後増やしていくのなら、死体からの角回収に絞った方が良いかもな。

			「いいだろう。これからはそうしてやる」

			「ありがたい…………それと、ココでは我らの群れが生きていくには狭すぎる。我らを喰う肉食の獣たちがいないのはありがたいのだが、いずれはココの草を食べつくしてしまう」

			「そのうち、城壁の範囲を広くしてやるよ」

			　再度、大地の精霊王(ベヒーモス)の力を借りた《大地の城壁》を発動させ、隣接させる形で城壁を作り、壁に穴を開けて通れるようにすれば、ユニコーン牧場はドンドン広げることができるだろう。

			《大地の城壁》は非常に疲れるけどな。

			　まぁ、そのうちやってやろう。

			　角を回収したあと、《大地の大穴(トンネル)》で、ユニコーンの死体を埋める。その後、20本の角を風精霊(シルフ)に協力してもらって家まで運んだ。

			　角は家の外にまとめて置いておく。

			　人類未踏の地であろう大草原なので、角を盗んでいく盗人もいないだろう。

			「戻ったぞ」

			　ユニコーンの角を１本抱えて、家に入った。

			　アンジェラが俺を出迎えようとして、よろめきながら歩いてきた。そして、転ぶ。

			「足腰が弱いんだから、無理するな」

			　起き上がろうとしているのを手で制して、彼女に近づいた。

			　さて、ユニコーンの角って、どういうふうに使えばいいんだ？

			　とりあえず、角をアンジェラに近づけてみる。

			　反応は、特にない。

			「アンジェラ。髪をかき分けてみろ」

			「え……で、でも……髪の下、凄く醜(みにく)い……です。ご、ご主人様の、き、気分が悪くな――」

			「いいから」

			　再度命じると、アンジェラは震える手で髪を掻き分けて顔の左半分を晒(さら)した。

			　確かに――きついビジュアルだった。

			　…………。

			　俺はアンジェラの左顔面に、指でそっと触れた。

			　ビクッと身体を強(こわ)張(ば)らせるアンジェラ。

			「む？　痛かったか？」

			「い、いえ！　痛みなんかありません！　で、でも、でも……」

			「〝でも〟なんだ？」

			「き、汚くて……醜い……私の顔なんかに、ふ、触れたら貴方(あなた)の手が、け、穢(けが)れます……」

			「…………」

			　俺は無言で、今度は指だけでなく、手のひら全体でアンジェラの顔に触れた。

			　両手で包み込むように。

			　病気で崩れた部分にも、掌(てのひら)は大きく触れていた。

			　そして、アンジェラの目を見つめながら諭(さと)すように言う。

			「お前は別に汚くも醜(みにく)くもない」

			「……え……」

			「だから、お前に触れても、俺が穢(けが)れなどしない」

			「……あ……あ……ぁ……」

			「そもそも、俺がお前に触れたかったから触れただけだ。だから――お、オイっ」

			　アンジェラは両目から涙を流していた。

			　変わり果ててしまったという顔面左側の目からも、涙が零れ落ちる。

			　…………。

			　さわりたいからさわった。

			　ふれたいからふれた。

			　それは間違いない。

			　ユニコーンの角で治(ち)癒(ゆ)する前の醜い姿でも、俺はこの獣人少女に触れられることを示したかったからだ。

			　別に、聖人君子でもなんでもない。

			　アンジェラの崩れた顔に触れたのは、自分の〝エゴ〟からだ。俺がアンジェラと同じような立場になったとしたら、誰かに触って欲しいからだ。触れて欲しいからだ。

			　もし将来、同じような病気になって治療もできず、俺の姿が醜(みにく)く崩れ落ちてしまっても…………それでも…………俺に触れてくれる存在(ヒト)が欲しかったから――――――にすぎない。

			　しばらく、アンジェラの顔に触れていたが、彼女が落ち着いたところで手を離す。今度は、ユニコーンの角を彼女の左顔面に触れさせてみた。

			　途端に、ユニコーンの角が眩く輝き始める。

			「あ……あああ……ぁああああぁあああああああああ」

			　アンジェラが驚きの声をあげた。

			　あれほど醜かった左顔面が、みるみる治っていった。

			　そして――痩(や)せこけてはいるものの、アンジェラは美しい少女になった。いや戻った。

			　顔だけでなく、左手や左足も治してやることにする。

			「……治療行為だ。服を脱げ」

			　恥ずかしそうに服を脱いだアンジェラの胴体や背中も角で治す。

			　ユニコーンの角により、アンジェラの肌は驚くほど綺麗になった。

			　病気も消え失せたお陰で、自分の足で歩けるようにもなった。

			　もっとも、角に体力を回復させる効果まではないようだ。だから、なんとか歩けるといった程度だが。

			　アンジェラの肌を治し、病気を治癒させたら、ユニコーンの角が砂になって崩れていった。

			　ユニコーンの角を１本潰してしまったが……まぁいい。

			　自分の身に起きたことが信じられない様子のアンジェラ。その獣人少女の手を引き、家の近くを流れる小川まで連れて行く。

			　川で綺麗になった自分の姿を見せてやるためだ。

			　ついでに水浴びもさせてやろうと思う。

			「……戻ってる……私……戻ってる」

			　澄んだ川の水面に映る自分の顔を見て、アンジェラはボタボタと涙を流し続けた。

			「嬉し……嬉しいよぉ…………うぅうう……うぁ……ううううううう」

			　

			　水浴びをさせ、身体の汚れを落としたアンジェラと共に家に戻ることにした。

			「ありがとうございます。ご主人様、本当にありがとうございます」

			　帰り道、何度も何度も頭を下げて礼を言ってくる獣人奴(ど)隷(れい)。

			「もういいって言っているだろ。しつこいぞ、お前」

			「で、でも…………わ、私、本当に…………ありがとうございますありがとうございますありがとうございます」

			　家に着くまで、アンジェラはずっと礼を言い続けた。

			「飯をとってくる。お前、獣肉は食べられるのか？　ウサギとか」

			　獣人なので、獣（動物）の肉は禁(きん)忌(き)なのかもしれないと思い、一応聞いてみる。

			「あ、は、はい。ウサギは大好物です…………奴(ど)隷(れい)になってから一度も口にしたことはありませんけど」

			「部屋で待っていろ」

			　アンジェラを家に残し、外に出た。

			　野ウサギや鹿は、この大草原にたくさんいる。

			　俺は、唯一使える真正魔術である火系真正魔術《発火》で、草原に生えている草に火をつけた。《発火》は真正魔術において初歩中の初歩だ。消費魔力が非常に少ないので、魔力量の少ない俺でも使える。ショボい火しかつけられないけど。

			《発火》により草が燃える。

			　ごく小さい炎だが、それで十分だった。炎の中にいる精霊――サラマンダーに用があるのだ。

			「《炎精霊の矢(フアイアボルト)》」

			　火の精霊(サラマンダー)の力を借りた炎の矢を、近くを通りかかった野(の)兎(うさぎ)に放つ。

			　一撃で仕留めた。

			　肉の焦げる良い匂いが鼻(び)腔(こう)をくすぐる。仕留めた後に焼く手間も省けて、一石二鳥である。

			　さらに３匹野兎を狩り、最後に鹿を１匹仕留めた。

			　かなり遠くには水牛なども棲(せい)息(そく)していたが――まぁ、それは今度でいいか。

			　

			「美味しい、美味しいですっ」

			　よほど腹が減っていたのか、アンジェラの食欲は凄かった。

			　その小さな身体によく入るものだと感心するぐらいだ。

			「俺は故郷の実家に帰る。お前はこの家で自由にすごしておけ」

			　そういって家を出た。

			　もうすっかり日が暮れているので、田舎町ラーンの実家に戻らないと。

			　いくら放任気味とはいえ、10歳の子供である俺が真夜中に帰ったら、さすがに両親に叱られる。

			　アンジェラは心細そうにしていたが、仕方がない。

			　まるで、捨てられることを心配している飼い犬みたいな目をした獣人の少女。そんな彼女を一人っきりの家に置いておくのは――やはり、後ろめたかったけど。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　姿隠しをしたまま空を飛び、田舎町ラーン近くの森まで移動した。

			　姿隠しを解いた後、そこから歩いて実家に向かう。

			「アッシュ。夕食抜きのうえ、蔵でひと晩過ごして反省しなさい」

			　真夜中というほどではないが、結構遅い時間に帰ったせいで母親から罰を受けた。

			「こんな夜遅くに帰ってきて…………あまり他の子に悪影響を与えるようなら、里子に出しますからね！」

			　俺への躾(しつけ)というより、他の兄弟への影響を考えての見せしめ的な罰だろう。

			　大人しく罰を受けいれ、庭にある蔵に入った。

			　ただでさえ、実家ではいらない子扱いされているのだ。そんな俺が反抗的な態度をとったら、本当に里子（養子）に出されかねない。それも、真正魔術の才能がない俺は、きっと、さほど裕福でもない平民の家に送られてしまうだろう。

			　外から鍵を掛けられた蔵の中は、闇(やみ)に覆われていた。

			　もっとも、闇の精霊ダークスたちとも親しい俺は、闇に閉ざされた場所も怖くはない。

			　…………。

			　抜け出すか。

			　腹も減っているし、それに、大草原の家に残しているアンジェラが気がかりでもある。

			　土の精霊(ノーム)の協力により、蔵の地面に《大地の大穴(トンネル)》で穴を開ける。

			　地下に潜って《大地の大穴(トンネル)》で真横に穴を掘り続けた。かなり掘ったところで、地上に向け穴を開ける。

			　森に出た。

			　蔵から森まで脱出用の地下トンネルを開通させたのだ。

			　姿隠しをして地上の様子を伺い、誰も周りにいないことを確認して森の中に出た。そのまま、月明かりの下、夜空を飛んで大草原に向かう。

			　大草原についた後、今度は近くにある小川で魚を獲ることにした。

			　月明かりしかない夜。かなり視界は悪い。だが、水の精霊(ウンデイーネ)の協力により大量に魚が獲れた。

			「アッシュちゃん、はい、脂がのっていて美味しそうなお魚よ」

			「こっちの鮎(あゆ)の方が美味しいわよ、アッシュ君。はい、どうぞ」

			「私なんか３匹も獲ってきたわ。はい、アッシュに全部あげる！」

			　知己であるウンディーネたちが、競って魚を獲って来てくれるのだ。

			　気分的には鵜(う)飼(か)い漁法だった。

			　ノームとシルフの力を借りて行う石打漁法も豪快で好きだが、これはこれで楽しい。

			　水の精霊(ウンデイーネ)たちに礼を言った後、大量の魚をシルフたちと共に運んでアンジェラが待つ家に向かった。

			「帰ったぞ。今日はコッチに泊る」

			　俺が家に入った瞬間、アンジェラが走って迎えに来た。そして、転ぶ。

			　足をもつれさせ、床に顔を盛大に打っていた。

			　病気は治ったものの、まだ体力は戻っていないのに走ったりするからだ。

			「何やってんだ、お前」

			「す、すいません。走るのなんて、久しぶりだったから……え、えへへへ」

			　照れながら笑うアンジェラ。彼女は尻尾(しつぽ)をちぎれんばかりに振っていた。

			　その尻尾を見ながら、犬みたいな奴だと思った。

			　家のすぐ外に出て、刈り集めて小山にした草に《発火》で火をつけた。

			　串代わりに枝を刺した魚を、たき火で炙(あぶ)る。

			　しばらくすると、鮎(あゆ)が焼けてくるとともに旨そうな匂いがしてきた。

			　グギュルルルゥゥゥゥ。

			　アンジェラの腹が盛大に鳴った。

			　顔を赤らめ、恥ずかしそうに俯(うつむ)く獣人少女。

			　空腹なようだ。獣肉を何人分も食べてから、まだ２時間も経っていないのに。

			　一度にあまり食べさせても、身体に悪いかもしれない。この魚を食わせるのは、やめた方がいいかな。今までは食事の量も制限されて少なかったであろうから、徐々に胃を慣れさせた方が良い気がするし。

			　脂が十分にのった鮎は、実にうまかった。

			　ボタ……ボタ……ボタボタ……ボタボタボタボタボタボタボタボタボタ。

			　鮎(あゆ)を食べる俺の様子を横で見ているアンジェラが、凄い量の涎(よだれ)を垂らしている。

			　美少女といってもいいほど顔が整っているアンジェラ。その獣人少女の可(か)憐(れん)な口から、大量の涎が溢れ落ちていた。
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			「…………お前、魚も好きなのか？」

			「大好きですっ！」

			「そうか…………ほら」

			　１人ではとても食べきれないほどの量だったし、アンジェラにも分けてやることにした。

			　あまり食べさせすぎるのは、どうかとは思うが。しかし、ついつい甘やかしてしまった。

			　手渡した鮎を、とても幸せそうな顔で獣人少女が食べ始める。

			「残った魚、全部食べてもイイぞ」

			　そう言ってやると、アンジェラの顔がこれ以上ないほどに輝いた。

			「でも、お前大丈夫か？　あんまり食べすぎると腹を壊すぞ」

			「わ、私、村では無限の胃袋を持つ娘って言われてましたし、だ、大丈夫ですっ！」

			「……そ、そうか」

			　まぁ、本人がそう言うなら問題ないだろう。

			　しかし――今日は星が特に良く見えるな。そんなことを思いながら、少しの間、夜空に輝く星々を見ていた。

			　十数秒後、顔を下に向ける。

			　まだ５匹は残っていたはずの鮎(あゆ)が、すべてなくなっていた。アンジェラの胃の中に消えていた。

			　………………どれだけ早食いなんだ。

			　たき火の傍で俺は、横になった。

			　大草原に寝そべり、夜空を見上げて星々を眺めるのは、好きな行為だった。

			「アンジェラ、お前も横になって星を見てみろ」

			　そう命じると、アンジェラが遠慮がちに隣で寝そべった。

			「うわぁ………凄く綺麗……です…………」

			　ウットリした声を出し、アンジェラが呟(つぶや)いた。

			「宝石みたいなお星さまがいっぱい……こんなにたくさんキラキラ瞬(またた)いて…………うぅ」

			「おい、泣くほど感動しなくてもいいだろ」

			「だ、だって、だって、とっても、とっても綺麗で壮大だったから……す、すいません」

			「別に謝らなくていいけどな」

			　かくいう俺も、この大草原で初めて空を見あげた時は、感動のあまりうち震えてしまったが。

			「それに……わ、私、二度とお星さまなんて見れないと諦めていました。あの檻(おり)から一生出られないと……諦めていました。なのに……なのに……」

			「…………」

			「ご、ご主人様に、こんなに良くしてもらって…………お星さまもまた見ることができて……それもこ、こんなに綺麗なお星さまを……ご主人様みたいな素敵な男性と一緒に…………そ、そう思うと、私、私……し、幸せすぎて……う……うぁ……うぁぁああああああああぁ、うあぁあああああああぁあああああああああ」

			「うるさいから、泣くな」

			「ご、ごめんなさい。で、でも、し、自然と涙が……涙が止まらなくて……ご、ごめ、ごめんなさ……ぅう……」

			「……もういい、好きにしろ」　

			　かなりの時間、アンジェラは涙を流し続けていた。

			「ご……ご主人様、お、お願いがあるのですが」

			　まだ涙を浮かべながら、遠慮がちにアンジェラが言った。

			「なんだ」

			「う……腕枕……ご、ごめんなさい、な、なんでもないです」

			「…………ホラ」

			　俺は寝そべりながら右腕を横に伸ばしてやった。

			「私……幸せすぎて怖いです…………」

			　アンジェラは俺の腕を枕にして寝そべりながら、祈るように胸の前で両手を組んでいた。

			　そのまま、アンジェラと一緒に外で寝ることにした。

			　この大草原は気候が常に温暖で、夜でも寒くない。だから風邪をひいたりもしないだろう。

			　早朝。

			　俺より早く目を覚ましたアンジェラに起こしてもらった。

			　澄んだ小川で顔を洗い、口をゆすぐ。

			　その後、アンジェラを抱えて空を飛び、とても水が澄んでいる湖に向かった。

			「《巨岩落とし(ロツクストライク)》」

			　ノームとシルフの力を借り、大岩を空高く浮かせた後、湖に落とした。

			　衝撃で魚が気絶し、何匹も浮かび上がる。

			　ガチンコ漁法ともいわれている石打漁法だ。

			　ウンディーネたちに協力してもらう鵜(う)飼(か)い漁も良いが、豪快な石打漁も俺は好きなのだ。

			　目を丸くしているアンジェラに命じ、魚を集めさせる。彼女は泳ぎが得意らしいので、問題ないだろう。

			　その間、俺は空を飛ぶ雉(きじ)などを《風精霊の矢(シルフアロー)》で撃ち落としておいた。

			《発火》でたき火をつくり、獲った魚や雉を焼いて食べる。

			　さらに、近くの森の木に実っていた果物をデザート代わりに食べた。

			「あむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむあむ」

			　むしってきた果物を山のように積み、凄い速さで頬(ほお)張っていくアンジェラ。

			「……アンジェラ、お前は１人で森の果物を食いつくすつもりか」

			　底なしの食欲を持つ獣人奴(ど)隷(れい)に思わず呆れた。

			「す、すいませんご主人様。で、でも、この森の果物、とっても甘くておいしいから…………」

			　叱られたとでも思ったのか、アンジェラはシュンと気落ちした。主人に叱られた犬のように耳や尻尾(しつぽ)も垂れ下がる。

			「冗談だ。お前１人で、この広大な森にある果物が食べ切れるわけないだろ。好きなだけ食えばいいさ…………腹を壊さない程度にな」

			　アンジェラが目を輝かせて、再びもの凄い勢いで食事を再開した。

		

	
		
			７　実家にて

			　

			「じゃあ、俺はいったん実家に帰る」

			　そう告げると、アンジェラはとても寂しがっていた。

			　縋(すが)るような目で見つめてくる。

			「……昼には戻ってくるから」

			　だから、そう約束してやった。

			　まだ朝の早いうちに、田舎町ラーン近くの森まで飛んだ。

			　昨日掘ったままにしてあった地下トンネルを通り、蔵に戻る。蔵の穴は元に戻しておく。

			　しばらくして、蔵の戸が両親により外から開けられた。

			　

			　屋敷で朝食を食べた。

			　家族で食卓を囲んでの食事だ。

			　腹は減っていないのだが、怪しまれても困るので無理やり食べた。

			「昨日、《魔力の矢(エネルギーボルト)》を、３本も出せるようになりました！」

			　ホークウッド家長男で、俺の兄でもあるジュノーが得意気に父親へ報告した。

			　しばらく家を留守にしていた父親は、息子の成長ぶりに目を細めて嬉しそうにしている。

			「さすがジュノー兄さんだよ。僕やエリナもマリナも、まだ１本しか出せないのに」

			「ジュノー兄様なら、いずれは帝都の魔導大学に入学できるかもっ！」

			「さすが、お兄様っ！」

			　三男で俺の弟サーディと、長女で妹のエリナ、次女でやはり妹のマリナが、おべっかをつかうように長兄ジュノーを褒(ほ)めた。

			「お前たちだって、ボクほどではなくても真正魔術の才能はあるさ。落ちこぼれの誰かさんと違ってな！」

			　嫌味な性格の兄ジュノーが、暗に俺をけなしてくるが、気にはならない。

			　真正魔術の才能など、もはやどうでも良かった。

			　俺には精霊たちがいるし、精霊たちの力を借りて発動させる精霊術も使えるのだから。

			　魔力(マナ)による矢を放つ真正魔術《魔力の矢(エネルギーボルト)》。その《魔力の矢(エネルギーボルト)》よりも距離、威力ともにある精霊術《風精霊の矢(シルフアロー)》を、今の俺は10本近く一気に放つこともできる。

			　攻撃系の魔法だけではない。

			　兄ジュノーどころか両親も使えない真正魔術《飛行(フライト)》の代わりに、風精霊(シルフ)たちの力を借りて空を飛ぶことだってできるのだ。

			　今の俺は、心に余裕ができていた。兄ジュノーの嫌味も弟や妹たちの侮(ぶ)蔑(べつ)の目も、両親の諦め交じりの溜息も、まったく気にはならない。

			「ホント、誰かさんはいつになったら《魔力の矢(エネルギーボルト)》が放てるようになるんだろうね。あ、一生無理か」

			　兄ジュノーの嫌味が、今日は特にしつこいな。

			　まぁ、コイツに何を言われても、今の俺は軽く聞き流せるけど。

			　食べ終わったジュノーが席を立ち、自室に戻ろうとした時――盛大に転んだ。靴ひもがほどけていて踏んでしまい、転んだようだ。

			　床に鼻を強打し、涙目になっている。

			　ジュノーの足元を見ると、小人のような精霊ブラウニーが親指を立てていた。

			　家に住みつく精霊ブラウニーは、悪戯(いたずら)好きでもあった。

			　何も命じていなかったが、仕返しとばかりにジュノーに悪戯したのだ。　

			　俺は誰にも見られないようにテーブルの下で、こっそり親指を立てた。

			　――ブラウニー、グッジョブっ！！！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　午前中、母親が教師となり歴史や語学を習った。

			　午後からは、魔術の勉強だ。

			　いつものように、俺だけは課題だけ与えられて自習だった。兄弟より遥かに上達の遅い俺が混じると、授業の進行速度が著(いちじる)しく遅くなるからな。

			　森で魔術の練習をしてくると言い残し、屋敷を後にする。

			　もっとも、どうせ才能のない真正魔術の練習などをする気はない。

			　姿隠しを掛けて空を飛び、大草原に向かった。

			　今日はユニコーンの角を大量に売りさばいて、あの美しいハイエルフ奴(ど)隷(れい)を買おう。

		

	
		
			８　大草原の家

			　

			「ご主人様、お帰りなさいですっ！！！！」

			　大草原の家に入ったら、アンジェラが走って迎えに来た。

			　俺が帰ってきた気配を感じて、ダッシュしたのだろう。

			　帰ってきた主人に対して、尻尾(しつぽ)を振りながら全速力で迎えに来るなど、本当に犬みたいな奴だ。

			「きゃっ!?」

			　勢いがつきすぎて止まりきれず、前のめりに転げかけた。

			　とっさにアンジェラを抱きとめる。アンジェラの体重は軽いので楽に受け止められた。

			　それにしても元気になってきたのはいいが、危なっかしい奴だ。

			「あ、あああ、ありがとうございます、ご主人さま。あ、あうあう」

			　俺に抱きとめられた状態で、恥ずかしがるアンジェラ。

			　尻尾がこれ以上ないほど、左右に揺れていた。

			　部屋の隅には、アンジェラの食料用に果物が山のように積んである。

			　大草原の南にある森に実っていた梨や桃、葡(ぶ)萄(どう)などだ。少なくとも10日分以上の量が……あったはずだ。

			　それが、半分ほどになっていた。

			　アンジェラが昼食に、数日分の量を食べたのだろう。

			「お前の胃袋はどうなっているんだ」

			「え、エヘヘヘ」

			　アンジェラが誤(ご)魔(ま)化(か)すように笑いながら、左右の指をツンツンさせた。

			「食料はいくらでもあるし、食うのは別に構わないが……お前って大飯ぐらいの腹ペコ娘系なんだな」

			「は、腹ペコ娘……」

			　カァァぁと顔を赤くしたアンジェラが恥ずかしそうに俯(うつむ)いた。

			　一応、大食いを恥ずかしいとは思っているようだ。

			「ひゃっ!?」

			　俺が興味本位でアンジェラの腹をさすると、変な悲鳴をあげた。

			　う～む、この中にあれだけの量の食物が入るとは思えないが。質量の法則を無視しているとしか思えん。こいつの胃袋は四次元にでもなっているのか？

			「ご、ご主人様ぁ……あ……」

			　……アンジェラの声が妙に艶(つや)っぽくなってきたので、腹をさするのをやめた。

			　ペットの犬や猫の腹をさする感覚で触っていただけなのに、俺まで変な気分になってきそうだったので。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あのぉ、ご主人様……この角ってなんなのですか？」

			　家の外に無造作に詰んであるユニコーンの角を、アンジェラが指さした。

			「ユニコーンの角だ」

			「ユニ……ひぇぇぇっ！！？？」

			　飛び上がって驚くアンジェラ。

			　リアクションの大きい奴だ。

			　見ていて面白いが。

			「ゆ、ゆにこ、ユニコーンの角がこんなにたくさん…………あ、あの、じゃあ私を治してくれた時も――」

			「ああ、ユニコーンの角を１本潰した」

			「っ!!　ご、ご、ゴメンなさい！！！！」

			　アンジェラがいきなり平伏した。

			　ガタガタ震えながら額を地面に擦り付けている。

			「何やってんだ、お前」

			「だ、だだだだって！　私なんかのために、貴重なユニコーンの角を使ってもらえていたなんて……わ、私、私……」

			「……気にするな」

			「で、で、でもでも！　い、１本で大きな家が買えるぐらいです！　私なんかよりもっと価値のある奴(ど)隷(れい)を何人も、いえ何十人も買えるぐらいです！　そ、そんな貴重なユニコーンの角を……私、私、このご恩にどうやって報いればいいか……」

			「まぁ、今後、精一杯俺に奉仕してくれればいい」

			「は、ははは、はいっ！　私、この命をご主人様に捧(ささ)げる覚悟で、滅(めつ)私(し)奉(ぼう)公(こう)させていただきます！　一生、奴隷としてご主人様にお仕えします！」

			　大(おお)袈(げ)裟(さ)なことを言う。

			　しかし、犬は恩を忘れないともいうからな。犬っぽい獣人であるコイツの忠誠心は、本物だと思ってもいい――のか？

			　…………人間は信用できん。

			　だが、コイツは獣人だ。大部分は人間だが、獣の部分もある。獣の部分に関して、信用しても――いいかもな。

			　俺はアンジェラを抱きかかえると、城(じよう)塞(さい)都市カレに向けて空を飛んだ。

			　20本に及ぶユニコーンの角も、風精霊(シルフ)に運んでもらう。

			《姿隠しの衣》は他人だけでなく物にも有効なので、空飛ぶ角が誰かに見られることもない。

		

	
		
			９　闇(やみ)商人とハイエルフの奴(ど)隷(れい)

			　

			「ユニコーンの角20本を、まとめて買い取って欲しい」

			　昨日、角を買い取ってもらった道具屋にアンジェラと２人で入った。

			　ちなみに、ユニコーンの角は近くの路地裏に《大地の大穴(トンネル)》で掘った穴に埋めて隠している。念のために警戒してな。

			「買い取り価格は、大金貨７５０枚で頼む」

			　絶句している道具屋の店主に構わず、言葉を続ける。

			「それから今後、年に数本から10本は安定供給もできると思う」

			　この親父は、見た目こそ人が良さそうだが、油断はできない。

			　俺に睡眠薬入りの紅茶を飲ませようとした前科があるのだ。

			　しかし、前回、買取りの際に親父が話したことは真実だろう。目の前にいる道具屋の親父が、ユニコーンの角を闇市に卸(おろ)した場合、２本で大金貨80枚、つまり１本40枚になると俺に話したことは、おそらく嘘ではあるまい。

			　ベノリア奴隷商会オーナのラドンも、ユニコーンの角は大金貨50枚前後とか言っていたからな。

			　闇(やみ)市とやらで、リスクを冒して実際に客に角を売る商人の手取り（利益）も考えれば、１本40枚の卸(おろし)価格は妥(だ)当(とう)なところだろう。

			　それなら、１本、大金貨37枚半でこの親父に売っても良いと判断した。

			　もちろん闇市の商人に俺が直接交渉した方が、高くは売れるだろうけどな。もっと言えば、俺が闇市でユニコーンの角を直売りした方が、利益は大きい。大金貨50枚前後で売れる可能性がある。

			　しかし、闇市の場所すら知らないし、たとえ場所を知っていても、コネも商才もない俺が、商売、それも闇市での商売などまず無理であろう。

			　当分は、この親父にユニコーンの角を売るつもりだった。

			「あ、ありがたい話だけど、た、大金貨７５０枚なんて大金、手元には現金で持ってないよ。それに、ユニコーンの角を20本も捌(さば)くのは大変なんだ。短期間で捌こうとしたら買いたたかれもする。そうだな…………分割払いで大金貨50枚の12回、合計６００枚でどうだい？」

			「話にならない。それなら他をあたるよ」

			　半ば駆け引きで、店を出るふりをする。

			「わわ、待って待ってっ！」

			　ドアノブに手を触れる前に、道具屋の店主が慌てて引き留めてきた。

			「残念ながら商売がデカすぎて、ウチ単独では取り扱うのは難しい。だから、闇市を取り仕切る闇(やみ)商人グリードさんを、坊や……いや、アッシュに紹介するよ」

			「闇商人グリード？」

			　道具屋の親父は声を潜めてつけ足した。

			「ああ。盗(とう)賊(ぞく)ギルドの幹部でもある闇商人のグリードさんだ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　闇商人にして盗賊ギルドの幹部らしいグリード。そのグリードが、一時間もしないうちに部下２人を連れて道具屋にやってきた。

			　グリードは背が高く、痩(や)せ形の男だった。

			　ずいぶんと昏(くら)い目をしている――そんな印象を受ける容(よう)貌(ぼう)だった。

			　俺の背後で隠れるように立っているアンジェラは、グリードが姿を現してから酷く震えだした。

			　何人も平然と人を殺していそうな危なげな雰囲気を纏(まと)っているからな。獣人少女アンジェラは、死の匂いとやらを、グリードから嗅(か)ぎ取っているのかもしれない。

			　俺もコイツは相当ヤバイ――と思った。

			「…………ブツは？」

			　促(うなが)され、俺はグリードたちと共に路地裏に移動する。

			　ユニコーンの角を埋めていることを教えたら、グリードの部下たちが、シャベルで慎重に掘り起こした。

			　ノームの力を借りる《大地の大穴(トンネル)》なら一瞬で掘れたであろう。

			　だが、あえて精霊の力は使わない。

			　この国では、他人に精霊術をむやみに見せない方が良さそうだからだ。

			「確かに20本、それも未使用の新品だ。それに品質も良い……Ａいや、Ａ＋だな。いいだろう、言い値の大金貨７５０枚、即決で払ってやる」

			　掘り起こしたユニコーンの角を確認した後、グリードが大きな革袋を渡してきた。

			　中を確かめると、大金貨が山のように入っていた。

			　念のため、アンジェラに数えさせる。枚数を誤(ご)魔(ま)化(か)されている可能性もあるので。

			「い……１枚……２枚……３枚……」

			　アンジェラが、背後でしゃがみながら震える声と手で大金貨を数えだす。

			「アッシュ……と言ったな。フン、ガキとは思えねぇ眼だ」

			「………………」

			「瞳の奥に、仄(ほの)暗(くら)いモノが宿っていやがる」

			　グリードが俺の目を覗きこんで呟(つぶや)いた。

			　こいつに見つめられると、内面を見透かされている気がする。もっとも、人に裏切られ続けた俺の前世まで見透かせたわけではないだろうが。

			「目の暗さなら、アンタには負けるよ」

			　気圧されないように、相手から目を背けずに言い返した。

			「フッ、ガキのくせに言いやがる」

			　怒るどころか、グリードは愉快そうに顔を歪めた。

			「ところでアッシュ。色々と詮(せん)索(さく)をするつもりはないが、ひとつだけ聞きたい」

			「…………」

			「禁制である〝角〟で商売すること、お前は怖くないのか？　役人にバレたら一生牢屋にぶち込まれるぜ。最悪、ガキでも縛(しば)り首だ」

			　ユニコーンの角の密(みつ)猟(りよう)や密売は、そんなに重罪なのか。

			　内心、かなりビビった。

			　しかし、俺はできる限り平然とした表情と声で、

			「別に」

			　と、うそぶいてみせる。

			「クク。いい度胸だ」

			　グリードが目を細めて低く笑った。

			　よく分からないが、面白がっている気がした。小馬鹿にされたという感じでもなく、むしろ、俺のことを多少は感心しているように思えた。

			「まぁ、同じ禁制と言っても〝角〟は麻薬などとは、まるで違う。人を狂わせて破滅に導き、本人も周りの人間も不幸にする糞(くそ)みたいな麻薬とはな。莫大な金になるという点では、同じだが……」

			「たとえどんなに金になっても、俺は麻薬で商売する気はないよ」

			　麻薬はダメ。ゼッタイなのだ。

			　俺の言葉に、闇(やみ)商人グリードが満足気に頷いていた。

			　闇商人であり盗(とう)賊(ぞく)ギルドの幹部であるグリードなら、麻薬の流通や販売、あるいは製造にまで関わっていそうなのだが。案外、この国の闇市や盗賊ギルドでは麻薬の扱いはご法度なのか？

			「〝角〟なら闇とはいえ市場に流れることで、救われる命もある」

			「…………」

			　俺は黙ってグリードの話を聞いた。

			「アッシュ。〝角〟が３年前からこの国で禁制となった理由を知っているか？」

			　頭を横に振った。

			「知能が高く高(こう)潔(けつ)とされるユニコーンの保護だ――建前はな」

			「建前？」

			「ユニコーンが多数生息する『一角獣の森』があり、ユニコーンの保護を強く訴える隣国レムリア。その隣国レムリアに、この国は遠慮しているのさ。今、この国はレムリア王国との同盟強化が必須だからな」

			「最強の軍事国家と言われている北の大国レンドールに対抗するための政治的判断ってやつかい？」

			　母親から貴族の教育として歴史や地理、各国情勢を教えられていたので、話を聞いていて思いついたことを口にした。

			「そういうことだ。フ、頭の良い人間は好きだぜ」

			「…………」

			「ユニコーンの保護なんざ、この国の政治家は本気で考えていないさ。それは、隣国レムリアの政治家どもも同様だがな。寿命で死んだユニコーンの角を、レムリア王国は密かに国の事業として高値で輸出している。各国に訴えているユニコーンの密(みつ)猟(りよう)・密輸の禁止は、角の値崩れを防ぐための側面が大きい。実際、この国でも年々、角の値段が上がっている」

			　政治には表や裏があるからな――と、皮肉な口調でグリードが言った。

			　それは俺も同意できた。

			　前世の記憶でも、薄汚い政治家どもがたくさんいたことを覚えている。まぁ、表や裏があるのは政治に限らず、人間すべてがそうだとは思うが。

			「もっとも、この国の汚さに比べれば、レムリア王国の政治家どもなんざ可愛いモノだがな。ああ、そうだとも。従来の麻薬を魔術で品種改良して、より常習性を高めたエゲツない〝クスリ〟を、密貿易品として国外にばら撒(ま)いているこの国の糞(くそ)虫どもに比べれば、な」

			　グリードの目に、憎悪の炎が宿っていた。

			　闇(やみ)市をしきっている闇商人なのに、麻薬を憎んでいるのだろうか？

			　しかし、魔術で品種改良した麻薬(クスリ)を国外にばらまく……か。

			　この国が、そんなエグいことをしているとは知らなかったな。

			　まぁ、前世の記憶でも、麻薬の密輸を国家的事業にしている国はあったけど。

			　特に、中世から近世は酷かった。

			　有名な話でイギリスのアヘン戦争とか。

			　麻薬であるアヘンを輸出しまくって相手国を退(たい)廃(はい)させときながら、麻薬(アヘン)が相手国に取り締まられたら戦争を吹っ掛けるなど、鬼(き)畜(ちく)だと思う。

			　しかし歴史上、そういった鬼畜・外道な行いが、国家主導の下で平然と行われていたのだ。

			　同じようなことがこの世界で行われていても、なんら不思議ではない。

			　むしろ必然だろう。

			　それでも――

			「糞だな」

			　この国の政治家たちに強い不快感を覚え、俺はつい感情を表に出しながら呟(つぶや)いていた。

			「ほう。アッシュ、お前はそう思える側の人間か」

			　グリードが嬉しそうな顔をする。

			　まるで、同志を見つけたように。

			　グリードから、盗(とう)賊(ぞく)ギルドのメンバーにならないかと誘われた。若いが見所があると思われたようだ。妙に気にいられてしまった。

			　勧誘こそ断ったけど、教えてもらったギルドの隠れ家に今度訪れることを約束しておく。

			　この国の闇(やみ)組織においてグリードはなかなかの大物らしい。コネを築いていても悪くはあるまい。

			　もちろん全面的に信用はしていない。ただ、俺は人嫌いだが、コネの大切さは知っている。

			　グリードが本物の鬼(き)畜(ちく)外道なら、距離をとって避けるだけだ。

			　本人の話によれば、グリードが所属する盗賊ギルドは、仕事としての暗殺請負と麻薬の販売を禁ずる正統派のまっとうな盗賊ギルドらしい。

			　盗賊に正統派も何もない気はするけど。だが、グリードたちは自分たちが正統派であることを誇りにしていた。

			　麻薬嫌いのグリードが闇市を仕切るようになってから、この街での麻薬の売買は明らかに減っているらしい。

			　善人とはとても思えんが――少なくとも極悪人の外道ではない気がした。

			　

			　グリードたちと別れた俺とアンジェラは、その足でベノリア奴(ど)隷(れい)商会に向かった。

			　辛い思い出があるためか、アンジェラは行きたくなさそうだった。それなら宿屋の一室にでも留守番させようとしたのだが、結局、俺についてきた。

			「ご主人様のお傍に、で、できる限りいさせて欲しいです」

			　とか、言いながら。

			　ベノリア奴隷商会オーナーのラドンは、アンジェラを見て目を丸くした。

			　左半分とはいえ、あれほど醜(みにく)かった獣人奴隷の少女が、美しい姿に戻っていたからだ。

			　それに、昨日までは１人で満足に立つこともできなかったのに、今は自分で歩けるほどに体力も回復している。ラドンが驚くのも無理はあるまい。

			　また、俺が一晩でハイエルフ奴隷の残金を持ってきたことにも、ラドンは驚(きよう)愕(がく)していた。

			「ひょ、ひょっとしてアッシュ様は、この国、あるいは他の大国の王族様か、大商人のご子息様でいらっしゃられるのでしょうか？」

			　昨日よりもさらにへりくだるラドン。指紋がなくなるのではないかと思うほど、しきりに揉み手をしている。

			「詮(せん)索(さく)は無用だ」

			「も、もも、申し訳ありませんっ！」

			　俺が気分を害したとでも思ったのか、ラドンは顔を青くして頭を下げてきた。まるで米つきバッタのように、何度も頭を下げている。

			　金を持っている太客に対しての、このへりくだりよう。

			　ある意味では、商人の鑑(かがみ)かもしれない。

			「それより、ハイエルフの奴(ど)隷(れい)を受け取りたい」

			「は、はいっ！　ただいまご用意させていただきますです、ハイっ！」

			　これで、晴れてハイエルフ奴隷レミリアが俺のモノになる。

			　檻(おり)というより、まるで王族や大貴族用の高級感溢れる牢から出されたレミリア。彼女はそこから出ると、開口一番、俺に言い放った。

			「奴隷に堕(お)ちたとはいえど、私は高貴なるハイエルフの王族。心まで隷(れい)従(じゆう)はしません」

			　口調も表情も、氷のように冷たい。

			　感情のない人形のように無表情で押し黙っている。

			　いくら美しくても、これでは…………。

			　俺は人形を買ったつもりじゃないんだが。

			「れ、レミリアは妖精の女王と言われるハイエルフの、それも王族だけに、気位の高い奴隷でして」

			　ラドンが冷や汗をかきつつ、俺の顔色をうかがっている。

			　俺が視線をラドンに向けると、

			「あの……もしよろしければですが、我が商会専属の調教師により、有料で〝躾(しつけ)〟を施させていただきますが。それこそ、命じれば主人の足裏も喜んで舐めるほどの従属な雌奴(ど)隷(れい)に仕立てあげさせていただきます」

			　などと、びくびくしながらもちゃっかり商売人の顔を覗かせていた。

			　奴隷の販売後も、〝躾〟という有料サービスでさらに稼いでいるのだろう。

			　前世でも、そういった商売をしていたペットショップの記憶がある。

			　ハイエルフ奴隷レミリアは、人形のように無表情ながらも、調教や躾といった単語には反応し、ピクンと震えていた。

			「どうでしょう。ご希望でしたら、性奴隷としての特別な調教もさせていただきますが。我が商会には調教師オニオンという凄腕の性奴隷調教師が在籍しております。命ずれば、主人の尻穴でも喜んで舐めるような性奴隷へ仕立てあげさせていただけますよ。あ、もちろん、調教によってレミリアの処女膜を破る真似は決していたしませんので、ご安心を。ただ……特別調教ですので御料金の方は、少々お高くなりますが」

			　揉み手を高速でしながら、提案を続けるラドン。

			　無表情でいるレミリアの肩が、よく見ると小刻みに震えていた。

			「さらには特殊ハード調教により、主人の排(はい)泄(せつ)物(ぶつ)も喜んで食べるようになるまで仕立てあげることも可能でございます。雌豚奴(ど)隷(れい)ハード調教コースでございますです、はい」

			　ラドンの追加サービス提案は、どんどんと内容が酷くなっている。

			　さっきから澄まし顔のレミリアだったが、顔が少しずつ青ざめてきていた。

			「御料金こそかさみますが、最高のＭ豚奴隷に――」

			「もういい。気分が悪くなってくるからやめろ」

			「こ、こここ、これは申し訳ありませんでした、アッシュ様っ！！！！」

			　俺が不機嫌な声を出したら、ラドンはペコペコと何度も頭を下げて謝罪した。

			　俺は裏切らない奴隷こそ欲しいが、心の壊れた人形が欲しいわけじゃない。虚(うつ)ろな目をした感情のない人形などいらない。空虚な心で偽りの笑顔を浮かべる人形が欲しいわけでもない。

			　それにレミリアはもう、俺のモノだ。

			〝躾(しつけ)〟のためだろうが、レミリアを他人に託したくはない。だから、ラドンの提案してきた調教サービスをレミリアに受けさせる気にはまったくならなかった。

			　奴隷商会で『服従の首輪』を購入し、レミリアにつけさせた。

			　いくら絶対服従の魔術が込められた魔道具とはいえ、奴隷の心までは隷(れい)従(じゆう)させられるわけではないが。

			　しかし、少なくとも俺の命令は聞くしかなくなる。

			　まぁ、あまりにも特殊な命令や、自殺しろといった命令までは聞かなくても首輪は閉まらないように作られているようだけどな。

			　だが、心の奥底で俺を憎んだり恨んだり、あるいは軽(けい)蔑(べつ)していようが、首輪をつけている限りは、決して俺を裏切ることはない。

			　裏切れない。

			　こんな道具など使いたくはないが――もう二度と、誰かに裏切られたくないからな。

			　それにレミリアの心まで本当は欲しいが…………いや、それは望みすぎだろう。

			　

			　レミリア、それとアンジェラを連れて奴(ど)隷(れい)商会をあとにした。

			　さっきから、アンジェラの様子がおかしい。

			　自信なげに顔を下に向け、暗い表情だ。しゅんと落ち込んでいる。尻尾(しつぽ)もしゅんとなっている。

			　辛い記憶のある奴隷商会の館にいたせいかと思った。

			　だが、店を出てからも暗い顔のままだ。

			「アンジェラ。腹が減っているなら何か食べるか？」

			　気遣って聞いてやる。

			「い、いえ……今、食欲ない……です。ありがとうございます、ご主人様」

			　腹ぺこ娘のアンジェラが、意外な返事をした。

			　本格的に体調が悪いのか？　

			　ユニコーンの角で病気は治せたけど、体力が完全に元に戻ったわけではないからな。

			　急速に体力回復が進んでいるように見えて安心していた。だけど、アンジェラは今まで無理に空元気を出していたのかもしれん。

			　…………。

			　俺は、その場でしゃがみ込んだ。

			「ほら、アンジェラ」

			「え、あ、あの、ご主人様？」

			「お前、調子が悪そうだし、おぶってやる……乗れ」

			　アンジェラはしばし逡(しゆん)巡(じゆん)していた。

			　なぜか、レミリアの方をチラチラと見ている。

			　俺が再び乗れと命じたら、遠慮がちに背に乗ってきたけど。

			「エヘヘヘ」

			　アンジェラが俺の背で嬉しそうに笑った。

			「ご主人様」

			「何だ、アンジェラ」

			「大好き……です」

			　精霊ならばともかく、人から大好きなどと言われたことがなかった俺は、心臓が少し跳ねてしまった。

			　途端に照れくさくなり、何も言わないまま、アンジェラを背負って歩く。

			「……………………」

			　そんな俺たちの様子を、不思議なモノでも見るかのようにレミリアは見つめていた。

			　まぁ、確かに主人と奴(ど)隷(れい)だと考えると、俺とアンジェラは少々、特殊ケースな気がするな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、街にあった総合的な魔道具店で様々な物を購入した。

			　真っ先に買ったのは、店員に勧められた『魔法の革袋』だ。

			　体積縮小と重量軽減、それに保存の魔術が込められており、色んなものが詰め込める。ベッドなど、大型の家具を入れて持ち運ぶこともできる。

			　大草原の家に大型家具を運ぶにもちょうど良い。

			　値段は大金貨50枚。

			　決して安い買い物ではないが、非常に便利そうなので購入した。金なら、まだ大金貨３００枚以上残っていたしな。

			　総合魔道具店には、ベッドもあった。

			　魔術が込められた魔法のベッドだ。何人も一度に横になれるキングサイズ以上の豪(ごう)奢(しや)なベッドだった。

			　家具屋を訪れる手間が省けるので購入した。

			　値段は大金貨２枚半。

			　永続的に浮遊の魔術が掛かっており、ベッドが地上より30センチほど浮いたりもする。

			　何の役に立つかは分からないけど、面白い気はした。

			　浮いたまま回転させたりもできるようだ。

			　これも何の役に立つかは分からんが。

			　ついでに、魔術が込められた毛布や枕など寝具も買う。通常の品より値が張った。でも、金ならあるからな。

			　この店で寝具以外にも様々な家具、生活用品を揃えた。

			　魔道具店の品だけに、どれも魔術が込められている。

			　常時、水が涌く魔法の水筒や、好きな時に光をつけられる魔法のランプなど便利そうだ。精霊術が使える俺にとっては、特に役立つ。水には水精霊(ウンディーネ)、光には光の精霊が宿っているから。

			　購入した魔法の水筒の中を覗くと、水精霊(ウンディーネ)が俺にウィンクした。

			　色々買ったが、全部合わせても大金貨１００枚ちょっとで済んだ。

			　いや、大金貨１００枚といえば城(じよう)塞(さい)都市カレのような都会でも、庭付きで屋敷を購入できる。そう考えると、かなり散財したともいえるが。

			　大金を持っているせいで、気が大きくなっているのかもしれない。

			　それで、つい色々買ってしまった。後になって、なんでこんなの買ったのかと首を傾(かし)げそうな物も含めて。

			　今日１日で大金貨７５０枚という途方もない大金を手に入れてしまったせいで、金銭感覚がチョットおかしくなっているかもしれない。

			　気をつけよう。

			　現代地球では、宝くじなどに当たり金銭感覚がおかしくなって、結局、破産した人間もいるみたいだし。

			　そうそう、総合魔道具店の店員が、しきりに『魔法の館』の購入を勧めてきたが、それは断った。

			　普段は縮尺模型(ミニチユア)サイズだが、必要に応じて人が住めるサイズに変化する『魔法の館』。欲しくはあったけどな。

			　だが、値段が、なんと大金貨１０００枚なので手が出せなかった。

			　月賦払いでも良いと、店員はしつこく勧めてきたが。

			　金を貯めて、いつか『魔法の館』…………いや、どうせなら『魔法の城』を購入しよう。

			『魔法の城』は、大金貨１万枚という小国の国家予算並みの超高額のようだけど。

			　魔道具店を出た後、雑貨屋に寄りここでも色々と購入する。

			「ほら、アンジェラ、これで好きな物を買っていいぞ」

			「ふぇぇぇぇ!?　大金貨!?」

			　アンジェラに大金貨１枚を握らせてやったら、腰を抜かしそうにしていた。

			「遠慮はいらない。お前の欲しい物をいくつでも買え」

			　アンジェラは何度も頭を下げた後、尻尾(しつぽ)をフリフリ、とても嬉しそうに品物を購入していた。

			　購入した物はすべて『魔法の革袋』に入れておいた。

			『魔法の革袋』はとても便利だ。

			　購入しておいて、やはり良かった。生物は入れられないという欠点はあるが、それを差し引いても満足だ。

			　ハイエルフ奴(ど)隷(れい)レミリアを含めて買い物を済ませたので、大草原に戻ることにする。

			　誰もいない路地裏に奴隷たちと共に移動した。

			「レミリアは、風精霊(シルフ)の力を借りた《姿隠しの衣》が使えるよな？」

			　そう問うと、レミリアが無表情のまま頷いた。

			「なら、お前は自前で頼む。俺は自分とアンジェラに《姿隠しの衣》を掛けるから」

			「……え？」

			　戸惑うレミリアの前で、俺は《姿隠しの衣》によって、自分とアンジェラの姿を消した。

			「アッシュ……様は、精霊使い……だったのですか」

			「ああ。でも、そのことは他言無用で頼む…………内密にな」

			　姿を消したまま俺が言うと、レミリアはコクリと頷いた。

			（ちなみにだが、俺は秘密事をする際、『内密』という言葉を使う時がある。前世でとても好きだった小説の主人公が口にしていたので、俺も使っていた。前世の俺は、好きな小説などに出てきたセリフを言ってしまう癖(くせ)があったのだ。また、『オフレコで頼む』という言葉も前世では使っていた…………前世で秘密を共有する人間などいなかった俺は、どちらの言葉も、ペットであり話し相手にもしていた九(きゆう)官(かん)鳥(ちよう)ぐらいにしか使用していなかったが……）

			　真正魔術至上主義者が多いこの国では、精霊は忌(き)避(ひ)されている。精霊術を使うことは禁(きん)忌(き)とされている。そのことをレミリアも知っているようだ。

			　真正魔術と精霊術の違いがよく分かっていないアンジェラにも、一応説明しておく。

			「…………………………………………………………」

			　レミリアは、風精霊(シルフ)たちと結構な時間を掛けて交渉した。そして、ようやく力を借りられたようで《姿隠しの衣》を発動させる。

			　そんなに時間を掛けて交渉する必要は無いと思うが。

			　俺など、最近ではシルフに、

			「姿隠し頼む」

			「ＯＫなの♪」

			　と言った会話で済むのに。

			　そのうち、アイコンタクトでも済ませられる気がするぐらいだ。

			　まぁ、奴(ど)隷(れい)商会の屋敷にいたレミリアは精霊術を使うのが久しぶりだ。そのせいで、手間取っただけかもしれない。

			　レミリアの姿が消え、俺にも見えなくなる。

			　もっとも、レミリアの身体に風精霊(シルフ)がまとわりついているので、おおよその場所は分かるが。

			　精霊が見えるレミリアにも、俺やアンジェラの位置は分かるだろう。

			「じゃあ、次に、《風の翼(シルフウイング)》で空を飛んで移動するから、ついてきてくれ」

			「え？　あの……え？」

			　戸惑いの色を含むレミリアの声。

			「ん？」

			「ど、同時に２つの精霊術を発動させるなんて、そんなエルフの長老たち、あるいは大ドルイド僧みたいな真似…………ム、無理です。あまりにも高等すぎます」

			　３つ同時ならばともかく、２つまでなら、そんなに難しくないと思うのだが。俺は精霊術を使うようになってから、１か月足らずで２つなら同時に使えるようになったし。

			　仕方がないので、レミリアには自前の《姿隠しの衣》を解かせた。

			　そして、俺がレミリアにも《姿隠しの衣》を掛ける。

			　俺自身が掛けた《姿隠しの衣》なので、アンジェラ同様、レミリアの姿もハッキリと見えた。

			「じゃあ、俺についてきてくれ」

			　アンジェラを抱きかかえながら《風の翼(シルフウイング)》で宙に浮いた。

			　これ以上ないほど幸せそうな顔で尻尾(しつぽ)をふりながら、アンジェラが俺にしがみつく。

			「…………同時発動。それも《姿隠しの衣》を３人掛けしつつなど…………」

			　目を皿のように丸くして呟(つぶや)くレミリア。まるで信じられないようなモノを目撃しているかのようだった。

			　３人に《姿隠しの衣》をかけ、《風の翼(シルフウイング)》も同時発動させたのが、そんなに珍しいのだろうか？

			　常に澄まし顔をしているレミリアの驚く顔は、見ていてチョット楽しい。

			　ちなみに時間はかかったが、レミリアも《風の翼(シルフウイング)》を無事発動できた。

			　ただ………………遅い。

			　レミリアの飛行速度は亀のように遅い。亀は言いすぎにしても、非常に遅かった。その気になれば音速に達する俺の10分の１以下の速度だった。

			　仕方ないので、俺もかなり速度を抑えている。だが、それでもレミリアは遅れ気味だった。

			　頻(ひん)繁(ぱん)に空中で停止し、遥か後ろを飛ぶレミリアを待つはめになった。

			　今も５分以上レミリアを待っている。

			　待ち続けて、ようやくレミリアの姿が見えてきた。相変わらずスローな飛行速度だ。時速でいえば30キロも出ているかどうか怪しい。

			　あ、スズメに抜かれた。

			「ご、ごめんなさい。ま……また……休憩させてください」

			「ん」

			　俺が頷くと、レミリアはヨロヨロしながら地に下り立った。

			　そして、しゃがみ込む。

			　速度が遅いだけでなく、飛行可能時間もレミリアは短かった。数分おきに休憩が必要なぐらいだ。それも、休憩時間は30分前後も必要だった。飛んでいる時間より、休憩している時間の方が長い。

			　このままでは、大草原に着くまでに日が暮れる。

			　いや、それどころか何日もかかってしまう。

			　泣きごとを吐かずに必死についてこようとする姿は評価できるが――手を貸すか。

			　貸すのは手というより、背だが。

			　アンジェラを抱きかかえながら、レミリアの傍に下りる。

			「レミリア、このままでは時間がかかりすぎる。俺の背に乗れ」

			「そ、それは」

			「お前は風精霊(シルフ)の力を借りて、体重をできる限り軽くしろ…………それだけでも助かる」

			「わ、分かりました」

			　別にレミリアの軽そうな体重がそのまま負荷になっても、俺はさして速度を落とさずにアンジェラを抱えたまま飛べる。

			　しかし、自尊心の高そうなレミリアを傷つけないために、あえて、そう言っておいた。

			　…………。

			　レミリアは俺のモノだからな。俺は自分のモノに対しては、できる限り優しく扱い、傷つけないようにする主義なのだ。

			　アンジェラを抱きかかえながらレミリアを背中に乗せて、俺は空を飛んだ。

			　レミリアは、俺の首にしがみつくようにピッタリとその身体を密着させている。

			　遅れをとりもどすために高速飛行しているから、吹き飛ばされないようにレミリアは必死にしがみついているのだ。

			　レミリアの体温と、控えめながら柔らかい胸の感触が背中に感じられた。
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			「………………うぅ」

			　なぜか、アンジェラがまた暗い顔と声で落ち込んでいるのが、気になったけど。

			　

			　かなり大草原に近づいたところで――

			「アッシュ君っ！　あそこにイジメられている子がいるの！　イジメは絶対駄目なのに、プンプンっ！」

			　頬(ほお)を膨らませた風精霊(シルフ)のシィルが、そう言って地上を指差した。

			　シィルと同じく、イジメ、ダメ、ゼッタイと思っている俺は気になったので、空中で停止する。空から地上を見下ろしつつ、シィルが指差しているあたりに向かってみた。

			　そして、俺は見た。いじめどころか、酷い虐(ぎやく)待(たい)を受けている最中の少女を。

			「あ…………ど、同(どう)胞(ほう)が」

			　ハイエルフの奴(ど)隷(れい)少女レミリアが悲痛な声をあげた。

			　彼女も気付いたのだろう。エルフと思われる少女の虐待現場に。

		

	
		
			10　ハーフエルフ奴(ど)隷(れい)と魔術師

			　

			　見晴らしの良い丘にある貴族の別荘と思える屋敷。

			　その屋敷の庭で、人間より耳の長い裸体の幼い少女が虐(ぎやく)待(たい)を受けていた。魔術師用の杖(つえ)を持った中年貴族により《魔力の矢(エネルギーボルト)》で狙い撃ちされていたのだ。

			　耳が長いのでエルフであろう。月のような銀色の美しい髪をしている美形のエルフ少女だ。身長は１５０センチ半ばで、外見年齢は13～14歳といったところだ。

			　柵に囲まれた庭を必死に逃げ惑うエルフ少女。

			　中年貴族はいたぶるように、エルフ少女の背中や足を狙って《魔力の矢(エネルギーボルト)》を何発も放っていた。

			　躱(かわ)しやすいようにワザと狙いを甘くしてはいるようだが…………それにしても、悪趣味な行為だ。

			「……酷い……」

			「あの子……とってもとっても可哀想……です」

			　レミリアとアンジェラが痛ましそうに呟(つぶや)く。

			「ッ!?」

			　すべてを避けきれず、エルフ少女の背中に１本の《魔力の矢(エネルギーボルト)》が当たった。

			　声にならない悲鳴をあげながら、痛みで転げまわる少女。

			　それを見て、愉快そうに笑う豚のような中年貴族。

			「ほれほれ。早く立って逃げないと、また当たってしまうぞ」

			　何がそんなに楽しいのか理解できないが、本当に嬉しそうだ。

			「今度はさっきより魔力(マナ)を強めるから、当たると痛いぞぉ」

			　中年貴族が、笑いながら杖(つえ)を少女に向けた。

			　エルフの少女は必死に立ち上がる。だが、背中の痛みからか、前のめりに転んでしまった。

			「今度は本当に死ぬかもなぁ。クハハ、そぉれ」

			　醜悪な中年貴族は、容(よう)赦(しや)なく杖から魔力を込めた矢を放った。それも、複数の矢を。

			　だが、その矢がエルフ少女の命を奪うことはおろか、傷つけることはなかった。

			　エルフ少女の眼前で人の背丈以上に土が持ち上がり、《魔力の矢(エネルギーボルト)》を弾いたのだ。

			　俺がノームに命じて発動させた《土壁(アースウオール)》だ。

			《土壁(アースウオール)》は物理的な攻撃や、一部の魔法には有効な防御手段となると思っていた。実際、厚さ30センチを超える固い土の壁は、５本の《魔力の矢(エネルギーボルト)》をすべて防ぎきっていた。

			　だが、土の壁には《魔力の矢(エネルギーボルト)》によりかなり深い穴が開いている。

			　放たれた《魔力の矢(エネルギーボルト)》が、相当な威力を持っていたことの証(しよう)左(さ)だ。

			　この中年貴族、本当に殺す気で《魔力の矢》を放ちやがった。少なくとも、少女が死んでも構わないぐらいの気持ちはあっただろう。殺人未遂事件といってもいい。

			「な、な、なんだこれは」

			　中年貴族が、突如盛り上がって少女を守った土壁を凝視して狼狽(うろた)えていた。

			　少女の頭上に浮かんでいる俺には気付いていない。

			　姿が見えていないからだ。

			　咄(とつ)嗟(さ)のことだったので意識しなかったが、俺は《風の翼(シルフウイング)》と《姿隠しの衣》を発動させたままで《土壁(アースウオール)》を発動させていた。

			「み、３つの精霊術を同時に………………（ゴク）」

			　レミリアが唾(つば)を呑み込むのが聞こえた。

			　もっとも少女を救うため、急いで《土壁(アースウオール)》も使ってみたら成功しただけだがな。

			　またやれと言われても、自信はない。精霊術を３つ同時に発動成功したのは、これが初めてでもあった。次は、やはり成功しないであろう。まだ、精霊術を使えるようになってから日の浅い今の俺では。

			　少女の近くに降りて《風の翼(シルフウイング)》を解除する。

			　背負っていたレミリアと抱えていたアンジェラにも離れてもらい、《姿隠しの衣》も解く。

			「うぉっ!?　お、お前らいったいどこからやってきたっ!?」

			　真正魔術は使えても、精霊術の知識はなさそうな中年貴族が戸惑いながら誰(すい)何(か)してきた。

			「俺たちのことはどうでもいい。それより、アンタ、何やってんだ。今のは殺人未遂だぜ。俺が役人に通報する前に、自首しろ」

			　俺が弾(だん)劾(がい)したら、聞き捨てならんとばかりに中年貴族が反論した。

			「何を言うかっ！　コイツは儂(わし)が買った奴(ど)隷(れい)だぞっ！　生かすも殺すも主人である儂次第だっ！」

			　このエルフ少女は奴隷だったのか。

			『服従の首輪』をしていないので分からなかった。

			　そういえば、足首に鉄の輪っかが付けられているな。

			『服従の首輪』は簡易版でも、それなりに高価だ。そのうえ、メンテナスのために年間の維持費もかかるらしい。

			　ケチって奴隷につけさせていない主人も結構いる――と、奴隷商ラドンが言っていた気がする。

			　ただの鉄による足輪ならば、安上がりではあろう。奴隷が逃亡しないように動きを制限するだけなら、鉄の足輪でも、かなりの効果はあるだろうし。

			「それより、なんなのだ貴様らは！　ここは王国魔導貴族であるこのバドゥ・エイリグラントンの別荘だ！　貴様が踏み入れているのは、儂の敷地内でもある！　儂の方こそ貴様らを不法侵入で訴えるぞっ！」

			　バドゥという名前らしい中年貴族が息巻く。

			　確か不法侵入罪は、人命救助的行動なら違法性が阻(そ)却(きやく)されるはずだ。母親から教えられている王国法によるとだが。

			　そして、奴(ど)隷(れい)といえども人命は人命だ。

			　…………人命扱いされるのは人間奴隷、そして人間奴隷に準じる妖精奴隷のみで、獣人奴隷は物扱いのようだがな。

			　チラっと、獣人奴隷アンジェラの方を見ながら、そんなことを思いだしていた。

			「奴隷といえども、公的機関による魔導技術発展のための学術的研究・実験を除き、その生命をむやみに奪うことは王国法で禁じられているはずだ。『人間奴隷および妖精奴隷の取り扱いに関する法律』でな」

			　俺は、レミリア購入時に、ラドンが教えてくれた奴隷の取り扱いに関する法律の重要事項に関して覚えていた。

			　ラドンは一応の規則ですからと断ったうえで、面倒くさそうに棒読み口調で読み上げていただけだったが。

			　この国では人間奴(ど)隷(れい)とそれに準ずる妖精奴隷は、奴隷といえども一定の保護を受けられる。

			　相当に低いながらも、人権がある程度は認められているのだ。

			　そして、この国では奴隷といえども、殺したら殺人は殺人であった。

			　この国は、他国と比べてそれなりに自国内での人権意識が高い。

			　正魔教団などの公的機関による魔導技術発展のための研究・実験ならば、どんな酷いことを奴隷にしても許されるという歪(いびつ)な人権意識だけどな。

			　それに、獣人奴隷に関しては、それこそ家畜同然であり人権もないようだが。

			　なんにせよ、俺の指摘は的を射ていたようだ。

			「チ……ガキのくせに妙に知恵をもっておる」

			　忌(いま)々(いま)しそうにバドゥが舌打ちした。

			「バドゥ！　今すぐ自首しろ！」

			　奴隷に対する殺人未遂なら刑は軽くて、罰金刑および当該奴隷の没収程度にしかならない。だが、それでも罪は罪だ。

			　少なくとも、この場でエルフ少女がこれ以上の虐(ぎやく)待(たい)を受けるのは防げる。

			「……ガキが……ガキがガキがガキがガキがガキがガキがぁぁぁっ！！！！」

			　額に太い血管を浮かべ、歯茎をむき出しにしながらバトゥが激(げつ)昂(こう)しだす。

			　お、おい？

			　バドゥの奴、怒りのあまり理性が飛んでいないか？

			　俺みたいな見ず知らずの子供に違法性を指摘され、大人として頭にくる気持ちも分かるが…………様子が尋常でないぞ。

			　この時、俺は思い出した。

			　王国魔導貴族の中には、精神に異常をきたし、都や街から離れた別荘で心の療養をしている者が増えてきていることを。

			　以前、父親が深刻そうな顔つきで母親とそんな内容の話をしていたのだ。

			　偶然、俺はその話を聞いていた。

			　ひょっとして、この中年貴族もその系統の人間か？

			「何が自首しろだ、糞(くそ)ガキがぁぁぁっ！　ハンっ、誰も見ていないこの場で貴様らをブチ殺せば、済む話だっ！」

			　ダメだ、このオッサン。

			　目がイッてる。

			　しかも、話もそこそこに俺に向かって攻撃魔法を唱えてきた。この詠(えい)唱(しよう)は…………真正魔術でも中位の《火炎球(フアイアーボール)》だな。

			　俺は魔力がないので、まともに真正魔術は使えない。かなりの魔力が必要な《火炎球(フアイアーボール)》など、とても発動できない。

			　だが、王国魔導貴族の子息として勉強はしているので、知識だけはそれなりにある。

			　バドゥが早口で唱える呪文の詠(えい)唱(しよう)を聞き、《火炎球(フアイアーボール)》であることに気付いた。

			　このオッサン、本気で俺を――いや、俺だけでなく、俺の傍にいるアンジェラやレミリア、それにエルフ少女も焼き殺すつもりか？

			　本格的に頭がイカレていやがる。

			　バドゥの呪文詠唱が終わりかけていた。

			　だが――

			「《沈黙(ミユート)》」

			　俺は風精霊(シルフ)に頼んでバドゥの呪文詠唱を中断させた。

			「っ!?　っ！！！？？？」

			　混乱した顔で口をパクパクと動かすバドゥ。

			　あいにく、《沈黙(ミユート)》により彼の言葉は掻き消されているが。

			　呪文詠唱が必須である真正魔術しか使えない魔術師など、声を封じてしまえば怖くないのであった。

			「お口、チャックなの☆」

			《沈黙(ミユート)》に協力してくれている風精霊の１人、シィルがニパッと笑っていた。

			「アンジェラ、水筒を寄越せ」

			『魔法の革袋』を預けているアンジェラに命じる。

			「あ、は、はいです、ご主人様」

			　アンジェラが魔法の革袋に手を入れ、水筒を俺に手渡した。常に水が涌き出る魔法の水筒だ。

			　俺は水筒の蓋を開けて、中にいる水精霊(ウンディーネ)に頼んだ。

			「《窒息の水》」

			　バドゥの口を目掛けて水の塊が飛ぶ。

			「っっっっ!?」

			　口と鼻を水の塊で塞がれたバドゥは、驚(きよう)愕(がく)のあまりひっくり返った。

			　そして、手足をバタつかせる。

			　――殺す気まではない。

			　だが、俺はこの中年貴族に相応の苦しみを与えるつもりになっていた。

			　俺を殺す気で《火炎球(フアイアーボール)》を放ってきたのだ。ただでは済ますつもりはなかった。

			　それに…………俺のモノであるアンジェラやレミリアまで殺そうとしやがったのだ。ただで済ませられるわけがなかった。

			　息ができなくて、もがき苦しみ続けるバドゥ。

			　血液中の酸素不足(チアノーゼ)により顔が紫色になってきた。

			　…………そろそろ解放してやるか。

			　やりすぎてウッカリ殺してしまっても、アレだしな。

			《窒息の水》を解いてやった。

			　呼吸できるようになり、盛大に息を吸い、吐くことを繰り返すバドゥ。しばらくすると、まだ荒い息のまま立ち上がり――杖(つえ)で直接、俺に殴り掛かってきた。

			　目が完全にイッたままだ。

			　頭に血が昇りすぎて、訳が分からなくなっているのかもしれない。

			　バドゥが無茶苦茶に振り回す杖の攻撃を躱(かわ)すのは、それほど難しくなかった。

			　貴族のたしなみとして、一応剣術を習っていたのが役立った。

			　また、この国の魔導貴族の多くがたしなむ、杖を物理的な武器として扱う杖術。その杖術もある程度は身につけていた。

			　体捌(さば)きなど、攻撃を躱す技術もそれなりにはあるのだ。

			　同じく貴族、それも俺の実家であるホークウッド家より爵位が高そうな中年貴族バドゥ。この男も、若い頃は剣術や杖術をたしなんではいたと思う。

			　しかし、40歳をとうに過ぎているであろうバドゥは、剣術や杖術の鍛(たん)錬(れん)を行わなくなって久しいのだろう。

			　ブクブクに肥満している身体は動きのキレがなく、実に動作が鈍かった。

			　しかも我を忘れて激(げつ)昂(こう)しているため、技も何もなく大振りに杖(つえ)を振り回すだけなのだ。

			　当たってやる方が難しい。

			「なぁアンタ、顔色がおかしいぜ。無駄なことは止めて、もう休みなよ。アンタの攻撃なんて当たらないからさ」

			　バドゥの身を案じて言ってやる。

			　だが、挑発行為とでも思ったのか、バドゥは一層むきになって襲ってきた。

			　より無茶苦茶な動きで、怒り狂ったバドゥが杖を振り回す。

			　どうも俺は人間相手だと口下手になり、コミュニケーション能力に欠けてしまう。

			　今も怒らせるつもりはなかった。むしろ宥(なだ)めようとしたのだ。

			　しかし、よけいに怒らせてしまった。

			　とりあえず、相手の体力が尽きるまで躱(かわ)し続けてやるか。

			　そう判断したところで――突然、バドゥが胸を押さえて倒れた。

			　なんだ？　俺は何もしていないぞ？

			　そのままピクリとも動かないバドゥ。

			　何かの罠(わな)か？　様子を見に近づいたところを襲ってくるとか。

			　念のために風精霊(シルフ)のシィルに頼んで、バドゥの様子を見に行かせる。

			　シィルは、倒れたままでいるバドゥの左胸に耳を押し当てた。

			　そして、目を瞑(つぶ)りながらゆっくり頭を横に振り、宣言する。

			「ご臨終なの☆」

			　…………マジかよ。

		

	
		
			11　ルナ

			　

			　どうやら本当にバドゥは死んだようだ。

			　おそらく、心臓麻(ま)痺(ひ)で。

			　普段ロクに運動してなさそうだった肥満体の中年男バドゥ。そんな中年男が急に暴れ回ったから、心臓に負荷がかかり停止してしまった――と思う。

			「惜しくない人を亡くしたのっ！」

			　……相変わらず、この風精霊(シルフ)はナチュラルに毒を吐きやがるな。それも屈(くつ)託(たく)のない、無邪気な笑顔で。本人に悪気も邪気もない――のかなぁ？

			　俺は一応、バドゥにうろ覚えの心臓マッサージをしてやった。かなり頑張った。

			　が、蘇(そ)生(せい)することはなかった。バドゥの蘇生を諦め、両手で合(がつ)掌(しよう)しつつ呟(つぶや)く。

			「残念だ。惜しくない人を亡くしてしまった」

			　思わず、シィルのように毒を吐いてしまった。

			　

			　……しかし、どうしたものか。

			　幸い、この別荘にはたった今亡くなったバドゥ以外、家族なども住んでいなさそうだが。

			　とりあえず……………………………………………………………………埋めるか。

			　証拠隠滅のためにも《大地の大穴(トンネル)》で穴を掘り、バトゥの遺体を埋めた。それも《大地の大穴(トンネル)》を数回発動させ、地中50メートル以上の深さまで穴を掘って埋めた。この深さなら、野犬などに掘り起こされることもありえない。

			　バドゥの遺体が見つかることは、半永久的にあるまい。

			　死体遺棄の気がしないでもないが、深く考えないことにする。

			　俺はバドゥの杖(つえ)を拾った。

			　宝石が埋め込まれ、華美な装飾がされた杖だ。

			　別にパクるためではない。それこそ強盗（事後強盗）になってしまうし。

			　バドゥを埋めたあたりの地面に、杖を突き刺す。一応の墓標代わりだ。

			「あんな酷い人にもお墓を作ってあげるなんて…………ご主人様は本当にお優しい方です」

			　アンジェラが胸の前で祈るように手を組み、ウットリとした表情を見せていた。

			　なんだかこの獣人奴(ど)隷(れい)、俺に対して盲目的になっていないか？

			　俺のすることを、なんでも肯定的にとらえている気がする。

			　まぁ、それはそれとして。

			　これから、さっきのエルフの少女はどうなるのだろう。

			　中年貴族バドゥに虐(ぎやく)待(たい)を受けていたエルフ少女。彼女は主人が死んだし、このまま奴隷身分から解放されるのか？

			　それとも、バドゥの身内が財産として相続する？

			　でも、殺意を持って虐(ぎやく)待(たい)したことで、バドゥの奴(ど)隷(れい)所有権は王国法により、消滅することになるのでは？

			　その場合、財産（奴隷）没収扱いで国家にエルフ少女の所有権が移るのか？

			　多分、そんな気がする。人が死んでも特殊な事情がなければ、奴隷は奴隷のままだろうし。

			　………………。

			「お前は自由だ。好きにしろ」

			　エルフ少女に俺はそう言ってやる。

			　法律的にどうなるのか分からない。だが、この少女の幸福のためには、このまま逃げた方が良い気がする。

			　幸い、『服従の首輪』をつけられてもいないし。

			　奴隷の逃亡幇(ほう)助(じよ)は犯罪だった気がするが、深く考えないことにする。

			「あ、ちょっと待て…………怪我を治してやる」

			　俺は親切心から、彼女の背中の傷などを治してやる気になった。

			　別に、自分を優しいとも親切だとも思っているわけではない。

			　ユニコーンの角は持っていなかったが、俺も多少の怪我なら治してやることはできる。精霊の力を借りて。

			　水精霊(ウンディーネ)による《癒しの水》を発動させた。

			《癒しの水》は治(ち)癒(ゆ)の効果がある水系精霊術だ。《癒しの水》により、水精霊(ウンデイーネ)たちが、エルフ少女が背中に受けた傷を癒していく。

			　ウンディーネが宿る水の塊が背中に触れた時、一瞬、エルフ少女はビクッと身体を震わせた。

			　しかし、徐々に背の痛みが消えていったのだろう。表情が安らいでいく。

			　そうそう、エルフ少女に嵌(は)められていた鉄の足輪を外してやらんとな。

			《風精霊の刃(シルフブレード)》で慎重に足輪を切って、外した。

			「アンジェラ、革袋から外套(コート)をとってくれ」

			　アンジェラが手渡してきた外套を、エルフ少女に着せてやった。裸体のまま逃亡させるのも、どうかと思うしな。

			　コートは、このまま恵んでやるつもりだ。

			　城(じよう)塞(さい)都市カレで購入した防寒の魔術が込められた上等な外套だった。だが、まぁ、いい。くれてやろう。

			「裸体の上に外套だけなんて、なんだか大変な変態さんみたいだね☆」

			　傍を飛んでいた風精霊(シルフ)シィルがそんな感想を漏らし、俺は考え込む。

			　確かに、裸体の上に外套だけというのは、ある意味では変態的すぎる格好かもしれない。

			　逃亡先の街で警(けい)邏(ら)中の役人などに職務質問されたら、別件で逮捕されるかもしれん。

			「アンジェラ。俺が渡してやった金で、お前、雑貨屋で下着や服(ワンピース)とか靴を買っていただろ。また買ってやるから、コイツにくれてやれ」

			「分かりました、ご主人様っ！」

			　なぜかアンジェラは嬉しそうな声を出し、嬉(き)々(き)として革袋をまさぐった。

			　変な奴だな。自分用に買ったモノを他人に渡すように命令したのに、なぜ喜ぶ？

			「……私のご主人様は、本当にお優しいです……（ボソッ）」

			　アンジェラが何か小声で言ったが、聞き取れなかった。

			　その他、食料として菓子類もくれてやることにした。

			「おい、手を開け」

			　俺の言葉にエルフ少女は素直に従った。

			　その手に、大金貨を１枚握らせてやる。やはり、金が一番必要だろうからな。

			「しばらくは、その金で暮らせるだろう――じゃあな」

			　さて、大草原に帰るか。

			　…………クイ…………。

			　…………おい。

			　俺の着ているシャツの袖を掴むな、エルフ少女。

			　まだ何か欲しいのか？

			　見かけによらず欲張りな奴だ。欲しがり屋さんか、コイツは。

			　エルフ少女は、俺のシャツを掴みながら、何かを訴える目で上目使いに見つめてきた。

			「……なんだ」

			　尋ねてもエルフ少女は答えない。その代わりに、自分の喉を指さした。

			　よくみると、手術跡みたいに喉には糸が縫ってあった。

			　その後、哀しそうな顔をしながら、両手の指で×(バツテン)をつくる。

			「ひょっとして、お前、まともに喋(しやべ)れないのか？」

			　エルフ少女はコクコクと頷いた。

			「喉の病気か？」

			　今度は首を横に振った。

			「手術か何かで声帯を切った？」

			　エルフの少女は、肯定も否定もしなかった。

			「…………無理やり、声帯を切られた？」

			　コク……ンと頷いた。

			　目には涙が浮かんでいた。

			　…………。

			　ユニコーンの角って、失った声帯の再生もできたかな？

			　多分、できる気がする。限界はあるものの、角で失った器官の再生もかなりできるらしいし。

			　ちなみにだが、ユニコーンの角で〝処女膜〟の再生も可能らしい。

			　ある王族の王女が初夜を迎える直前、血眼になってユニコーンの角を探し求めた――なんて逸話もある。処女信仰のあるユニコーンにとっては、はなはだ不本意な使われ方らしいけど。そもそも膜を再生しても、本当の意味で処女に戻れるわけでもないのだが。

			　さらにちなみにだが、ユニコーンの角で毎日、愛(あい)妾(しよう)の処女膜を再生し、毎夜その処女膜を破っていた大貴族の男も、昔、実在していたらしい。なんという、ユニコーンの角の無駄遣いであろうか？　頭おかしい。

			　それはともかく。

			　行く宛てもなさそうなエルフ少女に、言ってやる。

			「…………お前、しばらく俺についてくるか？」

			　何を勘違いしたのか知らんが、エルフ少女が顔を輝かせて何度も何度も頷いた。

			　俺はアンジェラを抱きかかえ、背にエルフ少女を背負った。そのうえで、さらにレミリアがエルフ少女をサンドイッチのように挟んで俺の首に腕を回す。

			　他に方法がなかったので、そんな状態で精霊術により空を飛ぶことになった。

			　かなり奇妙な格好で俺は空を飛び続け、大草原に向かったのであった。

			「こんなお人好しの人間……見たことありません（ボソ）」

			　途中で、何かレミリアが呟(つぶや)いた気がする。とても柔らかい声で。

			　…………別に、俺はお人好しでもなんでもないがな。

			　気が変わっただけなのである。

			　このエルフ少女を逃がすのではなく、奴(ど)隷(れい)として売り飛ばすことにしようと。

			　少女の喉を治せるものなら治す気なのは、その方が高く売れそうだからにすぎない。

			「喉の治療に高価なユニコーンたんの角を使ってあげたら、そのあと、このエルフ奴隷たんを売り飛ばしても、全然、採算とれないのにね☆」

			　シィルが何か言っているが、気にしないでおく。

			　もう一度言うが、俺はお人好しではない。

			　計算違いで、目論見(もくろみ)が外れて損をしてしまうことは、まぁ、あるかもしれないが。しかしそれは――

			「アッシュ君って、偽悪者っぽい子なの☆」

			　シィルがまたも何か言っているが、気にしないでおく。

			　そうそう、奴隷の待(たい)遇(ぐう)は主人により天と地ほど違うらしいし、できる限り良い主人を見つけてやるつもりではある。

			　逃亡奴(ど)隷(れい)として過酷に生きるより、人の良い主人の下で衣食住が保証される奴隷生活の方がよほど幸せかもしれない――が、そのことと、俺の気が変わったのは別に関係ない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　やっと大草原についた。

			「…………まさか…………いえ、あの火山、ま、間違いありません……この地は……」

			　大草原が見えた途端、なぜかレミリアが酷く怯(おび)えた声で言った。

			　俺の首に回しているレミリアの細く美しい腕が、ブルブルと震えてもいる。

			　火山がどうしたって？

			　確かに大草原の遥か向こう、南の方角には火山がある。しかし、これだけ離れているのだから、たとえ噴火してもこの辺りに被害は全くないと思うのだが。

			　レミリアがよりいっそう怯えた声――畏(い)怖(ふ)の色まで含んだ声――で、ポツリと呟(つぶや)いた。

			「…………真竜王の狩猟場…………」　

			　真竜王の狩猟場？

			　なんだか、とてつもなく嫌な予感がする名前が出てきたぞ。

			「レミリア、それ、どういう意味だ？」

			「神すら殺す力のある真の竜たちの王――真竜王」

			「な、なんだかずいぶんと凄まじい存在だな。でも、その真竜王がなんだというのだ」

			「その１匹が、南の彼方にかろうじて見えるあの火山……〝真炎山〟を住処としているのです」

			　なにっ!?

			　驚(きよう)愕(がく)した俺は、遠く南方にある火山を見たまま目が釘付けになった。酷く恐怖を感じ、思わず身体が動かなくなる。

			「名前は確か、真竜王ゾグダリアズ。竜としての種族は火の真竜で、遥か古代から生きているとも言われている伝説的な竜です。そして、この大草原は、真竜王ゾグダリアズの餌場にして狩猟場だったはずです。この大草原に生きるすべての生物は、真竜王の餌……なのです」

			「ほ、本当にそんなとんでもない竜が、あの火山にいるのか？」

			　生唾(つば)を呑みながら尋ねる。

			「そのはず……です」

			「…………」

			「ただ、私がその話を聞いたのは、ハイエルフの森に住んでいた頃。それもかなり昔の話なので、今も真竜王ゾグダリアズが住んでいると断言はできません。それに非常な長寿を誇る真竜といえども、不死ではありませんし、既に死亡している可能性もあります」

			「昔って、どれぐらい前なんだ？」

			「私がその話を長老たちから聞いたのは、今から千と数日前です」

			　１０００日と数日か？　それなら――俺は頭で計算し、

			「え～と……３年近く前ってことか？」

			「あ、いえ、１０００年と数日前です」

			　なんだ、それならその恐ろしそうな真竜王もとっくに死んでいるだろう。

			　死んでいるはずだ。うん。

			　ホッと、安(あん)堵(ど)のため息をつく。

			　しかし、１０００年以上前に話を聞いた、ね。

			　このハイエルフ、いったい何歳なんだ？

			　見た目は、10代半ばから後半ぐらいの美少女なのに。

			「この地に長く生きる動物や幻獣たちのうち、知性ある生物なら真竜王ゾグダリアズの生死に関して知っているかもしれません」

			　そう聞いて、ユニコーンの長である老ユニコーンのことを思い浮かべた。

			　どうせ、エルフ少女の治療にユニコーン牧場に行くつもりだったのだ。老ユニコーンに、その真竜王ゾグなんとかの話を聞いてみるか。

			　大草原の一角にあるユニコーン牧場まで飛ぶ。

			　老ユニコーン・クリフは、牧場でのんきに日向ぼっこをしていたが、真竜王について尋ねると途端に様子がおかしくなった。

			「し、し、しししし真竜王……ゾ……ゾグ……ゾグダリアズ……（ガクガク）」

			　なんか凄まじく震えているな、この老ユニコーン。

			　四つの足すべてが酷く震えていやがる。

			「大人のお馬さんなのに、生まれたてのカモシカたんみたいにガクブルしすぎで情けないの♪」

			　シィルの言葉に、俺も同意だ。

			「で、まさか今も生きているのか、ソイツは？」

			　最も関心があることをクリフに聞いた。

			「ああ、生きている。……あの悪魔、いや悪魔などより遥かに邪悪で恐ろしいあの竜は、生きているとも……」

			　うげ……マジか。

			「俺がこの大草原を発見してしばらく経つけど、そんな竜の姿なんて一度も見たことないけどな」

			「それはそうじゃろう。かの竜は今、休眠期じゃからな」

			「休眠期？　じゃあ今は、熊の冬眠みたいに眠っているってことか？」

			「うむ」

			　そう言えば以前、生物および魔物学の授業で、竜には休眠期があるとか、母親に習ったことを思いだした。

			　竜は不眠不休で動き回れる活動期と、ちょっとやそっとのことでは起きない休眠期を繰り返すはずだ。

			「確か若い竜ほど活発に活動する時期が長く、年をとるほど休眠期が長くなるよな？」

			「そのとおりじゃ。そして、真竜王ゾグダリアズの休眠期は非常に長い」

			「ふむ」

			「なにせ太古の昔から生きる真竜王ゾグダリアズは、竜としても非常な老齢であり休眠期が長いのじゃ。今では、10年周期で活動と休眠を繰り返している。そして今回、休眠に入ってから、まだ５年も経ってはいないはずじゃ」

			「それなら少なくとも、あと５年は――」

			「起きないじゃろうな」

			　それを聞いて、かなり安心した。

			　真竜王の脅(きよう)威(い)が今すぐ迫っているわけではないのだ。起きるのが５年後なら、それまでに何か対策を立てればいい。まぁ、この大草原から逃げだすぐらいしか、手はないかもしれないけど。

			　逃げるにしても、５年後ならずっと先のことだ。まだ慌てる時間じゃない。

			「前の活動期では、あの竜に儂(わし)の群れも襲われた。当時、５００頭を超えていた群れも、10分の１以下しか生き残れんかった。全滅せんかったのは、運よく真竜王ゾグダリアズが儂らの前に飛竜(ワイバーン)も数匹食っていたお陰じゃ。儂らを食い尽くす前に腹が満たされたからにすぎん」

			「襲われたのは不幸だったけど、空腹ではなかったのは、不幸中の幸いだったのかもな」

			「じゃが…………次にまた襲われたら…………（ガクガクガクガク）」　

			　当時の恐怖を思い出したのか、またガクブルしだす老ユニコーンのクリフ。

			「ふむ。５年経って真竜王が目覚める前に、新しい牧草地を確保しないといけないな」

			「新しい牧草地……じゃと？」

			「その竜の休眠期が終わる前に、大草原から離れた場所――どこかの無人島にでもお前らを移し、そこを新しいユニコーン牧場にする。言っておくが、お前らに拒否する選択肢はないぞ」

			　有無を言わさない強い口調で言う。

			「お……おおおおおお」

			「ん？」

			「わ、儂らのために、新天地を見つけ出してくると言われるのかよ」

			「あ、ああ、まぁな」

			「なんと、ありがたい…………ありがたやありがたや」

			　てっきり不平不満を言われると思ったら、逆に感謝されてしまった。

			　もし老ユニコーンに可能ならば、両手を合わせて俺を拝みかねないぐらいだった。馬であり、蹄(ひづめ)のユニコーンが両手を合わすことは不可能だろうけど。

			　しかし、こうまで感謝されるとは。

			　……調子が狂ってしまう。

			「なんにせよ、時間の猶予がまだ５年もあるなら、移住は当分先の話だけどな」

			「あの竜が休眠期に起きてきたことなど儂(わし)が知る限り一度もないし、少なくとも５年は安心じゃが。移住の約束、ぜひとも守ってくだされよ」

			「お前らが俺に協力的ならな」

			「儂らにできることなら、むろん手助けはする」

			「そうか。では、さっそく協力を願いたい」

			　俺は傍にいるエルフ少女の喉を指さした。

			「お前らは、生きたままでもその角で怪我や病気を治せるって言っていたよな。この娘の喉を治してくれ…………声帯が切られちまっているんだ」

			「角による癒しを行えば、生命力が失われ、相応の寿命が削られるのじゃが…………」

			「頼む」

			　俺は頭を下げて頼んだ。

			　別に頭など下げなくとも、無理やり言うことをきかせることはできただろうが。

			　俺がその気になれば、いくらでもコイツラの角を切り落とすことだってできるのだ。

			　だが、今はなんとなく頭を下げたい気分だった。

			　頭を下げたかったから下げた。

			　人から強制されて頭を下げるのは嫌いだ。

			　だが、自分が下げるべきだと思った時に下げるのは、別になんとも思わない。むしろ、下げるべき時にも下げずにふんぞり返っているような、傲(ごう)慢(まん)な人間にはなりたくない。

			　俺自身が、そういった人間を軽(けい)蔑(べつ)し、嫌っているからだ。

			　前世で俺が会社に勤務していた時のパワハラ大好き糞(くそ)上司も――いや、それはどうでもいい。

			「…………群れの中で一番生命力に溢れている若いユニコーンを呼ぶとしようか。儂(わし)の子供のジオじゃが。おい、ジオ、こっちに来るのじゃ」

			　クリフが、遠巻きに眺めていた他のユニコーンたちから、１匹の歳若いユニコーンを呼んだ。

			　長く立派な角を持った若々しいユニコーンだ。

			　物語に出てくる王子様が乗るような白馬、いや、白一角馬でもあった。

			　俺は素直に美しいとは思った。美しいサラブレッドを見て思うような感覚で、だが。

			　ジオという名前らしい若ユニコーンは、警戒しながら近づいてきた。

			「わぁ……綺麗です」

			　アンジェラが若ユニコーンを見て、ポツリと呟(つぶや)いた。

			「清き乙女よ。そなたなら私に触れることを許そう」

			　若ユニコーン・ジオが、優しげな声でアンジェラに言った。

			　アンジェラが許可を求めるように俺の顔を見てきたので、黙って頷く。

			　アンジェラは緊張しながら若ユニコーンの傍に寄り、その身体にソッと触れた。

			　ユニコーンは目を細め、機嫌良さそうにしている。もし、男の俺が触れたら途端に気分を悪くすると思うけど。

			「そこの古き血を引くエルフよ。清き乙女であるお前も、私に触れてよいぞ」

			　微苦笑しつつハイエルフのレミリアが若ユニコーンに近づいた。

			　レミリアの背に隠れるようにエルフ少女も近づく。エルフ少女も、美しい若ユニコーンに触れてみたいのだろう。

			　レミリアが鬣(たてがみ)に触れて優しくなでると、若ユニコーンはますます機嫌がよくなった。

			　だが、続いてエルフ少女が震える手で若ユニコーンに触れようとしたら――

			「触るなっ！！！！！！！！！」

			　若ユニコーンが激(げつ)昂(こう)した。

			　……おい。

			「私に触るんじゃないぞ、穢(けが)れた雌豚がっ！！！　汚らしい男などに股を開いた経験のある非処女が私に触れて良いわけがないだろうがっ！！！！！！　消えろ、汚らしい汚物がっ！！！」

			　いきなり酷い暴言を吐く若ユニコーン。

			　少女が震えながら俯(うつむ)いた。草原の地が少女の涙で濡れる。

			「高(こう)潔(けつ)かつ高貴な私に触れていいのは、清き乙女だけなのだ。貴様のような汚らしい穢(けが)れた非処女が触れるなど、到底我慢できんわっ！　汚らしい人間の男などにパコられた――ぐわっ!?」

			　若ユニコーンが暴言を吐いている途中だが、思いっきり馬面の横面を殴りつける。

			　助走をつけて殴ってやった。

			　非暴力主義を主張したインドの聖人ガンジー。そのガンジーでも、助走をつけて殴るレベルの暴言だと感じたからだ。

			　体重数百キロはある馬相手に、格闘の素人であり、別に膂(りよ)力(りょく)が優れているわけでもない俺の拳など大したダメージではなかっただろう。

			　それでも、殴られたショックからか若ユニコーンは酷く狼(ろう)狽(ばい)した。もっとも、男の俺に触れられたショックの方が大きかったのかもしれんが。

			「な、ななな、何をするかっ！　高潔であり高貴であり気高く美しい私を、こともあろうに汚らしい人間の男が殴りつけるなど――」

			「黙れ」

			　俺は若ユニコーンの角を掴みながら、低い声を出した。

			「き、貴様、私の美しい角からその汚い手を――」

			「喋(しやべ)るな…………さもないと、今すぐテメェの角をへし折るぞ、糞(くそ)ユニコーン！」

			「……………………」

			　本気であることが伝わったようだ。ユニコーン・ジオは黙り込んだ。

			「お前はもうそれ以上喋るな。次に口を開いたら、角をへし折った後、馬刺しにして食っちまうからな」

			「……………………」

			「俺の言葉が理解できたか？　理解できたなら黙って頷け」

			　角から手を離してやったら、ジオは大慌てで何度も頷いた。

			　目が盛大にキョドってもいた。これ以上、俺を怒らせたら、本気で馬刺しにするつもりであることが、ちゃんと伝わったようだ。

			「よし、そのまま何も喋らずに、この子の喉をその角で治せ」

			「つ、角による癒しを行えば、私の寿命が――」

			「喋るな」

			「…………」

			「選ばせてやる。今、角を切り落とされて即死するか、その角を使ってこの娘を治し、残りの寿命を生きるか」

			「ふ、ふざけるな！　そんな二択など選べるわけが――」

			「喋(しやべ)るな」

			「…………」

			「で――どっちにする？」

			「……清き乙女のためならば、我が寿命ですらいくらでも捧(ささ)げよう。しかし、穢(けが)れた非処女などには――」

			「喋るな」

			「…………」

			　もういっそ、このムカつくことばかり口にするジオの角を切り落としてやろうか――そう決めかけた時、老ユニコーンのクリフが厳(おごそ)かな口調で言い放った。

			「ジオよ、大人しくこの人間の言うことを聞け。この人間は我らの生死を握っているのだ。そして群れの未来、繁栄も。命令が聞けぬのならば――いっそ死ね…………群れのために」

			　長老も味方してくれないことが分かったジオは、一度、俺を憎々しく睨(にら)んだ後、あきらめ口調でつぶやいた。

			「……ク……わ、分かった。一度だけ……一度だけ、我が角を使ってやる」

			　どうやら観念したようだ。よし、喋るのを許してやろう。

			「本来ありえないのだがな。私たちは、高(こう)潔(けつ)であり高貴であり気高く美しく、さらには勇気に溢れるユニコーンなのだから」

			　正直、イラっとくるが、まぁ、自画自賛の言葉ぐらいは許してやる。

			「下(げ)種(す)な人間の男の分際で、貴種である、われらユニコーンを脅(おど)すなど…………身の程を知れ…………」

			　何か俺が侮(ぶ)辱(じよく)されているようだが、まぁ、別に構わない。聞き流してやる。

			「まったく、本来なら絶対にありえん。私たちユニコーンが、その角を穢(けが)れた非処女に使うことなど――」

			「《風精霊の刃(シルフブレード)》」

			　俺は殺意を込めて、《風精霊の刃(シルフブレード)》を振り下ろした。ジオの角めがけて。

			　そして、ギリギリで寸止めする。

			　さらに、きつく命じる。

			「喋(しやべ)るな」

			「…………」

			「次、一言でもくだらんことを喋ったら本当にぶち殺すぞ」

			　俺はこの若ユニコーンが、次、一言でも余計なことを喋ったら本当に殺す気になっていた。

			　殺気と本気は、ジオにも十分伝わったようだ。

			「…………（ガクガクガクガクガクガクガクガク）」

			　勇気に溢れるらしいジオの足が、震えまくっていた。

			「生まれたてのカモシカたん以上にガクブルしているの！　なっさけないなぁ☆」

			　シィルの声が耳に聞こえてきた。

			　若ユニコーンは完全に観念し、その角でエルフ少女に治療をした。

			　無言のままで。

			　

			　エルフ少女は喋(しやべ)れるようになった。生物としての機能的には。

			　ただ、ずっと喋っていなかったせいなのか、その言葉は非常にぎこちない。というか、単語中心のカタコトでしか話せなかった。

			　そのうち、慣れて普通に喋れるようにはなると思うが。

			　エルフ少女について、いくつか判明した。

			　名前は…………ないらしい。

			　生まれてからずっと奴(ど)隷(れい)だった彼女は、主人から名前すらつけられていなかったらしい。それだけでも、主人から物扱いされてきた辛い過去が想像できる。

			　また、エルフはエルフでも、人間の血が半分混じったハーフエルフらしい。

			　それから――彼女は、俺の奴隷になることを強く希望してきた。

			「私、なんでも、する」

			「…………」

			「捨てられる、嫌」

			「…………」

			「奴(ど)隷(れい)、して、貴方(あなた)の」

			「…………」

			「お願い」

			「…………」

			「お願い……お願い……お願い……お願い……」

			　足にしがみついて、何度も何度もエルフ少女――いやハーフエルフ少女が懇(こん)願(がん)してきた。

			　奴隷はもうアンジェラとレミリアがいる。これ以上、必要はない。今のところ、奴隷の数を増やす気はなかった。なかったのだが――

			「お願い……お願い……お願い……お願い……」

			　…………。

			　まぁ、いいか。

			　え？

			　喉を治して奴隷として売る？

			　…………そんなこと言ったかな？

			　俺は覚えていない。忘れた。

			　自分に都合の悪いことに関しては、忘れやすい性質なのだ。

		

	
		
			12　ジェンガ

			　

			　さて、まだ日も高い。

			　次は――牝(ひん)馬(ば)を大量にゲットしてくるか。

			　ユニコーン牧場でユニコーンを繁殖させるために。アイツラから、処女の牝馬を牧場に連れて来て欲しいと要望を受けてもいるからな。

			　どんどん繁殖して数を増やして欲しいので、その要望は聞いてやる気になっていた。

			　まぁ、処女かどうかなどイチイチ気にせず連れて行くつもりだが。　

			　と、その前に。

			　留守番を任せる奴(ど)隷(れい)たち３人娘に、〝ある遊戯(ゲーム)〟を教えておいてやろう。

			　どうせなら、この３人には仲良くなって欲しい。

			　それには、一緒にゲームで遊ぶことが近道だと思う。親(しん)睦(ぼく)を広めるためのレクリエーションというやつだ。

			　彼女達もゲームを一緒にすることで打ち解け、仲良くなれるだろう。

			　――前世でも、そして転生した今も住んでいる町ではボッチであり、仲の良い友達が１人もいない俺が言っても説得力はない気はするけどっ！

			　獣人少女アンジェラ、ハイエルフのレミリア、ハーフエルフ少女の〝ルナ〟と一緒に、ある遊びをすることにした。

			　ちなみに、ルナという名前は俺が命名した。月(ルナ)と呼ぶことにしたのは、彼女が月のような銀色の美しい髪をしているからだ。

			　気に入ってくれたのか、名前をつけたらとても嬉しそうにしていた。

			「こうやってレンガを片手で抜き、そして最上段に積んでいくのを繰り返すんだ」

			　庭でレンガを用いて『ジェンガ』の説明をする。

			　名付けてレンガ・ジェンガだ。

			　風精霊(シルフ)の力でレンガの重量を軽くしている。だから、崩れて足にレンガが落ちても危険性はない。たとえ崩れても、怪我はしないしレンガも割れないのだ。

			　俺がいないときでも、精霊術が使えるレミリアがいれば同じように重量を減らせるだろう。とりあえず見本として、まずは俺１人でレンガ・ジェンガを行う。

			　ちなみにだが俺は、一人遊びが結構得意だ。

			　理由は言わずもがなだが、ぼっちだからだ。１人で遊ぶことが多いぼっちは、一人遊びが得意になるものなのだ。

			　前世では、どこまで高く積めるかにチャレンジする１人ジェンガもかなりの回数やってきた。

			　…………言っておくが、１人ジェンガは〝公式〟も認めている立派な遊び方なんだぜ。

			　

			　さほど時間をかけず、絶妙なバランスで肩の高さまでブロックを積んだ。

			「わぁ、凄いです」

			「面白そうな遊びですね」

			「ハラハラ……ドキドキ……」

			　レンガで積んだタワーを見て、アンジェラ、レミリア、ルナが感想を漏らした。

			　アンジェラは目を輝かせて無邪気に喜んでいる。

			　レミリアは落ち着いた雰囲気ながら、微笑を浮かべていた。今日、奴(ど)隷(れい)にしたばかりだった時より、ずいぶん彼女の表情が柔らかくなっている。良い傾向だ。

			　ルナは、いつレンガタワーが崩れるかと不安げにしつつも、興味深そうにしている。

			「次に、複数人で遊ぶ対戦の場合だ。対戦は順番に抜き取りと積み上げを繰り返して、崩してしまったら負けとなる」

			　ジェンガによる対戦のやり方も実演する。

			　俺１人で。

			　え？

			　１人で対戦はできない？

			　オイオイ何を言っているんだ。

			　人間の手は２本――あるんだぜ。

			　俺は右手と左手を使い、対戦を実演した。左右の手による、〝１人ジェンガ対戦〟である。これも俺はかなりの経験があった。

			「ちなみに俺は、この右手で好敵手(ライヴアル)相手に１０００勝以上している」

			　そう言って右手を掲げると、なぜかアンジェラが不安そうな顔をした。

			「ご、ご主人様とそれだけの回数、遊んでいる人って、だ、誰ですか？　お、女の人ですか？」

			　なんて震える声で聞いてもきた。

			　俺は右手を下ろし、今度は自分の左手を掲げて解説する。

			「右手(ミギー)の好敵手である左手(ヒダリー)は、器用さでは劣るものの、トリッキーかつパワフルな技を魅(み)せる。対戦成績は、やはり器用さに優れた右手に勝ち越されているが」

			「………………」

			「………………」

			「………………」

			　３人の目が、一気に点になった。

			　ポカーンとしている。

			　は、外してしまったか？

			　ジョークのつもりだったのに。前世で、通算２０００回以上の対戦を右手と左手にさせていたのは事実だけど。

			「え……と。ご、ご主人様は、お、お１人で遊ばれていた――ということですか？」

			　遠慮がちに聞いてくるアンジェラ。

			　俺は顎(あご)を引いて頷いた。かなり恥ずかしくなりながら。あらためて他人から指摘されると、なんだかとても恥ずかしくなってきたのだ。

			　おい、レミリア。

			　なぜ、目に慈愛の光を溢れさせ、優しい微笑を向ける。やめろ、そんな目で俺を見るな。

			　生暖かい目で見られた方が、まだマシな気が…………。

			　アンジェラはアンジェラで、胸に手を当て、なぜかホッとしているし。

			　ルナは自分の両手を交互に見つめながら、不思議そうな顔で「ミギー？　ヒダリー？」とか呟(つぶや)いている。

			　…………。

			　ちなみにだが、俺は一人二役のぼっち遊びどころか、一人三役で遊んだことも結構ある。右手の右手選手と左手の左手選手、さらに〝口(くち)〟による解説役の本(もと)部(べ)の一人三役をこなして、１人で遊ぶこともあったのだ。一人遊びに関しては、相当な熟練度を持つ練達者(エキスパート)であったと、自負している。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――しばらく、４人でレンガ・ジェンガを楽しんだ。

			　一日の長がある俺を除けば、手先が器用そうで頭も良さそうなレミリアが一番強くなった。

			　さて、そろそろ牝(ひん)馬(ば)を探しに行くか。

			　俺は、魔法の革袋に入っているいくつかの魔道具を取りに家の中に戻ることにした。

			「アンジェラ、お前もちょっときてくれ」

			　声をかけると、嬉しそうに尻尾(しつぽ)を振りながら獣人少女がついてくる。

			　魔道具のうち、二つ一組である『通話のピアス』を取り出して、片方を手渡した。

			　かなりの距離が離れていても通話ができる、非常に便利な魔道具だ。

			　携帯電話みたいなものだと思って欲しい。通話料は無料だが。

			　風精霊(シルフ)の力を借りる《風の声(ウインドボイス)》でも、相手の声を聞いたり、話したりは一応できる。

			　だが、《風の声(ウインドボイス)》は、声の届く距離にかなり制限があるからな。『通話のピアス』よりも電波……いや、声が届く距離は短い。それに、どちらかが密封された部屋の中のように風が流れていない場所にいたら、効果が期待できないという欠点もある。

			　せっかく『通話のピアス』を買ったのだし、さっそく使ってみることにしたのだ。

			「俺はちょっと出かけてくる。何かあったら、３人の代表として、お前が『通話のピアス』の片割れで俺に連絡してくれ」

			「わ、私が……ですか？　レミリアさん、でなくて」

			「ん？　ああ、まぁ」

			　１日だけとはいえ、奴(ど)隷(れい)としてはアンジェラが一番先輩だ。それが理由で、一応、代表にしただけである。

			　だが、ことのほかアンジェラは喜んでいる。

			　あれか？

			　犬っぽい獣人だけに、序列にこだわるところでもコイツはあるのか？

			　それで、代表に選ばれたことが嬉しいとか？

			「嬉しいです……私、一生の宝物にしますから」

			『通話のピアス』を、それこそ宝物のように大切に持ちながら、自分の胸に優しく押し当てるアンジェラ。

			　一時的に貸しただけで、やるつもりはなかったが…………まぁいいか。

			　アンジェラはさっそく、自分の耳に『通話のピアス』をつけた。頭の上についている犬っぽい方の耳ではなく、ほぼ人間と同じ耳の方に。

			　あ、そっちにつけるんだ――と、少し不思議な気分になる。

			「ど、どうですか、ご主人様？　に、にに、似合っています……か？」

			　上目づかいで不安げに聞いてきたので、

			「ん？　ああ……うん」

			　と、一応、肯定しておく。

			　アンジェラは自分の頬(ほお)に両手を当て、「ニヘヘへ」と嬉しそうにはにかんだ。尻尾(しつぽ)を超振りながら。

		

	
		
			13　ＦＵＣＫ　ＹＯＵ

			　

			　庭でアンジェラたち３人にレンガ・ジェンガで遊ばせておき、俺は大草原の空に飛びたった。

			　しばらく探し回り、ようやく野生馬の群れを見つける。

			　１０００頭以上いそうな巨大な群れだ。

			　持ってきた魔道具の１つ『グリーンウィッグ』を頭に被る。動物たちと意思疎(そ)通(つう)を可能にする便利な魔道具である。

			　見た目は、光合成できそうなほど目にも鮮やかな緑色のカツラだ。

			　ちなみに長髪で、前髪パッツンだったりもする。そのため男の俺が被ると、女装用のカツラ(ウイツグ)に見えなくもない。いや、俺が訪れた魔道具店には、長髪タイプの『グリーンウィッグ』しか在庫がなかったので仕方なく、このタイプを買っただけだが。
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			　発動の合言葉である「Ｙ・Ａ・Ｐ(おしやべり)」と呟(つぶや)くと、馬たちの声が本当に理解できるようになった。

			「雄どもは去れ。牝は俺についてこい。お前らに拒否権はない」

			　俺は問答無用で宣言する。

			　当然、馬どもは拒否の意思を伝えてきた。

			　大柄で気性の荒そうな雄馬の１頭は、俺に向かって「消えろ……さもないと踏み潰すぞ」なんて脅(おど)してきやがった。

			　だが、雷の精霊ヴォルトの力を借りて曇り空から《落雷》を近くに落としたら、馬どもはだいぶ従順になった。というか、逃げ出すこともできないほど震えまくっている。

			　やはり、野生動物には力を見せつけて大人しくさせるのが一番手っ取り早い。

			　…………言っておくが、俺がしていることはまだしも穏当なのだ。

			　もし俺が野にユニコーンどもを放って、発情期中、または発情期が近いユニコーンたちがこの群れを見つけたとする。

			　その場合、この群れはもっと酷い目にあっているはずなのだ。

			　なにせ、ユニコーンどもときたら、野生馬の群れを見つけたら突撃し、その角により問答無用で群れの雄馬たちを突き殺すらしいのだ。雄なら仔馬でも容(よう)赦(しや)はない。

			　そして、自分たちの子を産ませる牝(ひん)馬(ば)を連れ去っていく。

			　牝(ひん)馬(ば)でも非処女であった場合は、容赦なく突き殺すか、遠くへ追い払うらしい。

			　まさに外道。

			　まさに畜生。

			　いや、ユニコーンは畜生で間違いないけど。

			　まぁ、野生は弱肉強食の世界だ。この非情な行為に対して、俺は別にユニコーンどもを非難するつもりはない。

			　ぐう畜（ぐうの音も出ないほどの畜生）だとは思うけど。

			　だが、この世界の一部の地域では、ユニコーンを聖獣・聖馬あつかいしているらしい。おそらくは、コイツラの実態を知らないのだろう。

			　他の群れを襲って雄を皆殺しにし、牝（処女限定）と交尾しまくるなど、聖獣どころか性獣の名こそ相応しい気がする。

			　もっとも――

			「牝(ひん)馬(ば)たち。今から、お前たちをユニコーンの群れに連れて行く」

			　と、俺が教えてやると、意外にも牝馬たちは喜んでついてきたけど。

			　どうやらユニコーンたちが得意気に言っていたように、馬社会では、ユニコーンは優性種族扱いらしい。

			　牝馬からすればユニコーンたちは、エリート・イケメン揃いなのかもしれん。

			　悔しがる雄馬たちに多少の同情をしつつも、俺は牝馬たちをユニコーン牧場に連れて行った。

			　柵代わりの城壁に《大地の大穴(トンネル)》で穴を一時的に開け、牝馬を中に入れる。

			　牝馬を見た途端、ユニコーンどもが殺到してきた。そして、我先にと牝馬と交尾しまくるユニコーンども。

			　……ホント性獣だな、コイツら。

			　群れの雄馬と別れたばかりなのに、大喜びでユニコーンとの交尾に応じる牝馬どもも大概だけど。

			　まぁ、野生動物らしいといえばらしいけどな。

			　しかし、牝(ひん)馬(ば)の約半分はユニコーンどもから相手にされていないな。牝馬の方がユニコーンの倍以上いるわけで、余るのも当然だが。

			　やはり若くて美しい牝馬から孕(はら)ます気なのだろうか？

			　最終的に、ほとんどの牝馬を孕ませてくれるなら、それでもいいけど。

			　――いや、ユニコーンどものことだ。

			　俺はあることが気になって馬たちの様子を注意深く観察した。

			　すると、危惧していたとおりだった。

			「……処女としか交尾してないぞ、この性獣ども」

			　ユニコーンが交尾しているのは、処女の牝馬だけだった。

			　先に処女の牝馬から交尾するのは別に構わない。問題は、ユニコーンどもに非処女の牝馬と交尾する気がまったくなさそうなところだ。

			　せっかく俺が連れてきた牝馬のうち、約半分は非処女だというのに。

			　ユニコーンどもが非処女の牝馬とも交尾して孕ませた方が、ユニコーン牧場の〝生産性〟がもちろん高くなる。

			「ぜひとも、非処女の牝馬にも種付けしてもらう必要があるな」

			　それに…………ユニコーンたちからまったく相手にされていなくて、哀しそうにしている非処女の牝(ひん)馬(ば)たちが、ちょっと………………。

			　もちろん、相手が人間（もしくは人間に準ずる生物）なら、女性に対する好みをどうこういうつもりはない。

			　性癖が偏っていて処女しか抱けないというなら、それはそれで構わない。

			　しかし、ユニコーンどもはしょせん馬（獣）。知能があろうが、俺にとっては馬畜生なのだ。当然のことながら、馬(ユニコーン)に人権はない。

			　そもそも、俺はこのユニコーン牧場のオーナーである。

			　処女しか孕(はら)ませないなどと、そんな舐めた真似、許さんし許す必要もない。

			　ユニコーン牧場の生産性が落ちてしまうからな。

			　一応、穏便にすませるべく、ユニコーンたちに口頭で頼んだ。処女の牝馬を孕ませた後でいいから、非処女の牝馬とも交尾してくれと。

			　ユニコーンたちの心情を考慮して頭を下げ、誠意を込めて頼んだ。

			　だが、

			「ふっざけんなっ！」

			「そうだ！　どうして俺たちが非処女なんかとパコらなきゃいけねーんだよっ！」

			「僕たちユニコーンは、処女としか交尾しない生物なんだ。常識だろ常識」

			「見た目の綺麗な非処女(ビツチ)より、たとえ不細工でも処女(オトメ)。これも常識」

			「牝(ひん)馬(ば)をドンドン孕(はら)ませて欲しかったら、もっと処女を連れてこんかいっ！」

			　ユニコーンたちは聞く耳を持たない。

			　一番長く立派な角を持つ、威勢の良い若ユニコーンなどは、

			「汚らしい非処女の牝馬などと、私たち、誇り高く高(こう)潔(けつ)であり高貴かつ清らかなユニコーンが交尾できるわけがなかろうがっ！　汚物に等しい非処女などと交尾すれば、私たちの大切な一物（生殖器）が腐り落ちてしまうわ！　さっさとその汚物どもを、この場から連れ去れっ！　汚い非処女などと同じ空気を吸うだけで気分が悪くなるっ！！！！！」

			　とんでもない暴言を吐きまくっていた。

			　よくみると、若ユニコーン・ジオだった。

			「ほら、さっさとその汚物どもを連れ去らんか、人間っ！」

			　まだ自分の立場が分かっていないジオが、俺に命じてきた。

			「「「「そうだ！　そうだ！」」」」

			　ジオに同調し、五月蠅(うるさ)く喚(わめ)きだすユニコーンども。

			　…………ほんとに、こいつらだけは…………。

			「そ――」

			「ＦＵＣＫ　ＹＯＵ……ぶち殺すぞ…………ゴミめら…………！」

			　シ～～～～～～～～ン。

			　俺が据わった目で睨(にら)みつけながら脅(おど)したら、ユニコーンたちは一斉に黙った。

			　

			　散々脅しつけ、ユニコーンたちに非処女の牝(ひん)馬(ば)と交尾し、孕(はら)ますことを約束させることに成功した。

			　グダグダ言っていると、角より先に生殖器を切り落として、一生交尾できなくする――この脅しが効いたと思われる。

			　ユニコーンどもも去勢は嫌なのだろう。

			　……しかし、俺も鬼ではない。

			　無理やり交尾させるのではなく、ユニコーンたちの方から非処女の牝馬とでも交尾したくなるようにしてやろう。

			　街で〝馬の交尾用の興奮剤〟を大量購入し、ユニコーンどもにぶち込んでやろう。

			　特に、あの処女厨すぎるジオには大量にぶち込んでやる。

			　そして、非処女かつ一番年老いた牝馬と二人っきりになれるよう隔離してあげよう。

			　ユニコーン牧場の生産性を高める計画を考えながら、城(じよう)塞(さい)都市カレに向かった。交尾用の強力な興奮剤を大量購入するために。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あ、あの、２人ともご主人様のこと、ど、どう思っていますか？」

			　空を飛んでいる途中で、獣人少女アンジェラの声が聞こえてきた。

			　右耳につけている『通話のピアス』からだ。

			　別に緊急事態というわけでもなさそうだが、起動しているようだ。アンジェラが何かの拍子に手が触れたりして、起動スイッチを押してしまったのか？

			　本人は『通話のピアス』が起動していることに気付いていないようだが。

			　――アンジェラを含めた奴(ど)隷(れい)たちのガールズトーク（？）が、聞こえてきた。

			「そう……ですね。第一印象よりずっと優しく思いやりのある人――でした」

			　この声はレミリアだ。

			　主人である俺と話すときと同じく、敬語だった。奴隷の中では一番――というかブッチギリで年長者なんだが。

			　一応、先輩であるアンジェラに気を使っているのか？

			　それとも、丁寧な口調で喋(しやべ)るのが癖(くせ)なのかも。　

			「……イイ人……とても。ユニコーンに……厳しい……けど……ユニコーン……怖がっていた……。可哀想……だった」

			　途切れ途切れにだが頑張って話そうとしているこの声は――喋(しやべ)れるようになったばかりのルナだろう。

			　ルナこそユニコーンに酷く侮(ぶ)辱(じよく)された本人なのに、あの馬どものことを案じてやるとは。

			　非常に思いやりのある心根の優しい少女なのだろう。

			　そうそう、ルナのことを１５０センチ半ばの身長や外見から、14歳ぐらいだと思っていた。

			　だが、実年齢は10歳と半年らしい。

			　ハーフエルフも含めて、エルフも15歳前後までは人間と同じように成長するらしいが、ルナはその実年齢にしては、かなり背が高い。

			　将来的には１７０センチを超えそうだ。１８０センチはさすがに超えないと思うが。

			「でも……嬉しかった…………私のため……怒ってくれた……から……」

			　別に、感謝などしなくてもいいけどな。

			　俺自身が、あの暴言を吐きまくった若ユニコーン・ジオに腹が立ったから怒ったわけだし。

			「それに……私……救ってくれた。喉……治して……くれた……私……あの人に……一生尽くす……私の……全部……あげる」

			「ぜ、全部って、そ、それはど、どういう意味ですか？」

			　アンジェラの焦った声が聞こえてきた。

			「だから……全部……処女は………………もう………………無理……だけど………………」
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			　しばらく沈黙が続いた。

			　アンジェラもレミリアも、ルナを気遣っているのだろう。

			　だが、次にルナが口を開いた時、騒然となった。

			「前の代わりに…………お尻…………あげる…………後ろは……まだ…………だし…………」

			「お尻!?」

			「な、ななな、何言っているんですか、ルナさんっ！　そ、そそそ、そんなの駄目っ！　駄目です駄目ぇぇぇぇぇっ！！！！！」

			　ルナの爆弾発言に、レミリアとアンジェラが酷く狼(ろう)狽(ばい)している様子の声を出す。

			　特に、アンジェラの狼狽が酷い。

			　かくいう俺も、かなり驚いたけど。

			「だって……私…………あげられるの…………それしか………………私……処女……違う」

			　しゅんとしているのか、ルナの声は落ち込んでいた。

			「聞いてください、ルナ」

			「…………」

			「処女か非処女かなんて、そんなことで女性の価値は変わりません」

			　レミリアの声は優しく諭(さと)すかのようだった。

			「でも……でも……私……私…………汚れて……たくさん……汚れて…………」

			「いいえ、貴方(あなた)は汚れてなんかいません。決して」

			「…………あ…………」

			　脳裏に、レミリアが慈愛を持ってルナを抱きしめている光景が浮かぶ。

			「それに、処女だって知ったら、逆に男性から敬遠されることもありますから。重たく思われるようで」

			　苦笑しているかのようなレミリアの声。

			「そう……なの？」

			「ええ。３０００歳を超えてもまだ処女だって告白したら――大抵の男性は逃げていきます」

			　…………３０００歳の処女。それは重たい。

			　というか、処女歴３０００年、か。何か歴史的な重さすら感じる。

			　しかし、見た目は美少女ながら、ハイエルフのレミリアさんは少なくとも３０００歳以上なのか？

			　それなのに処女。

			　ユニコーンが知ったら狂喜しそうだな。

			「人間なら下手したら１００倍以上。普通のエルフでも数倍から数十倍、自分の年齢よりも長い間、処女――だった女には、尻込みしてしまうみたいなんです」

			　確かに、それは引かれそうだ。

			　レミリアが物(もの)憂(う)げな、それでいて切実そうな声で呟(つぶや)く。

			「…………いい加減………………………………………………処女捨てたいのに………………」

			　非常に切実な口調だった。

			　ユニコーンが知ったら発狂しそうな発言だ。

			「フフ…………私、ずっと…………これから５０００年、１万年と処女のままかも…………ハァァァァァァァァァ」

			　見た目は10代半ばから後半の超がつく美少女ハイエルフが、重たい溜息を吐いた。

			　実年齢はともかく、レミリアほど若々しく美しければ男が放っておかないと思うけどな。

			　ただ、レミリアはあまりにも美しすぎる。

			　加えて神々しいほどの気品もある。

			　そのため高(たか)嶺(ね)の花すぎて、今まで男から敬遠されていたのかもしれないが。

			「あ、恋人がいたこと自体はありますよ。相手は１００歳を少しすぎたばかりの若い男エルフでしたけど。あるエルフ国の王子の」

			「そ、そうなんですか、レミリアさん。ちょっと詳しくお聞きしたいです」

			　コイバナが好きなのか、アンジェラが食いついた。

			「でも、処女であることを告白して『３０００年以上も処女を守ってきたけど、あなたがちゃんと責任をとってくれるなら…………』なんて恥じらいながら言ったら、相手に思いっきり引かれちゃって、それっきりになりました」

			「え、え～と」

			「その人とは、キスもまだだったのに」

			「そ、そうなのですか」

			「というか、誰ともキスしたことすらないですけど」

			「………………」

			　アンジェラの戸惑っている様子が目に浮かんでくるようだ。

			「その日、万が一を考えて、一番露出度も高くて魅惑的(セクシー)な勝負下着を穿(は)いていたのに…………無駄になりました」

			　ババア、無理するな。

			　そんな言葉が俺の脳裏に浮かんだ。

			「その日、相手の男性には精がつく材料で手料理を振る舞ったのに……こっそり精力剤も入れて」

			　ババア、（相手に）無理させるな。

			　今度は、そんな言葉が脳裏に浮かんでくる。

			「でも…………今の私は奴(ど)隷(れい)。心まで隷属する気はないけど、主人であるアッシュ様に命じられれば夜(よ)伽(とぎ)も………………その時は………………」

			　嫌がっているように聞こえる。

			　しかし、レミリアが心の奥底では何かを期待しているようにも聞こえるのは、俺の気のせいか？

			「は、は、はいっ！　レミリアさん、はいっ！！！」

			「どうしたの、アンジェラ？　顔を赤くして手を上げて」

			「わ、私！　私が代わりますから！　よ、夜(よ)伽(とぎ)！」

			「え……」

			「ご、ご主人様も男の子だし、そういうのに興味を持たれて当然だと思いますっ。そ、そのときは、皆さんの代わりに、わ、私が……私が、全部…………」

			「まだ、アッシュ様は10歳らしいから今すぐ――はなくても、そのうち、本当に夜伽を命じるかもしれません。そのときは、アンジェラが私たちの代わりとして犠牲になる――と？」

			「ぎ、犠牲とか…………そ、そういうつもりじゃないです。だって、だって、私……私…………ご主人様のこと、だ、大好きですからっ！」

			「…………それは、主人として――ですか？」

			「わ、私、ご主人様のことは男性として………………本気で、あ、ああ、あ――」

			　そこまで聞こえたところで、俺は『通話のピアス』をオフにした。

			『通話のピアス』をこっちからオフにできることを思い出したからだ。

			　それに――これ以上、聞いてはいけない気もしたからだった。

			　…………。

			　聞いてしまったとしても、アンジェラの気持ちには――答えられない。

			　奴(ど)隷(れい)と主人だからではない。俺が人間で、彼女は獣人……だからだ。

			　この国では、獣人と人間が恋仲になることなど考えられない。

			　全世界的にそうなのか、それともこの国だけなのかは分からないが――少なくともこの国では考えられないのだ。

			　人間と獣人との結婚は法的に禁止されており、倫理的にも許されないこととされている。

			　人間が獣人と性的な肉体関係を持つことも、禁(きん)忌(き)とされていた。

			　獣人との性行為は、この国の社会的常識からすると、倫理的には獣（動物）と交わる獣(じゆう)姦(かん)に近いのだ。

			　現代地球でも犬や馬と性行為をすれば、普通、とても非難されて白い目で見られる。この世界において、獣人との性行為は、それに近い扱いなのであった。

			　もし俺が、獣人であるアンジェラと肉体的な関係を持ち、それが世間に知れたとする。

			　この国に、俺の居場所は完全になくなるだろう。社会的に抹殺される。家からも勘当されるに違いない。誰も俺を庇(かば)ってはくれないだろう。

			　それほど、獣人と関係することは禁忌であり忌(き)避(ひ)されるべき行為なのだ。

			　前世の記憶があるせいか、俺自身の倫理感は他の人間と比べれば、そのあたりかなりズレてはいる。

			　アンジェラのことは、犬耳と尻尾(しつぽ)が生えているだけの美しく愛らしい少女にしか見えないこともある。

			　だが、俺は転生してから10年以上たってもいる。この世界で幼い頃からの教育で身につけてきた道徳・倫理観が、俺にも多少はあった。

			　さすがに、社会から散々に非難されて居場所を完全になくす覚悟なんて持ってもいない。

			　今の俺は――アンジェラの気持ちには答えられない。

			　だから、知りたくなかった。

		

	
		
			14　グリフォン襲来

			　

			　城(じよう)塞(さい)都市カレについた俺は、馬の交尾用の興奮剤を大量購入した。注入用の注射器も。

			　高速飛行でユニコーン牧場に戻ることにする。

			　ん？

			　牧場が騒がしいな？

			　あっ!?

			　ユニコーン牧場は、土で作った高い城壁に囲まれている。

			　しかし、天井はない。

			　飛行系モンスターの襲撃を危(き)惧(ぐ)し、天井も作るつもりではあった。だが、ユニコーンたちから反対された。陽の光が当たらなくなることに猛反対されたのだ。

			　俺も、暗闇の中に閉じ込めておくのは、可哀想かもしれないと思いとどまった。

			　ユニコーンの話では、この大草原では飛行系モンスターは個体数が少ないこと。ゆえに、襲われることなど滅多にない――とも聞いていた。実際、この大草原の空で飛行系のモンスターを、ほとんど目撃したことがなかった。だから、この大草原においては、空からの脅(きよう)威(い)をさほど気にすることはないと認識していた。

			　だが……その認識は甘かったようだ。

			　現に今、ユニコーン牧場は襲われていた。飛行系モンスターの一種である魔獣グリフォンの大群に襲われていたのだ。

			　翼と上半身は鷲(わし)、下半身はライオンの魔獣グリフォン。

			　雄馬を喰らい、牝(ひん)馬(ば)は犯して自分の子を孕(はら)ませる魔獣。

			　ある意味、ユニコーンの最大の天敵といえる。

			　自分たちを喰う捕食者としても、処女も含めた牝馬を犯す許せざる敵としても。

			　ちなみに、グリフォンと牝馬の間に生まれた、鷹の上半身に馬の下半身を持つ生物は、魔獣ヒッポグリフであり、調教すると乗馬にもなる――と、そんな豆知識を披露している場合ではないな。

			　魔獣グリフォンを、今すぐ追い払わないと。

			　しかし…………数が多い。１００体以上いる。

			　グリフォンは恐るべき強敵だと母親から聞いていた。

			　たった１体でも、百戦錬磨の戦士、熟練した魔導師でも苦戦し、命を落とすこともある危険な相手なのだ。

			　戦力的にはユニコーン10体でも、グリフォン１体に及ばないだろう。

			　それが１００体以上。

			　このままでは、ユニコーンたちが遠からず全滅するな。…………なんとかしてやらないと。

			　俺は、ユニコーンの牧場の責任者でもあるのだ。

			　それに…………あいつらも俺のモノだ。

			　俺は自分のモノに手を出す相手には容(よう)赦(しや)しない。

			「アッシュ君、私たち、頑張るの！」

			　風精霊(シルフ)のシィルがそう言ってくれてはいるが、正直、あまり活躍は期待できない。

			　風精霊(シルフ)による攻撃は、グリフォン相手には相性が悪いはずだ。

			　グリフォンの属性は【風】だ。

			　この世界のモンスターには属性があることを、母親の授業で習っていた。

			　火竜の属性は【火】、水竜の属性は【水】、風竜の属性は【風火】といった感じだ。

			　ただ、【風】属性のモンスターには、属性として対極にある【土】属性の攻撃が効く。

			　母親からもそう教えられているし、俺も多分そうだろうとは思う。

			　問題は、【土】属性の攻撃だと空を飛ぶグリフォンどもに非常に当てにくいことだ。

			　地精霊(ノーム)の力を借りて大地から石を吹き上げる《石礫(ストーンブラスト)》という精霊術はある。だが、《石礫(ストーンブラスト)》では空飛ぶ相手には、まず届かない。

			　ユニコーンを殺そうとしてグリフォンが降下したとき――を狙うか？

			　タイミングは相当シビアだが。

			　狙いに気付かれて、空に浮かびあがられたら効果は薄いし。

			　…………大地の精霊王(ベヒーモス)の力を借りた非常に強力な土属性の攻撃である《大地震(アースクエイク)》は、それこそ空飛ぶグリフォンには無駄だよな…………。

			　空から大岩を落とすという、風精霊(シルフ)と地精霊(ノーム)の複合技《巨岩落とし(ロツクストライク)》。この精霊術なら、威力は大きいし、飛行系モンスターにも有効だが――単発技だ。

			　上手く狙えば、一発で数体のグリフォンは仕留められるが…………。

			　相手の数は１００体以上。

			　焼け石に水だろう。

			「《巨岩暴風落とし(ロツクストライク・ストーム)》…………しかないか」

			《巨岩落とし(ロツクストライク)》を連発する大技を発動させることにした。

			　あの大技は滅茶苦茶疲れるが――――今は、全力を尽くすべきだしな。　

			　俺は動物と会話できるようになる魔道具である緑のかつらこと『グリーンウィッグ』を頭にかぶった。

			　そして、ユニコーンたちを襲っているグリフォンどもに近づく。

			　一番近いグリフォンから距離50メートルを切ったところで、《姿隠しの衣》を止めた。

			　俺は通常、精霊術を同時に２つまでしか発動できないからな。

			　まぐれで、３つ同時に発動できたこともあるけど。

			　姿を現してもまだ俺に気付いていない、あるいは眼中になさそうなグリフォンども。まずは俺に注意を向けさせて、ユニコーンどもへの攻撃を中止させないと。

			「《落雷》」

			　雷の精霊ヴォルトの力を借りて、曇り空から《落雷》を一番近くのグリフォンに落とした。

			　空から一条の雷が降り落ちる。

			　直撃したグリフォンが悲鳴を上げた。

			　だが、ダメージこそあっただろうが、一撃では仕留めきれなかった。

			「俺の牧場に何してやがる！　ブチ殺すぞ、糞(くそ)グリフォンどもっ！」

			　叫びながら同じグリフォンに続けて《落雷》を落とす。

			　これでも、倒しきれない。

			　それどころか、攻撃したグリフォンが仲間と共に怒りの形相でこちらに向かって突っ込んでくる。

			　もう一発お見舞いして、ようやく１匹が落とせた。いや、地に墜ちこそしたものの、まだ息がありそうだ。

			　まったく…………しぶとい。

			　グリフォンの強(きよう)靭(じん)な生命力に、ゾっとした。

			　俺を敵、それも自分たちを殺す力を持つ危険な敵と認識したのだろう。仲間の仇(かたき)とばかりにグリフォンどもが一斉に襲ってきた。

			　最初に叫んだ挑発も、多少の効果はあったのかもしれない。

			「オラ、かかってこい。雑(ざ)魚(こ)どもっ！！！」

			　さらに挑発をしながら、怒り狂ったグリフォンどもが接敵してきたところで、空を飛んで逃げ出す。

			「どうした、テメェラのとろいスピードじゃ、一生俺に追いつけないぜ」

			　逃げつつも挑発する。

			　グリフォンどもを怒らせて、追いかけるのに集中させるためだ。

			「行くぞオラァ」「どうしたどうした」「楽勝」「オラオラオラァ」「なめんじゃねーぞ」「ヒャッホー」

			　挑発行為を繰り返しながら、距離をとりつつ空を飛んで逃げていく。

			　途中、《落雷》を何発か当て、よりグリフォンたちの怒りと憎しみ(ヘイト)を募(つの)らせながら。

			　挑発のセリフは、前世で対戦格闘ゲームをプレイする時によく使用していたキャラクターである〝最強の男〟のセリフから借りて使用させてもらった。

			　グリフォンの飛行速度も速いが、俺はもっと速い。

			　逃げ切ることなら問題なくできる。

			　しかし、逃げ切ってはいけない。

			　追いつけないことをグリフォンどもが悟ったら、Ｕターンして、またユニコーンどもを襲いに行くだろうからな。

			　俺は徐々に追いつかれているフリをした。飛行速度を絶妙に調整して、グリフォンどもとの距離を徐々にだが短くしていった。

			　正直のところ、かなりの緊張感とスリルがあった。

			　文字通り命懸けだからだ。

			　本当にグリフォンどもに追いつかれ、囲まれたら命はない。

			　１匹や２匹ならまだしも、相手は１００匹を超える。

			　１００匹以上のグリフォンに接敵され、肉弾戦に持ち込まれたら、まず勝てない。何匹かは道連れにできるかもしれないが、俺の命も終わってしまう。

			　

			　――かなりの距離を飛んだ。

			　そして、俺は――グリフォンどもの誘導に成功した。

			　大草原から岩石地帯まで誘導していた。

			　ここまで移動したのは、いくつか理由がある。

			　これから放つ大技にユニコーンどもを巻き込まないため――が理由の１つ。だが、最大の理由は、この岩石地帯が、これから放つ大技が最も威力を発揮する場所だからだ。

			　岩石地帯ゆえに、岩はいくつもある。巨体であるグリフォンよりも大きな巨岩すらも。

			　それに、この場所は地精霊(ノーム)の力――地の精霊力――が強く働いているエリアだ。

			　もちろん、室外なので風精霊(シルフ)の精霊力も強い。

			　また、俺にとって幸運なことに、さっきから風が強く吹いてきている。風が強く吹いているほど、風精霊(シルフ)の力も強まるのだ。

			　飛行速度を一気にあげ、グリフォンどもの大群から２００メートル以上距離をとった。

			　そして、地上に下り立つ。

			　岩石の１つに右足から降り立った。

			　そのまま疲れ果てたように、両手と片足の膝を地につけ、ガックリと頭を垂れる。グリフォンどもの油断を誘い、俺に殺到させるための演技だが。

			　最後の力を振り絞って速度を上げたが、結局疲れ果てて飛べなくなった――とでも思い込んだのか、グリフォンどもが我先にと殺到してきた。

			　ここが、自分たちの墓場になることを知らずに。

			「大地の精霊王・ベヒーモスっっっ！！！」

			　精神を集中し、俺は大地の精霊王(ベヒーモス)を呼んだ。

			　大地が割れ、岩で覆われた巨大な獣が姿を現す。

			　ただし、ベヒーモスの姿は前回呼んだ時より小さい。

			　半分ほどの大きさだ。

			　もちろん、わざとだ。

			　大地の精霊王(ベヒーモス)を完全体の姿で呼んだら、それだけで俺は本当に疲れ果てるからな。

			　それでは、〝もう１体の精霊王〟を呼び出せない。

			「風の精霊王・ジンっっっ！！！」

			　すぐさま風の精霊王(ジン)も連続して呼ぶ。

			　空にアラビア風の衣装を纏(まと)った巨人が姿を表した。

			　風の精霊王・ジンだ。

			　20メートルを超す巨体だが、これでも完全体ではない。

			「ベヒーモスっ！　ジンっ！　俺に力を貸してくれっ！！！」

			「良かろう」

			「承知した。風の心を知る者よ」

			　圧倒的な存在感をもつ精霊王たちは、下位の精霊とは違い、精霊使いではなくても肉眼でその姿を見ることが可能だ。

			　完全体ではなくても十分な巨体と迫力を持つ巨獣(ベヒーモス)と巨人(ジン)の出現に、グリフォンどもはたじろいだ。

			　逃げ出そうとするやつもいる。

			　だが――もう遅い。

			　既に、俺との距離が１００メートルを切っていたグリフォンどもは逃げ切れなかった。

			　大地の精霊王(ベヒーモス)と風の精霊王(ジン)の複合技《巨岩暴風落とし(ロツクストライク・ストーム)》を発動させる。

			　俺は天に向け右手を突き出した。

			　岩石地帯に多数あった巨岩が、天を穿(うが)つかのように猛スピードで上空に跳ね飛んだ。

			　空を飛んでいたグリフォンのうち十数体に巨岩が直撃し、かなりのダメージを負わせる。

			　３体ほど、絶叫を上げてそのまま墜ちた。

			　だが、これはこの大技の第１段階。

			　グリフォンどもにとって地獄が始まるのは、これからだった。

			「地獄へ墜ちろっ！！！！！！！！！！！」　

			　掲げていた手を下へ振り落とした。

			　空を飛ぶグリフォンどもよりも、さらに高い位置まで跳ね上がっていた無数の巨岩。

			　大(たい)空(くう)に浮かんでいた巨岩群が、俺の動作と同時に、超速度で降り注いだ。逃げ惑うグリフォンどもを目掛けて。

			　風の精霊王(ジン)の力により、巨岩の落下速度はさらに増していた。

			　大地の精霊王(ベヒーモス)の力により巨岩の硬度も増している。

			　風の精霊王(ジン)と大地の精霊王(ベヒーモス)により、威力を大きく増した【地】属性攻撃が容(よう)赦(しや)なくグリフォンどもを襲う。

			「微調整は任せてなのっ！！！」

			　巨岩に張り付いている風精霊(シルフ)たちにより、巨岩がグリフォンどもの背骨を砕き、頭部を破壊すべく誘導される。

			「ふんっ！！！」

			　巨岩と一体化している大地の精霊(ノーム)たちが、岩の形状を変えた。

			　巨岩に、棘(とげ)のような突起が無数に生まれる。

			　これにより、巨岩の殺傷力がさらに増した。

			　鈍器系武器である星球式鎚矛(モーニングスター)の柄(つか)頭(がしら)に見えないこともない。巨岩のでかさ、重量、威力はモーニングスターなどとは比べ物にならないが。

			　――岩石地帯に、グリフォンどもの絶叫が轟(とどろ)いた。

			　ほとんどのグリフォンどもは、巨岩に胴体や頭部を潰され、破壊されて息絶えた。

			　巨岩の嵐が止んだあとには、１００体近いグリフォンの死体で溢れていた。

			　もっとも、さすがに全滅させるのは無理だった。20匹前後討ち漏らしてしまっていた。ユニコーン牧場とは別の方角だが、逃げ去ったのだ。

			　だが、逃げ去ったグリフォンどもにも無傷のモノはいないし、何より、俺への恐怖が身に染みたはずだ。

			　これなら俺が怖ろしくて、二度とユニコーン牧場には近づくまい。

			　むしろ、ある程度生き残りがいて良かったのかもしれない。俺への恐怖が、他のグリフォンどもにも伝わるだろうから。

			　だから、追撃せず見逃したとしておこう。

			　…………本音を言うと、追撃しようにもできなかったからだが。

			　共に完全体ではないとはいえ、大地と風、２体の精霊王を同時に呼び出したのだ。

			　体力・気力とも、ほぼ使い果たしていた。精霊たちの言う、精霊力とやらも。

			　運よく生き残ったグリフォンどもが遠くの空に逃げ去るのを見届け、精神と緊張の糸が切れた俺は、半ば気絶しながらその場で倒れる。

			「危ないのっ！」

			　風精霊(シルフ)たちが頼みもしていないのに、俺を支えてくれた。もし彼女たちの支えがなかったら頭部を固い岩石にぶつけていただろう。

			　風精霊(シルフ)たちのお陰で、俺はゆっくりと倒れることができた。

			　朦(もう)朧(ろう)とする意識のなか、横たわる。

			　30分以上がすぎて、ようやく、まともに動けるようになってきた。まだ疲れは残っているけど。

			　…………そういえば、グリフォンの羽や爪、それに嘴(くちばし)などは、街の素材屋に結構な金で売れるんだっけ。

			　今はしんどいので、放置しておくけど。

			　後で、回収にこよう。

		

	
		
			15　ケンタウロスの集落と女ケンタウロス

			　

			「そういえば、見学者がいたの」

			　風精霊(シルフ)の中でも、特に俺と仲が良いシィルがそんなことを教えてくれた。

			「見学者？　俺とグリフォンの戦闘の？」

			「そうなの。かなり離れた場所から遠巻きに見ていただけだったけど」

			「……どんな奴だ？」

			「上半身は人間さんで、下半身はお馬さんだったの」

			　それってケンタウロスか？

			　馬の首から上が人間の上半身に置き換わったような姿をしている半人半獣の種族であるケンタウロス。この大草原には、そのケンタウロスも住んでいるようなのだ。

			　以前にも空を飛んでいて、遠巻きにケンタウロスたちを見かけたことは何度かあった。

			　話しかけたり、接触はしていないけど。

			　ちなみにケンタウロスはこの世界だと、人間から魔物扱いされ、しばしば迫(はく)害(がい)にあっているらしい。

			「それ、多分、ケンタウロスだな」

			「男の人が４人、女の人が１人いたの」

			「ふ～ん、女ケンタウロスも混じっていたのか」

			「女の人、超オッパイでかかったの。ボインボインだったの」

			　胸の前で手を動かし、巨乳を表すジェスチャーをする風精霊(シルフ)。

			　シィル本人の胸は、哀しいほどまったくなかったけど。

			「その人たち、アッシュ君に声をかけようか迷っていたようだけど、結局、去っていったの」

			「そうか」

			「あれは相当、アッシュ君にビビッてたの」

			　ケンタウロスのことは気になったが、俺は空を飛んでユニコーン牧場に戻ることにした。

			　途中、ライオンに襲われているシマウマの親子を見つける。

			　母馬らしいシマウマは、必死に我が子を捕食者(ライオン)から守ろうとしていた。しかし、このままでは力尽きて子供ともども、ライオンに食べられてしまうだろう。

			　…………。

			　野生は弱肉強食。弱い方が悪い。自分より強い者に遭(そう)遇(ぐう)したのが不運なのだ。

			「《落雷》」

			　ライオンに一条の雷が落ちる。

			　威力を抑えたので致命傷にはならないだろうが、痺れてしばらくは動けまい。その間に、シマウマ親子も逃げられるだろう。

			　――そう、ライオンは不運だったのだ。

			　狩りの途中で、自分よりも強い者に遭(そう)遇(ぐう)してしまったことが。

			「今みたいに、俺は野生動物相手に精霊術の訓練をよくする。今のも訓練である。訓練としてライオンを的にしただけである。他意はない」

			　精霊たちに聞かせるように呟(つぶや)いたら、シィルがクスクス笑った。

			「アッシュ君はひねくれているの。でも、そこが可愛いの」

			「……うるさい」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　おや？

			　グリフォンを誘導している時には必死すぎて気付かなかったが、小規模な集落が見えてきた。

			　遊牧民がよく使うらしい移動式住居(ゲル)みたいな家屋がいくつか見えた。屋根はヒツジの毛でつくった不織布(フエルト)だ。

			　なかなか住み心地が良さそうだな。

			　興味があったので、その集落に近づいてみる。

			　集落には馬に乗った人間が何十人も――違う、ケンタウロスだ。

			　上半身が人間、下半身が馬のケンタウロスたちが集落には何十人（頭）もいた。

			　迂(う)回(かい)しようか、一瞬迷った。

			　だが、まぁ、空を飛んで通り過ぎるぐらい別に構わないだろうと思い直す。近くで移動式住居(ゲル)も見たかったしな。

			　高度を下げ、地上20メートルほどの高さで空を飛び、集落を通り過ぎる。

			　何頭かのケンタウロスが俺に気付き、指さしているが気にしないでおく。

			　そういえば、《姿隠しの衣》をしていなかった。

			　ま、いいか。ここは田舎町ラーンのような人間の町でも、城(じよう)塞(さい)都市カレのような都市でもないし。

			　集落でも一番大きく豪華な移動式住居(ゲル)から、１頭の男ケンタウロスが出てきたのが見える。

			　他のケンタウロスより頭一つ背が高く、裸の上半身は筋肉がかなりついている。特に腕の筋肉が凄い。その太い腕には弓を抱えていた。

			　並みの人間の腕力では、とても引けそうにない大(おお)弓(ゆみ)だ。

			　長身ケンタウロスは、その弓に矢をつがい――俺に向けて射ってきたっ！！！

			　チィっ！

			　多少慌てたが、風精霊(シルフ)の力を借りた《風の鎧(シルフプロテクシヨン)》により、矢を逸らす。

			　だが、完全には逸らしきれず、俺の頬(ほお)を掠(かす)った。

			　かすかにだが、頬(ほお)から血が流れる。

			　――今、俺の眉(み)間(けん)を狙って放ちやがった。

			　とっさに《風の鎧(シルフプロテクシヨン)》を発動させていなければ、眉間を射ち抜かれ、即死していただろう。

			　威(い)嚇(かく)射撃ならまだ分かる。空とはいえ集落を横切ろうとした不審者に対して、警告の意を込めた威嚇射撃なら、まだ分かる。

			　だが、今のは完全に殺す気だった。

			　警告の言葉もかけず、いきなりの初撃で俺を殺す気だったのだ。

			　…………許せないな。

			　目には目を。

			　歯には歯を。

			　矢には矢を、だ。

			　それも――倍返しでだ。

			《風の鎧(シルフプロテクシヨン)》を解いた俺は、すぐさま《風精霊の矢(シルフアロー)》を長身ケンタウロスに２本放った。

			「ブッコロすのっ♪」

			「殺(ヤ)ってやるぜっ！」

			「ＫＩＬＬ(キル)っ」

			「必ず殺すと書いて必殺っ！」

			　風精霊(シルフ)達はそんな物騒なことを言って突撃したが、俺は殺す気まではなかった。

			　２発目の矢を射ろうとしていた長身ケンタウロスの右肩、左肩を、《風精霊の矢(シルフアロー)》でそれぞれ打ち抜く。

			　狙いどおりだ。

			　たまらず弓を地に落とす長身のケンタウロス。穴が開いた両肩からは、結構な血が流れ出した。両肩の骨も砕けているかもしれない。

			　長身ケンタウロスが呻(うめ)いて地に倒れた。

			　気絶したかもしれんが、命に別状はないだろう。

			　あるいは、この怪我が元で、今後、二度と弓矢を射られなくなるかもしれないが――その程度は自業自得だ。

			　殺されなかっただけでも、むしろ感謝して欲しいくらいだからな。

			　別にトドメを刺す気もなかったので、そのまま集落を過ぎ去るつもりだった。

			　だが――

			　仲間が傷付けられたのを見て、今度は多くのケンタウロスたちが一斉に矢を放ってきた。

			　再び《風の鎧(シルフプロテクシヨン)》を発動させた俺に、矢が突き刺さることはなかったが。

			　さっきの長身ケンタウロスによる剛弓には、多少ひやっとした。だが、並みの矢なら、《風の鎧(シルフプロテクシヨン)》で完璧に防げる。

			　10や20の矢ならば防ぐ自信があった。

			　何百本もの矢が一斉に飛んできたら、自信はないけど。また、単発でも非常に強力な矢――例えば攻城兵器のバリスタから打ち放たれた大矢なんかも、防ぎきれはしないだろう。

			　だが、今、ケンタウロスたちが放ってきた十数本の矢なら、問題なく防ぐことができるはずだ。

			　ケンタウロスたちはむきになって矢を放ち続ける。だが、それこそ矢の無駄だった。

			　やがて、ケンタウロスたちの矢筒から矢がなくなりだす。

			　さて――――狩りの時間だ。

			　これは相手から仕掛けてきた戦争だ。

			　殺す気で攻撃してきたのだ。それも集団で。

			　俺は、多数の集団から的にされて一斉に攻撃されると、心が特に穏やかではなくなる。集団に攻めたてられたこともある前世のトラウマ的なモノが蘇(よみがえ)ってくるのだ。

			　このとき――俺の目には、きっと昏(くら)いモノが宿っていただろう。

			　何人か死んでも構わない。

			　そのつもりで、俺は攻撃系の精霊術を使うつもりになっていた。

			　半人半馬とはいえ、相手はモンスター扱いされているケンタウロス。しかも、集団で俺を殺そうと攻撃してきたのだ。

			　矢を放ってはいない女、子供、老人のケンタウロスたちは見逃してもいい。

			　だが、無駄だったとはいえ攻撃を仕掛けてきたケンタウロスたちは許さん。

			　…………殲(せん)滅(めつ)してやる。　

			　さぁ、どの精霊術を使い蹂(じゆう)躙(りん)するとしようか――

			「お、お待ちくださいっ！！！！！！！！！！！！」

			　遠くから、若い女性が大声で叫ぶ声が聞こえた。

			　声のした方向を見ると、５頭のケンタウロスたちが集落に向け、大草原を駆けていた。

			　先頭は女ケンタウロスだ。

			　凝った刺(し)繍(しゆう)のされた民族衣装のような服を上半身に着ている。また、服を着ていてもハッキリ分かるほど、その胸は大きく揺れていた。

			「あ、見学していたボインさんなの」

			　シィルが指さした。

			　あの女ケンタウロスが？

			　どうやら、空を飛んでいたら、いつの間にか追い越していたのだろう。

			　女ケンタウロスとその部下らしき男ケンタウロスが、集落に駆け込む。そして、空に浮く俺の真下まで走ってきた。

			　そして、俺を見あげながら、声を張り上げる。

			「お赦(ゆる)しを、偉大なるお方っ！　どうか、どうか、お怒りをお静めくださいっ！！！」

			　代表して、謝罪を口にする女ケンタウロス。

			　…………むぅ。

			「ルーシェ。なぜ謝るっ！」

			「あの人間は、族長であるケインを傷つけたのだぞっ！」

			「ルーシェ、貴方(あなた)の兄でもあるケインは、あの男の精霊術で深手を負って気絶したんだっ！」

			「血には血をっ！」

			「そもそも人間など、即刻殺すべきだ！」

			「忘れたのか！　俺たちの先祖が人間どもにされた仕打ちをっ！」

			　駆けつけてきた５頭以外のケンタウロスは、俺との戦闘続行を望んでいるようだ。

			　ならば、戦闘を――いや戦争を続けてやる。

			　今度は、こっちがただひたすら一方的に攻撃を加えることになるだろうが。

			「馬鹿ものっ！！！　お前たちは、我らタウプニル族の血を絶えさせたいのかっ！！！！」

			　女ケンタウロスが必死に発した大声が集落に響いた。

			　ルーシェという名前らしい女ケンタウロスが、他のケンタウロスを一喝したのだ。

			　ケンタウロスの集落がシィィィンと静まり返る。

			「この方はその気になれば、我らを――いや、この大草原に住むケンタウロスの全部族を根絶やしにできるほどの凄まじき〝力〟を持ったお方だぞ！！！！」

			　女ケンタウロス・ルーシェは、仲間たちの方に顔をふりむけつつ、俺に手を向けて叫んだ。

			「る、ルーシェ、何を言って……」

			　壮年に見える、逞(たくま)しい身体の男ケンタウロスが戸惑った顔をした。

			「私は見た！　いや、我ら５人は見たのだ！」

			「…………何を見た、だって？」

			「恐るべき魔獣、獅子の何十倍も強く獰(どう)猛(もう)な魔獣グリフォン。このお方が、その恐るべき魔獣グリフォンを、１００体以上蹴散らすのをだっ！！！　それも、ただお１人でなっ！」

			　集落の全ケンタウロスが青ざめ、大きくどよめいた。

			「い、１体でも小さな部族なら全滅されかねない、魔獣グリフォン１００体以上を１人で……そ、そんなことできるわけが…………」

			「そうだ、ありえんことだ！　だが、このお方はそのあり得ぬことをなしとげたのだ！」

			「………………」

			「ここよりさらに南方の岩石地帯には、グリフォンどもの死体が無数に転がっている。大地はあの魔獣どもの血に染まっている。嘘だと思うなら、見てくるがよいっ！」

			　ケンタウロスたちのどよめきが、さらに大きくなった。

			　ルーシェが、再び俺を見あげると、その４つの足を折って頭を垂れた。まるで、降伏の意を表すかのように。

			　彼女につき従っていた４頭の男ケンタウロスも、ルーシェに倣(なら)うかのように同じ動作をする。

			　そして――――他のケンタウロスたちも、１頭、また１頭とそれに従う。

			　――50頭はいるであろうケンタウロス全員が、降伏の意を示していた。

			　…………むぅ。

			「殺(ヤ)る気が削がれちゃったね、アッシュ君☆」

			「まぁ、な」

			　シィルの言葉どおり、俺には殺意が消えていた。降伏している者を虐殺するのは、趣味ではない。必要とあればするかもしれないが。しかし、今は別に、虐殺が必要な場面でもない。

			　俺は、降伏を受け入れることにした。

			　ルーシェは、心から安(あん)堵(ど)しているようだ。

			　どうも、怒り狂った俺にケンタウロス全部族が皆殺しにされることすらあるかもと、彼女は本気で怖れていたらしい。

			　もっとも、タダで許してやったわけではない。

			　なにせ、殺されそうになったのだ。

			　実際のところ、ケンタウロスたちに俺を殺せる力があったかは別だ。しかし、コイツラが本気で殺すつもりで攻撃してきたことは確かなのだ。

			　この大草原に住むケンタウロス全部族を根絶やしにする気など、もちろんない。なにせ、他の部族は関係ないのだから。それどころか、俺を襲ったこのタウプニルという部族名らしい集団を全滅させる気もなかった。

			　もっとも、俺を問答無用で攻撃してきた連中だけは、皆殺しにしていた可能性も、ありえたけど。

			　しかし、それも謝罪し、全面的な降伏をするというので勘弁してやった。

			　結果、俺はこの部族を滅ぼさない代わりに――――50頭を超えるケンタウロス奴(ど)隷(れい)を手に入れていた。

			　部族全員が俺の奴隷となるなら許すと言ってみたら、本当に奴隷になった。

			　どうやら、大草原に住むケンタウロスは部族間の争いが激しく、戦いに敗れた部族が隷(れい)従(じゆう)することはよくあるらしい。

			　もちろん、ケンタウロスたちもかなり迷ってはいた。しかし、最終的には全滅するより奴隷になる道を選んだ。

			　ルーシェとその部下４人が、反対者たちを必死に説得したのが大きい。

			　奴(ど)隷(れい)といっても、人間の国に連れ去って売り払ったりなどはしない――――そう約束してやったのも、また大きいとは思う。

			　人間の奴隷になどなれない――そう強く反対していた者も数人いた。しかし、俺が大地の精霊王(ベヒーモス)を召喚し、その圧倒的巨体をみせたら、心が折れたように大人しくなっていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「アッシュ様…………私の兄であり族長でもあるケインの愚(ぐ)行(こう)、本当に申し訳ありませんでした」

			　俺をその背中に乗せて大草原を進みながら、ルーシェがまたも謝ってきた。

			　ルーシェの首には、『服従の首輪』が嵌(は)められている。

			　奴隷になったケンタウロスたちのうち、この女ケンタウロスと族長ケインにだけは、『服従の首輪』を嵌めさせたのだ。

			　本当は全員に嵌めたいけどな。

			　だが、あいにく、そこまで首輪の本数はない。

			　今日、城(じよう)塞(さい)都市カレに興奮剤を買いに行った際、ついでに奴(ど)隷(れい)商会で『服従の首輪』を買っておいてよかった。

			　新しく奴隷となったハーフエルフ少女ルナに嵌めるために買ったのだ。

			　１本だけでなく10本まとめて買っていた。

			　なぜ10本かというと、新しい奴隷が増えることを考慮したのもあるが、10本まとめ買いをすると、さらにもう１本、サービスでついてくるからだった。

			　ちなみに、定価は大金貨10枚だったが、９枚半にまけさせた。

			　今は、さっきその『服従の首輪』を嵌めたルーシェと共に、ユニコーン牧場に向かっている最中だ。

			　他のケンタウロスどもは、集落で待機させている。

			　後で、ユニコーン牧場の傍に移住させる予定だけどな。

			　ケンタウロスたち50体を奴隷にはしたものの、特に使い道が思いつかない。だから、とりあえずユニコーン牧場の周辺に住まわせ、牧場の警護でもさせようと思っていた。

			　今回のようなグリフォン１００体以上はともかく、もっと弱い飛行型魔獣なら、ケンタウロスたちの弓で追い払えるだろう。

			　ルーシェは、人質兼、他の奴隷の護衛として、俺の家で生活させるかもしれないが。

			　……別に、奴隷ハーレムを充実させるためではない。

			　いくら上半身は爆乳美女でも、下半身が馬だしな。

			　確かにルーシェの上半身は本当に美しい――凛(りん)とした驚くほどの美人である。しかも爆乳でもある。だがしかし、俺は下半身が馬のモンスター娘をハーレムに入れるほど、業の深い人間ではないのだ。

			　人によってはモンスター娘たちとのハーレム的な日常も、それはそれで、アリなのかもしれないが。

			「兄ケインは豪胆であり精強なれど、短(たん)慮(りよ)なところがありまして、本当に……本当に申し訳ありませんでした」

			「何度も謝らなくていい。全員奴(ど)隷(れい)となることで、アイツのことも許してやったんだし」

			　繰り返し謝られることに辟易してきたので、もう謝らなくて良いと言っておいた。

			　ちなみに、ケインの傷は思ったよりは浅く、数日で治るだろうとのことだ。傷が癒えれば、いずれ弓もまた元通りに射られるだろうとのこと。頑丈な奴である。

			　あの剛弓を扱える腕力と頑丈さなら、何かと使える気がする。

			　俺への忠誠度は、非常に疑わしいけどな。

			　まぁ、ルーシェ同様に族長ケインにも『服従の首輪』を嵌(は)めさている。

			　裏切りたくても、裏切れまい。

			「それより、お前らの先祖は人間に何かされたのか？」

			　仕打ちがどうのこうのと、他のケンタウロスが言っていたので、少し気になっていた。

			「はい…………実は――」

			　今より１００年以上もの昔。

			　彼女たちの先祖は、大草原とは別の場所に住んでいた。そこも緑豊かで狩りの獲物(ターゲツト)となる動物たちが多く、恵まれた地だった。

			　その土地を――人間たちに奪われた。

			　抵抗したが、数が多く、真正魔術の使い手も多数いた人間の軍隊には到底かなわなかった。

			　多くの同(どう)胞(ほう)が死んだ。

			　長年住んでいた土地を奪われたケンタウロスたち。彼らは、二度と人間たちと関わらなくて済む土地を探し、世界を彷徨(さまよ)った。

			　人間たちへの恨みと憎しみを胸に。

			　辛く長き旅の末、ようやく見つけた新しき豊(ほう)饒(じよう)な地。

			　それが、この大草原――らしい。

			「人間に酷い仕打ちを受けた先祖たちは、代々、その子孫に人間のことを悪く言い伝えていました。そのため、私たちの世代も、人間には決して良い感情を持っていません。特に、ケインのような血気盛んな年代の若い男たちは、いつか人間に復(ふく)讐(しゆう)すると誓ってもいました。ですから、人間であるアッシュ様のお姿を目撃して――」

			　なるほど、な。

			　先祖が過去に受けた恨みから、問答無用で俺を殺そうとしたわけだ。

			　それなら納得――できるわけねーぞ。

			「過去に人間からどんな仕打ちを受けていても、俺は直接関係ないだろ」

			「そ、そうですよねっ！　も、もちろん、分かっておりますっ！　あ、あの、ほ、本当にも、申し訳ありませんでしたっ！」

			　俺が不機嫌そうな声を出したので、ルーシェが慌ててまた謝ってきた。

			「別に、お前が謝ることじゃない」

			「で、でも」

			「謝るのは、お前の馬鹿兄貴とその一味だ。人間だというだけで、いきなり俺を襲ってきたな」

			「あ、兄の愚(ぐ)行(こう)による罰は、親族であり妹である私も受けるべきです。私なら、どのような罰もお受けします。ですから、これ以上兄を罰したり、我が部族のケンタウロスに罰を与えるのは、なにとぞ……なにとぞお許しを」

			「だから、全員奴(ど)隷(れい)になることで一応許したって。もう水に流している。それに、兄がしたことは妹に関係ない…………関係ないんだ…………………」

			「ア……アッシュ様？」

			　俺の声は、途中から相当、暗く憂(ゆう)鬱(うつ)なものになっていた。

			　前世のトラウマが、また蘇(よみがえ)ってきたからだ。前世でいくつかの冤(えん)罪(ざい)を受け、俺だけでなく、妹を含めた家族まで世間から非難されたことなどを思い出す。

			「………………………………………………………………………………」

			「あ、あの……あ、アッシュ様？」

			「いや、なんでもない」

			　過去を振りほどくように、頭を横に振った。

			　俺の過去（前世）がどれほど悲惨だったとしても、今は関係ない。

			　転生し、文字通り生まれ変わったのだ。

			　今の生を精一杯楽しんでいけば、それでいいのである。

			「それよりルーシェ。このままでは、日が暮れてしまう」

			　そう言って、ルーシェの腰に回していた腕を離す。

			　そして、風系精霊術により低空で空を飛ぶ。

			「お前、下半身は馬だけに、走るのは得意なんだよな？」

			「あ。は、ハイ！　足の速さはタウプニル部族ではダントツの一番です。それに、神馬スレイプニルの血を引くと伝えられしケンタウロス全75部族の中でも、５本の指には入っていると自負しています」

			「よし。全力で走って俺について来い」

			　

			　ルーシェは確かに、なかなか速かった。

			　時速でいえば60キロを超えた速度で飛んでいる俺に、ついて来ている。

			　競走馬(サラブレツド)並みの速度は出るようだな。

			　ならばと、俺はさらに速度を上げた。倍ほどの飛行速度にしたので、時速１２０キロ以上は出ているだろう。

			　………………。

			　さすがについてこれなかったか。

			　後ろを振り向いたら、ルーシェの姿は豆粒のようになっていた。

			　仕方ないので、空中で停止してルーシェを待つ。

			「ハァハァ……偉大なるアッシュ様は、飛行速度も…………ハァハァ……素晴らしい……ハァハァハァハァ……です……ハァハァ」

			　全力疾走したためか、息切れの激しいルーシェ。

			　今は、馬が歩く速度くらいでゆっくり進んでいるが、かなり辛そうだ。

			　俺は彼女の横をゆっくり低空飛行していたが、さらに速度を落とした。

			「別に偉大でもないけどな。移動速度が速ければ偉いってわけでもないし」

			　ルーシェが息を整えた後、羨(せん)望(ぼう)と畏(い)敬(けい)の目を向けて言う。

			「い、いえ、我らケンタウロス族では、狩りの上手い者が尊敬されるように、速く走れる者も敬意を集めます。また、空を高く速く飛べるモノに対して、憧れを持ってもいまして」

			「ふ～ん」

			「アッシュ様は、鳥よりも高く速く飛べるのでしょうか？」

			「まぁ、な。飛ぼうと思えば何千メートルでも高く飛べる。それに、鳥よりも速く飛ぶこともできる。隼(ハヤブサ)とか燕(ツバメ)よりもな」

			「おおっ！」

			「馬系で言えば、天馬(ペガサス)よりも高く速く飛べる」

			「ペガサスよりも…………」

			　ルーシェの瞳に宿る羨(せん)望(ぼう)と畏敬の色が、より強くなった気がする。

			「羨(うらや)ましいです。私、一度でいいから、鳥のように……天馬のように……空を飛んでみたい――そんな夢を持っていましたから」

			「そうか…………なら、飛んでみるか？」

			「え？」

			「ちょっと、その場で止まれ」

			　地に下りると、俺は戸惑うルーシェの下に潜りこんだ。馬の腹に潜りこむ要領で。

			　そして、ルーシェの前足を手に持って肩で担ぐ。

			「な、何を……………あぁっ!!」

			　おい、妙に艶(つや)っぽい声をあげるな。

			　ひょっとして、さっき俺の背中に当たってこすれたのはルーシェの乳首（馬部分の乳首）か？

			　雌馬は牛と同様、下半身（後ろ足の間）に乳首がある。

			　女ケンタウロスは人間部分の上半身だけでなく、馬部分の下半身にも胸（乳首）があるようだ。

			　……産んだ子に乳をやるのは、どっちなんだろう？

			　そんな疑問がふっと涌いた。

			「あ、あの、アッシュ様…………えっ!?」

			　ルーシェが驚きの声をあげる。

			　彼女を背に担いだまま空を飛んだからだ。

			　ルーシェは、俺に担がれた状態で空を飛ぶことになった。

			　俺は別に腕力などが優れているわけではない。だが、風精霊(シルフ)の力を借りれば、馬や牛を担いで空を飛ぶことだってできるのだ。

			「凄い…………飛んでる…………私、飛んでるっ！！！！」

			　感極まった様子のルーシェ。

			　そして震える声で囁(ささや)く。

			「夢が……夢が叶いました。子供の頃からの夢が…………」

			「そうか、よかったな」

			　む？

			　俺たちの傍を１匹の隼(ハヤブサ)が通り過ぎて行った。

			　…………。

			「ちょっと飛ばすぞ」

			「え？　あ……きゃぁっ!?」

			　ルーシェを背に乗せたまま、隼(ハヤブサ)を追いかけ、そして追い越した。

		

	
		
			16　ユニコーン矯(きよう)正(せい)

			　

			　ルーシェを背に乗せて高速飛行したまま、俺は無事ユニコーン牧場に着いた。

			「ここが俺の話したユニコーン牧場だ。お前たちケンタウロスには、城壁の外周辺に移住し、しばらく過ごしてもらうことになるが、いいな」

			「……………………」

			　背から降ろしたあとも、しばらく夢うつつでボーとしているルーシェ。

			「おい」

			「あっ！　は、はい、分かりました、アッシュ様」

			　再度声をかけると、ハッと気付き、真面目で凛(りん)とした顔に戻って頷いた。

			「処女の香(かぐわ)しい匂いがする」

			「おお、ケンタウロス族の美しき処女(オトメ)ではないか」

			「あの美しく清き処女に、ぜひとも私の子を産ませたい」

			　俺、いや、ルーシェの周りにユニコーンどもが集まってきた。

			　こいつら、処女を見たら本当に見境ないな。

			　ルーシェが処女であることを、俺は今、初めて知ったけど。

			「ルーシェ。ケンタウロスとユニコーンは子供ができるのか？」

			「あ、はい。子が生まれる可能性は極めて少ないですが。ユニタウロスという希少種が、ごく稀(まれ)に生まれています」

			「…………ほぅ」

			　ケンタウロスとユニコーンの子供ユニタウロス、か。

			　初めて知った名前だが、どんな子供なのか実物を見てみたい。

			　…………異種族交配、させてみるか？

			「あ、あのっ！」

			「ん？」

			「わ、私、産むのでしたら、ユニコーンたちではなく、あ、アッシュ様のお子を、ぜひとも授かりたいと思いますっ！！！！」

			　ユニコーンの子供を孕(はら)まされると思ったのか、ルーシェが慌てて言った。必死な様子で、顔が赤くなってもいる。

			　ケンタウロスは人間の子供も産めるの……か？

			　まぁ、俺の子をルーシェに産ませる気はまったくないが。

			　獣(じゆう)姦(かん)の趣味はない。半人半馬でも、厳しい。ルーシェの上半身は、胸の大きな凛(りん)とした美人だが、それでも厳しい。

			　この世界では同じ獣(じゆう)姦(かん)扱いだったとしても、ケンタウロスとするぐらいなら、もっと人間に近くて愛らしい獣人のアンジェラと――――――――。

			　…………。

			　それはともかく、この世界、異種間の交配がかなり自由だな。

			　ユニコーンと人間の間に子供も生まれるようだし。

			　ユニコーンは基本的に牡(おす)ばかりだが、稀(まれ)に牝(めす)も存在するらしい。非常に希少種とのことだが。その牝ユニコーンは、人間の子を産めるという伝説を聞いたことがある。

			　まぁ、牝ユニコーンにも俺の子を産ませる気はないけど。それこそ完全な獣姦になる。

			　伝説では、牝ユニコーンは非常に美しい人間の乙女の姿をとることもできるらしいけどな。

			　それでも、中身は馬なのだ。

			　たとえ、このユニコーン牧場で奇跡的に牝ユニコーンが誕生しても、俺は決して手は出さない。絶対の絶対にだ。

			　………………。

			　なにか、フラグみたいなものを立ててしまったような…………いや、きっと気のせいだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「しかしお前らが、牝(めす)馬(うま)を守るためにグリフォン共に立ち向かったとはな」

			　ユニコーンたちに向かって、俺は少し見直しながら言った。

			　１００匹を超えるグリフォンが襲撃してきた際、ユニコーンたちは身を挺(てい)して牝馬を守っていた。

			　運よく襲撃直後に、俺がユニコーン牧場の異変に気付いたので死者こそ出ていない。

			　だが、重軽傷を負ったユニコーンたちが多数いた。

			　傷つきながらも、ユニコーンたちは牝馬を守ったのだ。

			「フッ、当然だっ」

			　若いユニコーンの代表格であるジオが答える。

			「牝馬たちの約半数は、我らに処女を捧(ささ)げた女たちだからな。それに、その女たちの腹には、我らの子が宿っている可能性もある。守るのは当然であろう」

			　てっきり処女厨ユニコーンどもは、自分たちで処女を奪っておきながら、相手が非処女になったとたん関心がまるでなくなるかもと思っていたが。

			「自分たちに処女を捧げた女は、たとえ非処女になっても守ってやるのか」

			「まぁな」

			　ジオはフっと笑った。

			　馬のくせに、少し格好良く見えた。俺の中で、ユニコーンに対する株があがっていく。

			　だが、

			「もっとも、ここにいる約半数の我ら以外の雄馬に処女を既に捧(ささ)げていた糞(くそ)ビッチどもは、どうなっても良かったが。グリフォンどもに犯されようが喰われようが、我らの知ったことではない」

			　と、当たり前のように言うジオ。

			　俺の中で一度上がりかけたユニコーン株は、一気に下落した。

			　まぁ、ある意味ぶれない奴らではある。

			　……やはり〝矯(きよう)正(せい)〟が必要だな。

			「ところで、お前ら今は全然、牝(めす)馬(うま)たちと交尾していないな。連れてきた当初は、我先にと処女の牝馬に群がったくせに」

			「既に、我らの高貴なイチモツでアイツラの処女は貰い受けている。中古になっても守ってこそやるが、もう一度、抱く気まではせん」

			「…………おい」

			「仕方あるまい。まっさらな清き処女の状態でないと、我らの逞(たくま)しきイチモツは反応しないのだからな」

			　そうか、反応しないか。それなら仕方ないな。

			　ならば…………反応するようにしてやろう。

			　処女の牝馬としか交尾せず、それも最初の１回だけしか種付けしないなど、絶対に許さん。

			　ユニコーン牧場の生産性向上のためにも、やはりコイツラを〝矯(きよう)正(せい)〟しよう。

			　土の城壁に一時的に穴を開けた。

			　そこから、処女ケンタウロスのルーシェ、それからユニコーンどもに処女を捧(ささ)げた牝馬たちをいったん外に出す。

			　残ったのはユニコーンたちと、他の雄馬と既に交尾済みで一度もユニコーンたちに相手にされていなかった牝馬たちだ。

			　また、ジオは特別矯正室に入れた。

			　ユニコーン牧場の中に、さらに半径３メートルほどの範囲で、高さ２メートルほどの土壁により囲んだ特別矯正室を作り、そこに入れたのだ。

			　既に他の雄馬と交尾済みであり、一番高齢の牝馬（15歳）と一緒に。

			　ちなみに、馬の15歳は人間で言えば50～60歳代だ。

			「フン！　たとえどのような薬を打たれようが、我ら高(こう)潔(けつ)かつ高貴なユニコーンが、汚らしい中古どもなどに欲情することなどありえんっ！」

			　自信満々に言い放つジオ。

			　俺はユニコーンどもと、ある賭けをしていた。

			　たとえ街で手に入れてきた興奮剤を打たれても、ユニコーンたちは、交尾済みの牝馬に決して欲情しないという。

			　そこで興奮剤を打って半日、ユニコーンたちが我慢できれば、こいつらの勝ち。今後、処女の牝(ひん)馬(ば)を毎日大量に連れてくることを約束した。

			　自信たっぷりのユニコーンたちは、エサにつられて喜んで興奮剤を受け入れたのだ。

			　ユニコーンどもに興奮剤を打ってまわる。

			　ただの馬用興奮剤ではない。魔法薬の一種でもあり、強力な催淫効果もある特殊な興奮剤だ。あまりに強力すぎて、人間および妖精への使用は禁止されている。

			「無駄だ無駄！　我らは強い理性と精神力を持つ誇り高き聖獣ユニコーンっ！　薬程度で信念を捨て、汚れた中古馬と交尾することなどありえぬっ！　どのような薬を打たれようがユニコーンたる種族の誇りにかけ、決して中古などは抱かんっ！！！！　絶対に薬などには負けんっ！！！！」

			　興奮剤を打つまでは、ユニコーンたちも余裕だった。

			　だが――30分もしないうちに、理性が飛び、性獣と化した。

			　あれほど自信満々に言いきっていたジオですら、特別調教室で交尾を始めた。人間で言えば還暦近い老馬相手に交尾しているのだ。

			　交尾を続けながら「お薬には勝てなかったよ…………」と、涙目でジオは呟(つぶや)いていた。

			　俺はこの結果に満足した。

			　これで、ユニコーンどもの処女厨具合も緩和されるだろう。

			　ユニコーン牧場の生産性も上がるに違いない。

			　今までは、処女の牝(ひん)馬(ば)と１回だけしか交尾しなかったユニコーンたち。それでも種が全滅しなかったのだから、繁殖力自体は高いのだろう。

			　そのユニコーンたちが、牧場の中に多数の牝馬たちと入れられ、毎日交尾に明け暮れれば――――爆発的に子が産まれる気がする。

			　ポコポコ生まれる子の中には、牝(めす)ユニコーンもひょっとしたら――――いるかもしれない。

		

	
		
			17　夕食と遊戯

			　

			　ユニコーン牧場をあとにした俺は、女ケンタウロスのルーシェに一度集落まで帰るよう指示した。

			　俺の奴(ど)隷(れい)になったタウプニル族を引きつれ、近日中にユニコーン牧場の近くに移住することを再度命じておく。

			　ルーシェには『服従の首輪』をつけているので、このまま逃亡する恐れもない。

			『服従の首輪』は、奴隷が逃亡しようとしたら首を締めつける効果もあるらしいからな。

			「ハッ！　了解しました。偉大なるアッシュ様っ！！！」

			　その瞳には、既に強い忠誠心が宿っているように見えるルーシェ。彼女なら『服従の首輪』を外してやっても、逃亡しない気はする。

			　もっとも、万が一にでも裏切られることは嫌なので、外してやるつもりもないけど。

			　……………………少なくとも、今はまだ。

			　１人で集落まで戻れるか心配したが、ルーシェは問題ありませんと自信ありげに答えた。

			　足が速く、また、弓の腕前も相当良いらしいルーシェなら、確かに大丈夫だろうと思う。

			　だから、１人で帰らせた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　空を飛び、大草原の家に向かう。

			　家に着き中に入ると、見違えるように家の中は変わっていた。

			　奴(ど)隷(れい)娘たちが部屋の内装を変えていたのだ。

			　城(じよう)塞(さい)都市カレで購入していた雑貨やカーテン類で、ずいぶんと雰囲気が変わった。

			　床には品質の良い絨(じゆう)毯(たん)が敷かれている。なんというか清潔感に溢れ、そしてきらびやかだ。香(こう)を焚(た)いているのか、良い匂いもする。リラックス効果もある香なのか、気分が落ち着いてくる匂いだった。

			　住居としての快適度が、数段上がっている。

			　――悪くない。

			　素直にそう思った。

			「あ、お帰りなさいませ、ご主人様っ！！！！！」

			　真っ先に出迎えてくれたのは、やはりアンジェラだった。

			　相変わらず、激しく尻尾(しつぽ)を振りながらダッシュしてのお出迎えだ。

			　そして――「はわっ!?」――こけた。

			　何もないところでこけるなど、コイツ、ドジっ娘属性でもあるのか？

			　こけ方が少々わざとらしく見えたのは…………きっと気のせいだ。

			　アンジェラを抱きとめる。

			「て、テヘヘヘ…………あ、ありがとうございます、ご主人様♪」

			　俺に抱きとめられて、アンジェラはとても嬉しそうだ。顔を赤くさせながら、ちぎれんばかりに尻尾(しつぽ)も振っている。

			　やっぱり可愛いな。

			　アンジェラは可愛くて愛らしくて……それに愛(いと)おしい。

			　俺は――アンジェラにキスをした。

			　キスといっても、頬(ほお)に軽くだが。

			　…………少なくともこの国において、奴(ど)隷(れい)は主人から性的な命令を受けることもあり、そして、そういった命令も基本的には拒めない。

			　異性の（稀(まれ)に同性の）奴隷で、主人が性的欲求を解消することも多いのだろう。

			　もっとも――俺が今したキスは性的な意味ではない。

			　親愛の意味によるキスだ。

			　獣人の奴隷少女アンジェラに対する、主人としての親愛を込めたキスだ。

			　正直に言うと、アンジェラの顔を見たら衝動的にキスしてしまった。

			　だがそれは、アンジェラのことを異性として好きだとか、あるいは性的な欲求からではない――はずだ。

			　確かに、俺はアンジェラのことを好きになってきているかもしれない。

			　しかしそれは、よく仕えてくれる奴(ど)隷(れい)に対する主人の親愛、あるいはよく懐いてくれているペットに対する主人の親愛。そういった類のモノだ。

			　今のキスも、そういった感情によるものだ。

			　この国では、獣人と性的関係を持つことは、汚らわしい行為であり禁(きん)忌(き)とされている。

			　しかし、奴隷化した獣人に主人がキスすることは、別に問題ない。ペットの動物に、人間の主人が親愛の情を持ってキスをするようなものだからだ。

			　むしろ、菌の問題など衛生面で問題ありそうな犬や猫とのキスよりも、獣人へのキスは、一般的な反応は寛容だったりする。

			　大切なことなので、もう一度言う。

			　衝動的に俺はアンジェラの右頬(ほお)にキスしたが、それはペットに対する親愛的な意味に過ぎない。

			　…………何か、長々と言い訳をしてしまった気分だが。

			「………………」

			　衝撃が大きすぎたのか、アンジェラが石のように固まっている。

			　その場に他の２人の奴隷もいたが、レミリアは口に手を当てて少し驚き、ルナは羨(うらや)ましそうにアンジェラの右頬(ほお)を見つめていた。

			「か、勘違いしないでくれよ。親愛の意味でキスしただけだ。この国では、家族や親しい知人が頬(ほお)にキスすることは、それほど珍しくもないし」

			　２人に対してそう説明するが、どこか言い訳っぽくなってしまった。

			　いや、言い訳ではないけど。

			　親愛の意味でキスしたことは確かなのだ。それに、この国、それと周辺諸国では軽いキスやハグは挨(あい)拶(さつ)代わりでもある。地球で言うところの欧米と似たような習慣があるのだ。

			　特に、貴族階級では一般的な習慣だ。

			　女性の階級が自分よりずっと上だった場合には、差し伸べられた手や、渡されたハンカチにキスするけど。

			　ペットにするつもりでキスした――と言うのはやめておいた。逆に、アンジェラを傷つけることになるかもしれないので。

			　我に返ったアンジェラが、一瞬だけ暗い顔になった気がした。

			　しかし、すぐに明るくなり、尻尾(しつぽ)を激しく振って言う。

			「親愛の意味…………そ、それでも凄く嬉しいですっ！！！！」

			　喜んでくれている様子を見て、胸をなでおろす。

			　もし、アンジェラに嫌な顔をされたら、かなりショックを受けていただろう。

			『服従の首輪』でも、心まで支配できるわけではない。だから、アンジェラに嫌がられる恐れはあった。もし、少しでもアンジェラが嫌そうにしたら、二度とこういった真似をするつもりもなかった。

			　だが、アンジェラは少しも嫌がってない。

			　それどころか、指をツンツンさせて恥ずかしそうにしながら、

			「あ、あの…………わ、私からも、き、ききき、き……キス……して……いいですか？」

			　と、上目使いで聞いてきた。

			　りんごのように頬(ほお)を赤くさせて。

			「あ、ああ、別に構わない」

			　ペットの動物は、よく主人の顔を舐めたりしてくる。

			　それと似た感覚で、奴(ど)隷(れい)化した獣人が主人の顔を舐めようとしたり、キスしようとしても、主人が拒む必要は特にない。

			　周りに知られても、別段非難される行為でもないのだ。

			　アンジェラの息がハァハァと荒くなっている。

			　……チュ……。

			　頬(ほお)に柔らかいモノが当たった。

			　小柄なアンジェラが背伸びして、俺の右頬にキスしたのだ。

			　…………。お、おかしいな。

			　奴隷の獣人少女にキスされたことなど、ペットの動物にキスされたことと大差ないはずなのに。

			　胸が、妙にドキドキしている。

			「私からも……キス……しちゃった……」

			　俯(うつむ)きながらその薄桃色の愛らしい唇に指を当て、アンジェラがとても嬉しそうにしている。

			「ふーーんだ。アッシュ君のほっぺにチューなら、私たちもいっぱいしているのっ！」

			　シィルが、妙な対抗心を燃やして言った。

			「フフ」

			　俺以外では、この中で唯一精霊が見えて、声が聞こえるハイエルフのレミリア。彼女が微笑ましいモノを見る目でシィルを見つめている。

			「ルナのご主人様。私も……私も…………」

			　今度は、アンジェラと俺とのやり取りを見ていたルナが、そう言って傍に駆け寄ってきた。

			　こいつも俺にキスしたり、キスされたいのだろうか？

			　人間に準ずる存在とされている妖精とだと、獣人と違ってキスの意味合いが大きく変わるのだが……。

			　それに、半分とはいえ、ルナは人間の血が入っているし。

			　そんなことを考えて、躊(ちゆう)躇(ちよ)する。

			「…………私は……汚いから……駄目……なの？」

			　泣きそうな顔でルナが呟(つぶや)いた。

			　その言葉を聞いていたたまれなくなった俺は、ルナの頬(ほお)にキスをした。

			　そして、今度は驚いているハーフエルフ少女に、黙って左の頬を差し出す。

			　震えながら、ルナが俺の頬にそっと口づけした。

			　…………。

			　まぁ、この国では、習慣として親しいもの同士では頬にキスすることもある。頬にキスしたり、キスされる程度、そんな特別なことではない、のだ。

			　アンジェラ、ルナと２人の奴(ど)隷(れい)少女とキスをした。

			　レミリアだけしないというのは――逆に、不公平か？　

			　でも、美しきハイエルフのレミリアは、俺とキスすることを表面上はともかく、内心では嫌がりそうだからな。

			　うん、無理強いは良くない。

			　たとえ相手が奴隷でも、無理やりキスしたりキスさせたりするような真似はしたくない。

			　レミリアと目があった。

			　彼女の頬に、さっと朱が差す。

			　言うだけ言ってみようか？

			「レミリア」

			「は、はいっ」

			　ビクッと肩を震わせ、上擦った声でレミリアが返事をした。

			　その後、ハッとした顔で、人形みたいな澄ました表情になる。

			「嫌なら無理強いはしない。嫌なら、本当にそう言ってくれ」

			「…………」

			「あ、挨(あい)拶(さつ)としてのキスを、だな。ほら、家に帰ってきたから。お帰りのキス……的な。い、嫌なら別に――」

			　レミリアが、すまし顔で近づいてきた。

			　そして、俺の頬(ほお)に軽く口をつける。

			　ドクンと、胸が大きく鳴った。

			　その後、レミリアは目を瞑(つぶ)ったまま、自分の左頬を差し出してきた。

			「……いいんだな？」

			　レミリアが、澄ました顔のままコクンと頷いた。

			　よく見ると、肩が小刻みに震えている。

			「嫌なら、別に無理強いは――」

			「嫌ではありません」

			　俺の言葉に被せるように、早口でレミリアが言った。

			　俺に対するレミリアの感情はイマイチよく分からない。しかし、少なくとも挨(あい)拶(さつ)としてのキスを、嫌がってはいないと思う。

			　だから、レミリアの初雪のように白く美しい肌に触れ、その頬(ほお)に軽くキスした。

			　心臓をドキドキさせながら。
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			「……私が一番先でした…………私が一番先、でした…………（ボソボソ）」

			　アンジェラがボソボソと呟(つぶや)いた。

			　大事なことなのか２回繰り返して。

			　犬っぽい獣人のアンジェラにとっては、たとえ挨拶としてのキスでも順番が大切なのだろうか？　犬は序列を気にするし。

			　まぁ、コイツが気になるのなら、今後、キスの順番はアンジェラをなるべく１番目にしよう。

			　…………。

			　俺はもう一度、アンジェラの頬に不意打ちでキスした。さっきは右の頬だったので、今度は左の頬だ。

			「お前だけ、両頬にしてやる」

			　アンジェラの耳元でそう囁(ささや)いてみる。

			「…………私だけ２回……私だけ……２回…………はふぅぅぅぅう」

			「アンジェラっ!?」

			　目をグルグル回して、アンジェラが倒れてきた。

			　…………どうやら興奮のあまり、気を失ったようだ。

			　

			　少し早めの夕食をとった。

			　川魚や鳥を焼き、食後のデザートとして葡(ぶ)萄(どう)などの果物を食べる。

			　菜食主義者らしいレミリアは、魚や鳥の代わりに、デザートを多く食べた。多くと言っても、彼女はもともと少食らしく、たいした量ではなかったが。

			　ただ、この大草原や森で獲れる果物の美味しさに、目を丸くしていた。

			　葡萄にせよ梨や林(りん)檎(ご)にせよ、この地で獲れる果物は大変美味なのだ。

			　とても甘くて新鮮でもある。

			　レミリアは果物の味に非常に満足している様子だった。

			　また、彼女は自分の（誇(こ)張(ちよう)ではなく）10倍以上の量をペロリと食べるアンジェラにも、目を丸くして驚いていた。

			　一方、ルナは主人である俺の傍で同じ物を食べることに、とても感動していた。

			　今まで彼女は、主人の残飯を食べさせられていたとのこと。また、主人が床に落とした食べ物を犬のように這(は)いつくばりながら食わされていたらしい。

			　俺がナイフで林檎の皮を剥(む)き、食べやすいサイズに切ったあと、小型の木製フォークを刺して口に運んでやったら、ルナはボロボロと涙を零しながら口を開けた。

			　そんなに泣くほど嬉しがられることをした覚えはないが。

			　ちなみに、今はルナの首にも『服従の首輪』が嵌(は)められている。

			　奴(ど)隷(れい)、特に俺の傍にいる奴隷には、『服従の首輪』を嵌めてもらう必要がある――そう伝えたら、ぜひ嵌めて欲しいと彼女の方からお願いしてきた。

			　俺からのプレゼントだとでも思っているのか、首輪を嬉しそうに指で撫でてもいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夕食後、みんなでジェンガを楽しんだ。

			　今回は、水妖精(ウンデイーネ)の力を借りた《水圧刃(アクアカツター)》でレンガを小さく斬り揃えた超小型レンガでな。

			　今度、木製のジェンガ用ブロックも作ってみようと思う。

			　ジェンガ以外にも、コイツラと色んな遊びをしたい。

			　４人いるし麻雀…………は、ちょっと道具を作るのが大変そうだが、そのうち用意しよう。

			　なんだったら、街の職人に作らせてもよい。

			　もし、麻雀牌などが売れそうだったら、量産して街で販売したりするのも面白いかもしれない。案外、爆発的大ヒットになる気がする。麻雀は室内娯楽の王様と言われているぐらいだからな。

			　前世で俺は、結構麻雀で遊んでいた。

			　…………もっとも…………リアルで人と対戦したことは…………一度も……ない…………が…………。

			　コンピュータ相手、もしくはネット対戦以外はしたことがないのだ。

			　リアルで一緒に麻雀をする友人も知人もいなかったので！！！！！

			　…………。

			　麻雀以外にもＵＮＯ(ウノ)とかも良さそうだ。他にもボードゲームの人生ゲームとか、色々やってみたいことはある。もっと奴(ど)隷(れい)を増やして人狼ゲームをするのも楽しそうだ。

			　それに――ＴＲＰＧ（テーブルトーク・ロールプレイングゲーム）とかも、ぜひやりたい。

			　前世では一度もＴＲＰＧで遊んだことはないけど。

			　理由はモチロン、一緒にやる友達など１人もいなかったからだ。

			　そのくせ、ＴＲＰＧのリプレイ本が好きで、よく読んではいたが。

			　また、いつか誰かとプレイするためにシナリオ等を自作したり、果ては、自作ＴＰＰＧを作ったりしていた。

			　俺はこうみえて、結構、創作系の活動が好きなのだ。

			　趣味で小説を書いたりもしていた。

			　書いた小説を朗読し、ペットの九(きゆう)官(かん)鳥(ちよう)のキューちゃんに聞かせ、「いいね！」と、言ってもらってもいた。

		

	
		
			18　温泉と熊と闇(やみ)の精霊

			　

			　１時間ほどジェンガで遊んだあと、皆で温泉に入ることにした。

			　近くを流れる小川での水浴びではなく、温泉である。実は今日、岩石地帯近くに温泉が湧いているのを発見していた。

			　せっかくなので皆で入ることにする。

			　ちなみに、見つけた温泉は１か所だけだ。

			　必然的に混浴にならざるをえない。そう、必然的に。

			　…………いや、温泉に入る時間を男女でずらせばいいだけかもしれないが。

			　しかし、誰かが言いだすまでは、あえて俺の口から提案する気はなかった。

			　温泉が湧いている場所まで、距離がそれなりにある。

			　だから俺はアンジェラを抱っこし、背にルナ、さらにルナを挟むようにしてレミリアを乗せ、空を飛んで向かった。

			　途中、ついでにユニコーン牧場の様子を見に行った。

			　周辺には、10を超える移動式住居(ゲル)が作られていた。羊用の柵も作られていた。

			　今日奴(ど)隷(れい)化したケンタウロスのタウプニル族が、もう移住していたのだ。

			　行動が速い。

			　いかに遊牧民族とはいえ、たいしたものだ。もともと住んでいた場所からさほど離れていないにしても、わずか数時間で移住してしまうとは。

			　俺の移住命令を、即実行していた。

			　それだけ、主人である俺を恐れているのかもしれない。

			　せっかくなので、ケンタウロスたちに挨(あい)拶(さつ)することにした。

			　族長であるケインはビビリまくりながらも、慇(いん)懃(ぎん)な態度で出迎えてくれた。

			　また、ケインの妹であるルーシェは尊敬の眼差しで、俺を歓待してくれた。

			　アンジェラたち先輩奴(ど)隷(れい)にもルーシェを紹介したのだが――――なぜか、ルーシェの巨乳を見て、アンジェラが不安気な顔をしていたな。

			　ちょうど、夕食に羊を焼いていたので、食べさせてもらった。もっとも、すでに夕食は食べてきているので、ほんの少ししか俺は食べなかったが。

			　羊の肉は久しぶりだった。

			　独特の臭みはあるが、肉汁がたっぷりついた焼肉は、やはり美味しい。アンジェラなど、「焼肉は別腹です！」といった感じで、たくさん食べていた。

			　俺はケンタウロスたちに何かお礼をしてやろうと思い、１人で大草原を飛んだ。

			　すぐに巨大な鶏(ニワトリ)ともいえる魔獣コカトリスの群れを発見した。

			「《電撃》」

			　とりあえず１匹を《電撃》で倒し、死体と傍にあった卵を回収する。

			　ケンタウロスどもに、コカトリスの死体と卵をくれてやったら、とても喜んでいたな。

			　ケンタウロスたちの話では、コカトリスの肉は鶏(ニワトリ)に食感が似ていて、味はもっと美味しいらしい。コカトリスの肉は極上の味とのこと。

			　また、卵も同様に鶏の卵よりさらに美味しく、そのうえ、栄養も豊富らしいのだ。

			　良いことを聞いた。

			　この世界では、生産量や流通の関係で、鶏の卵はかなり高価な食材だ。下級とはいえ貴族である実家でも、毎日食べることはできないほどだ。中流以下の庶民だと、病気の時ぐらいしか食べられなかったりする。

			　確か、卵１個で銀貨１枚以上する。

			　日本円で言えば、卵１個が１０００円以上もするのだ。

			　そしてコカトリスの卵は、鶏よりも何十倍もでかい。そのうえ、味も美味しくて栄養もあるなら、非常に価値がありそうだ。

			　コカトリスの卵１個で、金貨１枚、あるいは大金貨１枚になるかもしれない。

			　…………。

			　コカトリス牧場を作って、卵を産ませまくる――アリ、だな。

			　養(よう)鶏(けい)ならぬ養コカトリスだ。

			　採卵と食肉用にコカトリスを育てるのだ。

			　コカトリスが持つ石化の嘴(くちばし)は多少厄(やつ)介(かい)だが、気を付けておけばどうということはない。石化予防や石化解除用の薬草や魔法薬も街で売っているし。

			　コカトリス牧場――本格的に検討してみよう。

			　俺にはコカトリスが、まさに金の卵を産む大きな鶏(ニワトリ)に思えてきた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　タウプニル族の村を後にし、しばらく飛ぶと温泉が見えてきた。

			　アンジェラたちを地に下ろす。

			「うわぁぁ、広～いっ！」

			「温泉なんて入るの久しぶりです。１００年ぶりぐらい」

			「……私……初めて…………ポカポカして………気持ち……よさそう」

			　アンジェラ、レミリア、ルナが目の前の温泉を見て顔を輝かした。

			　アンジェラは尻尾(しつぽ)をフリ、喜びを表している。

			　レミリアとルナに目をやると、人間より長い耳がパタパタと動いている。

			　…………この世界のエルフ系って、心躍る時は、耳が自然と動くのかもしれない。

			　この温泉を最初に見つけた時は、俺も心が躍った。

			　なにせ、身晴らしの良い場所にある、面積にして１００平方メートルはゆうに超えていそうな巨大天然温泉なのだ。また、湯には色んな効能もあるようなのだ。

			「ウフフ、ここの温水は切り傷、火傷(やけど)、皮膚病、悪性腫(しゆ)瘍(よう)、心臓病、虚弱体質改善、不妊治療と様々な効果があるのよん♪」

			　お湯の精霊も兼ねている水精霊(ウンディーネ)が教えてくれた。

			「草原の妖精といわれているグラスエルフなんかも、昔はたくさん入りにきたわよん」

			「草原の妖精グラスエルフって、あの小柄の？」

			　俺が確認すると、ウンディーネが頷きつつ教えてくれる。

			「もっともグラスエルフの団体さんは最近、ご無沙汰だけどぉ。そのほか、色んな妖精や獣人、動物、モンスターが入りにくるわよん。子宝に恵まれるとも伝わっているから、子供が欲しい方は何度も来るのよぉ」

			　へぇ、そうなんだ。色んな妖精や獣人、動物にモンスターもねぇ。

			　それに、森に住むことが多い森妖精(エルフ)の亜種で草原に生息する妖精グラスエルフも。

			　グラスエルフは人間より平均身長が少し高い森妖精(エルフ)と違い、逆に背は低いらしい。なんでも人間の腰の高さほどしかなくて、成人でも見た目は12歳以下の子供とのこと。非常にすばしっこい生物とも聞く。

			　種族の特徴は似ているが、ホビッ●ではない。そう、ホビ●トではない。版権的に名称使用の問題があるホ●ットではないのだ。グラスエルフは●ビットではない。

			　そこを間違えないように。

			「この大草原で、グラスエルフなんて見たことないけどな」

			「実は、西の向こうにある大森林に住む巨人たちに、ほぼすべてのグラスエルフが捕まっているらしいわよぉ。奴(ど)隷(れい)としてキツイ強制労働させられたり、見せ物として仲間同士で殺しあいをさせられているみたい。檻(おり)から脱出して、ここまで逃げてきたグラスエルフの姉弟が泣きながら喋(しやべ)っていたわぁ」

			　グラスエルフは、巨人たちに捕まって奴隷にされているのか。

			　…………。

			　仮にだが、俺がその巨人どもを倒して奴隷化すれば、グラスエルフも俺の奴隷にできるのかな？

			　俺は巨人と違い、あまりにキツイ労働を強制するつもりはない。まして、無駄に数を減らす、見世物としての殺し合いなど無意味なことをするつもりはない。

			　グラスエルフたちにとっては、巨人などより俺の奴隷になった方が、ずっとマシだろう。

			　しかし、俺に巨人たちが倒せる――か？

			　人間など、それこそ足元にも及ばない戦闘力を持つといわれている巨人。

			　巨人族は数さえ少なくなければ、人間の代わりに世界の覇(は)者(しや)となっていたはずだと言われている。

			　巨人といえど、５メートル以下ならどうとでもできる気はする。しかし、巨人の中には50メートル級の大巨人もいるらしいからな。

			　大巨人は、村や町どころか、大都市ですら破壊できそうなほどの超大型モンスターだ。

			　いや…………それでも、やりようによっては――

			「………………」

			　俺を見つめるアンジェラの視線に気付いた。

			　精霊が認識できない彼女からすれば、俺が誰もいない温泉に向かって喋(しやべ)ったりしているように見えるはずだ。気持ち悪かったかもしれない。

			「独り言を呟(つぶや)きながら思索しているご主人様も…………素敵、です。（ボソッ）」

			　頬(ほお)に片手を添えながら、赤い顔でアンジェラがボソッと呟(つぶや)いた。　

			　こいつ、俺のすることを何でも肯定的に捉えてくるな。

			　俺はゴホンと咳払いし、

			「じゃあ、温泉に入るぞ」

			　と、奴(ど)隷(れい)たちに声をかけ、まず自分から服を脱ぎだした。

			　女性たちに裸を見せるのは、多少恥ずかしいが。

			　だが、俺はまだ10歳。転生しているとはいえ、この世界においてはまだ子供なのだ。前世の記憶では、10歳前後なら男子は女風呂、女子は男風呂にギリギリ入れた気がするし。

			　そもそも、この世界では、街の大浴場なら混浴が一般的でもある。

			　実家がある牧歌的な田舎町ラーンでも、成人するまでは裸同然の格好で男女が一緒になって普通に水浴びしている。

			　まぁ…………地元の同年代の人間とまったく親しくない俺は、男子とも女子とも一緒に水浴びなどしてはいないが。

			　まずは右足から温泉につけ、湯の温かさを確かめる。入浴するにはちょうどよい温かさだ。そのまま温泉の中に入った。

			　…………。

			　うむぅ…………とても気持ちが良い。

			　ご、極楽だ。

			　毎日でも入りたくなってきた。

			「お前たちも、遠慮せず入ってこい…………凄く気持ちいいから」

			　奴(ど)隷(れい)たちに一緒に温泉に浸かるように言う。

			　強制するつもりはない。

			　事前に、男の俺と一緒に入るのが嫌ならそう言うように聞いて確認もしている。だが、３人とも、嫌というわけではなさそうだ。

			　服を脱ぎ始めたアンジェラたちの方に視線を向ける。

			　俺が見ていることに気付いて、顔を赤らめつつもアンジェラは――白の下着(パンツ)に手をかけて、ゆっくりとずり落とした。

			　ドレスを着ているレミリアは、脱ぐのに手間取っている。

			　時間をかけてドレスを脱いでも、白のストッキング、胸当て、コルセット、シュミーズなどなど、身に着けている衣服が多いので全部脱ぐのは大変そうだ。

			　しかし、レミリアは本当に色んなモノを身に着けているな。この国の貴族は、ドレスの下に何も着ていない女性も結構いるらしいのに。

			　ドレスの下がノーパンということも、結構あるようなのだ。

			　女性貴族たちの名誉のために言うと、別に彼女たちが露出狂の変態だからというわけではない。この国では、ドレスの下がボトムレス（何も身につけない）が一般的なのだ。

			　前世でも、中世ヨーロッパではそうだったと思う。

			　理由は様々だが、主には用を足すためである。脱ぐのが大変なドレスをイチイチ脱いで用を足していれば、間に合わないときがある。そこで、ドレスを着たまま用をすぐに足せるよう、ノーパンだったりするのだ。

			　ちなみに、貴族の女性がドレスを着ているのは、この世界は下水環境があまり良くなく、トイレの数が少ないのも理由ではある。

			　裾の長いドレスは室内外でも用を足せるため――でもあるのだ。

			　貴族の子女は、携帯用の壺(おまる)をドレスに入れたり、侍女に持たせていたりもする。

			　もっとも精霊使いであるレミリアなら、土精霊(ノーム)により大地に穴を掘って用を足した後、水精霊(ウンディーネ)によって秘所や菊座の汚れを綺麗に流して、常に清潔に保つこともできるだろうけど。

			　俺も外で大きい方をするときは、そうしている。

			　余談だが、水精霊(ウンディーネ)による菊座の洗い流しは、非常に気持ち良い。前世の記憶にあるウォシュレット・トイレの何倍、いや何十倍も気持ち良い。

			　美しい乙女の姿をしている水精霊(ウンディーネ)の舌が――――この話はここまでにしておこう。

			　

			　ルナが服を全部脱いだものの、温泉につからず躊(ちゆう)躇(ちよ)している。

			　胸や股間を手で隠してモジモジしているのだ。

			　しかし、10歳という年齢のわりに身長は高いが、胸は年齢相応だな。いや、むしろ10歳にしても、胸はない方かもしれない。成長したら、長身貧乳娘になるかも。

			「どうした？　遠慮せずに入ってこい」

			　そう声をかけるが、まだ躊躇(ためら)っている。

			「……ほ……本当に私……入っても……いいの？」

			「ああ」

			「でも……汚い私が入ったら……お湯……汚れ…………」

			　どうも主人である俺と一緒の湯に入ることに躊(ちゆう)躇(ちよ)しているようだ。ルナは自己評価が低く、自分を汚れているとすら、思い込んでいるようだからな。

			　俺は立ち上がって無言でルナに近づいた。

			「わ、わわわわ、ご主人様のぞ、ぞうさんが…………」

			　アンジェラが両手で目を隠しながら何か呟(つぶや)いているが、気にしないことにする。気にしたら、恥ずかしくなってしまうし。

			　しかし、手で目を隠しつつ、指の隙間から俺の股間を見ている気がするぞ。

			　レミリアも興味なさそうにすまし顔をしながら、横目でチラチラ見ているし。

			　まぁ、それはともかく。

			「ほら、ルナ」

			「……あ……」

			　ルナに向かって右手を差し出す。

			　エスコートするみたいにな。ルナが胸を隠していた方の手で、俺の右手をそっと握ってきた。

			　ルナを湯の中に導く。

			　そして、ルナと隣同士で湯につかった。肩が触れ合うほどの距離だ。湯の中で、手は握ったままでもある。ルナが、手を離そうとしないからな。

			「う……うぅぅぅぅぅうぅ……うーーーーーー」

			　俺と肩を寄せ合って湯につかっているルナを見ながら、アンジェラが犬みたいに唸(うな)り声を上げた。

			　そして、急いで温泉に飛び込んできて宣言する。

			「ご、ご主人様、お、おお、お隣、失礼しますですっ！」

			　俺に一声断り、空いていた左隣に座ってきた。それも、肩と肩が密着するぐらい近くに。

			　俺は湯の中で、アンジェラの手に自分の手をそっと重ねてみた。

			　アンジェラが一瞬、ビクッとした後、頬(ほお)を染めながら俯(うつむ)く。

			　嬉しがっているとは思う。

			　アンジェラの口元がニマニマと緩んでいるし。

			「失礼します」

			　ようやくすべての衣装を脱ぎ終えたレミリアが、湯船に右足から入った。

			　しかし…………レミリアの容姿は完璧すぎる。

			　あまりに美しすぎる。

			　顔だけでなくその身体すべてが美しい。

			　――芸術品。

			　それも美の神の手による最高傑作。世界最高峰ともいえる至高の芸術品――そんな印象を持った。

			　最上の白(はく)磁(じ)を上回るほど美麗かつ透き通るような肌。最高級の金糸のように眩(まばゆ)く輝く金の髪。どのような宝石よりも美しく、魂まで吸い込まれるような瞳。

			　胸はわずかに膨らんでいるだけで、手足も細いが――逆にそれが、レミリアの少女性を際立たせていた。

			　この世のどのような存在より、この妖精(ハイエルフ)は美しいかもしれない――そんなふうに思ってしまった。

			　俺は、魂を抜かれたようにレミリアを見つめ続ける。

			　温泉の湯船は、足がカモシカのように細長いレミリアの太もも当たりの高さまでしかない。

			　股間を右手で、つつましい美乳を左手で隠しつつ、レミリアが俺たちの傍まで湯の中を進む。

			　ただ、髪と同じく金色の薄い恥毛が隠し切れず、ほんの少しだがチラチラと見えた。

			　俺はレミリア以外、何も見えない。彼女だけをじっと見つめてい――――

			　突然、視界が闇(やみ)に閉ざされた。

			「れ、レミリアさんばっかり、そんなに見ちゃダメですっ！！！」

			　……あ、なんだ。

			　アンジェラが、両手で俺の目を塞いだのか。

			　アンジェラとルナの美少女２人が両隣に座っている俺の正面で、美しい乙女である妖精(レミリア)が湯船にゆっくり沈んだ。

			　レミリアの実年齢は３０００歳以上のようだけど、外見は10代半ばから後半にしか見えない乙女なのだ。それも魂が震えるほど美しい乙女だ。

			　確かに、アンジェラもルナも十分美しい。

			　10人に１人どころか、１００人に１人もいない美少女だと思う。

			　俺の妹であるエリナやマリナは田舎町ラーンで最も美しい少女たちと称され、それを鼻にかけている。確かに兄である俺の目から見ても、美少女に思える。

			　だが、正直、アンジェラやルナの方がさらに上だとも思う。

			　けれど、レミリアの美しさはその彼女たちよりをも、さらに上回っているのだ。

			　それこそ、何万、いや何百万に一人の美しさだ。ひょっとしたら、世界で最も美しい生物かもしれない。

			　俺はすっかりレミリアに釘づけになったまま湯に浸かっていた。

			「うぅ……うううぅ…………ぶくぶくぶくぶく」

			　隣でアンジェラが唸(うな)り声をあげながら、湯船に顔を沈める。

			　顔を沈める瞬間、アンジェラの目に涙が溜まっていた気がする。

			　なぜ泣く？

			「レミリアさんばっかり見て…………それに、こんなに綺麗すぎる女性が傍にいたら、私なんか…………（ブクブク）」

			　アンジェラが湯の中で何か呟(つぶや)いている気がする。　

			　……ガサ……。

			　ん？

			「……く……熊……」　

			　突然、ルナが震えた声を出した。

			　近くの山から下りてきたのか、１頭の熊が姿を現したからだ。

			　ゆっくりと温泉に近づいてくる。

			　熊などの野生の動物が、人里離れた秘境の温泉に入ることもよくある話らしい。

			　この熊も、温泉に入るためにやってきたのか？

			　広い温泉だし、一緒に入るのは別に構わない。精霊を使いこなせる今の俺は、熊など少しも怖くないからな。さすがに、手（爪）が届くすぐそばまで接近されるのは遠慮したいが。

			　離れた場所で温泉に浸かるだけなら、別に追い払うつもりはない。

			　だが――

			　どうも俺たちを見る熊の目がなぁ。明らかに俺たちを餌として認識していそうだ。口から涎(よだれ)を垂らしまくっているし。

			「ご、ご主人様、熊です熊っ！　こ、怖いですぅ」

			「……ご、ごちそう様、されちゃう」

			　お、おい。

			　アンジェラとルナが熊にビビリまくって、俺に抱きついてきた。

			　精霊術を使えるレミリアも、野生の熊に対して恐怖心があるのか、かなり緊張した面持ちだ。

			「俺が追い払ってやる。だから…………離れてくれ」

			　アンジェラたちの柔らかい胸や肢体の感触に心臓をドキドキさせつつ、そう命じる。

			　自由になった両手で、祈るように手を組んだ。

			　もちろん神への祈りでもなければ、通じそうにない熊への命乞いでもない。手で穴を作ったのだ。いや、より正確には〝闇(やみ)〟を作った。

			　両手を組むことで、手の中に闇を作ったのだ。

			　闇の精霊ダークスの力を借りるために。

			「《闇の恐怖(ダークネステラー)》」

			「……………………了解………よ………私のアッシュ」

			　闇、そして恐怖も司(つかさど)る闇精霊(ダークス)が陰気な声で俺に応じた。

			　そして拳大の黒い塊となり、熊に体当たりする。

			　闇精霊(ダークス)が触れた途端、熊は全速力で逃げだした。恐怖に支配されて。

			《闇の恐怖(ダークネステラー)》は、相手に本能的な恐怖を与える精霊術だ。動物や動物系モンスターには、特に有効でもある。アイツら、本能で生きているからな。

			　おそらくあの逃げ出した熊は、今後、ビビッてこの温泉には二度と近づかないと思う。

			　ブッコロして熊鍋にしてやっても別によかったが――今回は、追い払うだけにしておいた。

			　熊からすれば、以前から利用していたであろう温泉に入ろうとしたら人間（と妖精）がいたから、ついでに食べようとしただけである。

			　それなのに殺すのは、ちょっと可哀想に思った。

			　必要さえあれば、俺は野生動物を躊(ちゆう)躇(ちよ)なく殺せるけど、今はその必要もなかったからな。

			　温泉に浸かって気分も良かったし、寛容にもなっていた。

			「ご主人様は、やっぱり凄いですっ」

			「…………カッコいい……」

			　いともたやすく熊を追い払った俺を見つめながら、アンジェラとルナが頬(ほお)を赤くしていた。

			「扱いのとても難しい闇(やみ)の精霊から、ああも容易に助力を受けられるなんて…………」

			　同じ精霊使いであるレミリアが、畏(い)敬(けい)の目で見つめている。

			　別に闇の精霊も、扱いが難しいとは思わないけどな。

			　むしろ氷の精霊を使う方が、俺には難度が高い。俺は転生してから、雪が滅多に降らない地域に住んでいる。そのため、氷の精霊たちとはほとんど接点がない。

			　そんな氷の精霊たちより、日常生活において光同様に溢れている闇(やみ)の精霊たちの方が、よほど親しいのだ。

			　闇の精霊たちも相性が良いのか、俺にはとても好意的だ。言うことを何でも聞いてくれる。

			　ただ、ちょっと難点はある。

			　闇の精霊は一度呼び出したら、なかなか元の闇に帰ってくれない。

			　しかも、美しい女性の姿になり、俺の背後に長時間立っている。無言のまま、じ～～～～～～～～と、背中を凝視し続けたりしてくる。

			　たまに、

			「…………私のアッシュ……………………誰にも…………渡さない…………誰にも…………」

			　などと、陰気な声で独り言を呟(つぶや)いたりもする。

			　性格が少々病んでいるモノたちが多い闇精霊(ダークス)のこういった行動は、最初のうちは結構怖かった。最近は、慣れてきたけど。

		

	
		
			19　竜殺し

			　

			　温泉でサッパリした後、大草原の家に戻った。

			　魔法の革袋に入れて運んできたベッドの上に、３人の奴(ど)隷(れい)と一緒に乗ってみる。

			　キングサイズ以上の豪(ごう)奢(しや)なベッドであり、数十センチ、宙に浮く魔法も掛かっている。俺たち全員が乗っても、重量オーバーにならず浮いたままだった。

			　せっかくなので回転機能を使ってベッドを回してみた。

			　宙に浮きながらゆったりと回転するベッド。遊園地の遊具みたいで結構面白い。

			「回ってます、回ってますぅ♪」

			「……楽しい……♪」

			　無邪気なアンジェラや一番年下のルナは、目を輝かせて喜んでいた。

			「確か…………一部の高級娼館にも似たようなベッドがあるという噂が…………」

			　なぜかレミリアは、独り言を呟(つぶや)きながら頬(ほお)を赤らめていたけど。

			　

			　そろそろ陽が落ちてきたので、俺は一度、実家に帰った。

			　母親が夕食を用意してくれていた。申し訳ないが、外で食べてきたので腹が少しも減っていない。

			　しかし、作った料理が無駄になったら、母親が不機嫌になるであろうし、無理して食べておいた。

			　夜。

			　俺はコッソリ自宅の屋敷を抜け出し、再び大草原の家に行くことにした。

			　明日の朝、朝食の時間までに戻ればいいだろう。

			　家族と会っているときは外して服の内ポケットに入れていた『通話のピアス』を、再び耳に付ける。

			　しかし、この魔道具、実は欠陥商品ではないだろうか？

			　アンジェラとの会話が一方的に聞こえてきた時から、その可能性を疑い始めている。

			　俺のいないときに、アンジェラたちが女子会のように喋(しやべ)っていた、あの時だ。

			　先程、大草原の家に帰った時に、その時間帯に通話ボタンをオンにしたのかアンジェラに尋ねた。しかし、獣人少女は不思議そうな顔で首を横に振るだけだった。

			　勝手に通話が有効になるなら、明らかに欠陥商品だ。

			　明日、購入した城(じよう)塞(さい)都市カレの魔道具屋で調べてもらおう。故障しているなら返品し、新しいのに交換してもらうつもりだ。

			　そんなことを思いながら、２階にある自室の窓を開けて飛び立とうとした瞬間――

			「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああっ！！！！！！！！！！」

			　耳をつんざくような悲鳴が聞こえた。

			　アンジェラの悲鳴だ。『通話のピアス』から聞こえてきた。一気に心臓が跳ね上がる。

			「アンジェラっ!?　おい、何かあったのかっ!?」

			　焦りながら『通話のピアス』を通して問いかける。

			　だが、アンジェラからの返答はない。

			「嫌っ！　来ないでっ！　イヤイヤイヤぁぁぁっ！！！」

			「アンジェラっ、おい、アンジェラ、返事をしろっ！」

			「や、やだ……許して……いや……嫌ぁぁぁぁぁぁああああぁぁぁっ！！！！！」

			「おいっ！」

			「ご主人様っ！　助け……助けてっ！　助けて…………ご主人さまぁぁっ！！！！！！」

			　俺に助けを求めて泣き叫ぶアンジェラ。

			　だが、俺の声が聞こえている様子は…………まるでない。

			「そ、そこだけは……そこだけは許して！　そこはご主人様だけの……嫌、嫌ぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！！！！！！」

			「お、襲われているのかっ!?　お、おいアンジェラっ！　頼む、答えてくれっ!!」

			　何度呼びかけても、アンジェラからの返答はない。

			　やはり欠陥商品だったのか、俺が身に付けている方のピアスは通話機能が故障している――可能性がある。　

			　気付けばアンジェラの悲鳴も聞こえなくなった。それどころか、一切何も聞こえなくなっていた。

			　アンジェラが身につけている『通話のピアス』も、故障したのだろう。

			　きっと…………そうに違いない。　

			　ピアスごと、アンジェラの頭が喰いちぎられた――そんな……そんなことは……。

			　クッ！！！

			　窓の外から身を夜の空へ跳躍した。そのまま猛スピードで空を飛ぶ。

			　…………アンジェラ…………。

			　頼む……頼むから――頼むから、無事でいてくれ。

			　頭に何度も浮かぶ最悪の光景を振り払いながら、全速力で空を飛んだ。

			　もし、アンジェラが何かに襲われ、命まで奪われていたら――――。

			　…………殺す。

			　探し出して、その何かを絶対に殺す。

			　いや、仮にだが、命こそ助かったとしてもアンジェラが何かに凌(りよう)辱(じよく)され、心に深い傷を負ったとしたら――

			　その場合も………………殺す。

			　その何かを絶対に見つけ出し、必ず殺してやる。

			　俺は、今まで出したことのない超速度で空を飛んだ。時速にして１０００キロを超し、音速をも遥かに上回っていただろう。大草原を目指して高速飛行中、前方に巨大な生物が見えた。

			　――竜(ドラゴン)だ。

			　

			　全長10メートルほどの竜。

			　この世界で最強の生物と恐れられている竜が、俺の進行方向から偶然飛んできていた。

			　大きさや赤い鱗(うろこ)の色から、竜とはいえ火竜の下位種だと推定はできた。だが、たとえ下位種でも、竜という生物は非常に恐ろしく、脅(きよう)威(い)的だ。

			　固い鱗は弓矢どころか大砲の弾ですら傷ひとつつけられない。

			　吐く息(ブレス)はただの一吹きで、武装した兵士や騎士、数十人をまとめて焼き殺す。

			　下位竜(レツサードラゴン)１匹相手に、騎士団がまるまる１つ全滅することもあるらしい。

			　その竜が、俺に向け、大きく口をあけた。紅(ぐ)蓮(れん)の息で焼き殺すつもりなのだろう。だが――竜が火炎の息を俺に吐きつけることはできなかった。

			「どけっ！！！！！！！！！」

			　竜が息を吐きつけるよりも速く、より飛行速度を上げた俺が《風精霊の刃(シルフブレード)》を手に、その巨大な咢(あぎと)に飛び込んだからだ。《風精霊の刃(シルフブレード)》による突き技を繰り出しながら。

			　そして内部から、竜(ドラゴン)の頸(けい)椎(つい)をブチ抜いた。

			《風精霊の刃(シルフブレード)》で――粘膜を頸椎を皮膚を肉を鱗(うろこ)を突き破り、竜の体外に出た。

			　音速を超えた超音速飛行により加速していた俺が、身体ごとぶつかった捨て身の一撃だった。

			　自分の身を顧(かえり)みず、竜の咢に飛び込んだのだ。

			　１分、いや１秒でも早く、大草原にいるアンジェラのもとに駆けつけてやりたかったから。

			　竜を迂(う)回(かい)してやり過ごすことなど、一瞬でも思いつかなかった。ただただ、より速くより真っ直ぐ空を飛ぶことしか、頭になかったからだ。アンジェラのもとへ最短距離を最速で飛ぶことしか、頭になかった。

			　一撃で竜を倒し、この瞬間、俺は『竜殺し(ドラゴンスレイヤー)』を名乗る資格を得たが――――そんなことはどうでも良かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「アンジェラっ！！！」

			　自分でも信じられないほどの短時間で大草原に着くと、真っ先に家に飛び込んだ。

			「アッシュ様っ!?　ど、どうしたのです？　そんな必死の形相で。それに……酷い傷…………」

			「……ルナのご主人様……腕……手当……早く……血がたくさん……」

			　急に飛び込んできた俺を見て、レミリアとルナが狼(ろう)狽(ばい)していた。

			　そういえば、腕にかなり深い裂(れつ)傷(しよう)を負っている。竜(ドラゴン)の咢(あぎと)に飛び込んだ際、牙(きば)が右腕を掠(かす)ったのだ。

			　今も、血が腕から流れ続けている。

			　しかし、感情が高ぶっているためか、痛みはあまりない。

			　そもそも、こんな掠り傷程度、今はどうでもいい。

			「アンジェラはっ!?　アンジェラは無事なのかっ!?」

			「い、痛いっ！　は……離して……ください」

			　この時、俺は明らかに冷静さを欠いていた。

			　レミリアに詰め寄り、無意識にだが、彼女の華(きや)奢(しや)な肩を力を込めて掴んでしまった。

			「っ……す、すまない」

			　苦痛に顔をしかめるレミリアを見て、慌てて手を放す。

			「あの……アッシュ様。いったい、どうなされたのですか？」

			「悲鳴が聞こえたんだっ！」

			「えっ!?」

			「アンジェラの悲鳴だっ！　俺に助けを求めてもいたっ！」

			「そ、そんな……」

			　レミリアとルナの顔が真っ青になった。

			「お前たち、アンジェラが今、どこにいるか知らないかっ!?」

			「す、少し前に、歯を磨くと言って、近くの小川に歩いて行きましたけど」

			「小川だなっ!!」

			　俺は家を即座に出て、小川に向けて低空で飛んだ。

			　家の周りには、猛獣避けに３メートル以上の高さで土壁が築かれている。大地の精霊(ノーム)に協力してもらい、家を中心に半径50メートルほどの円周で土壁を作ったのだ。

			　土壁のお陰で、家から半径50メートル以内は、安全な庭のはずだった。

			　そして、小川はその庭の中を通っている。

			　なのに…………糞(くそ)っ。

			　空から飛行系モンスターが侵入し、アンジェラを襲ったのか？

			　ユニコーンたちの話では、大草原の空には飛行系モンスターの個体数が少ないはずなのに。空を飛んでいても、この辺りでは、滅多に飛行系モンスターには遭(そう)遇(ぐう)しないのに。

			　…………あるいは地中から？

			　人ほどの大きさを持つ個体もいるという大ミミズなどの地中に住むモンスターを思い浮かべた。

			　もっとも、大ミミズは弱いモンスターだ。

			　護身のため、アンジェラには『火炎球の指輪』を貸し与えている。

			『火炎球の指輪』は魔道具屋で買っていた魔道具で、小型ではあるが魔法の火――火炎球(フアイアーボール)――を生み出し、敵にぶつけられる。　

			　だから雑魚モンスターなら、どうとでも対応できるはずだ。

			　襲われたことに混乱して恐慌状態に陥(おちい)ったり、身体が恐怖で固まったりしなければ。

			　あるいは、『火炎球の指輪』では対応しきれない、強いモンスターに襲われたのか？

			　いや、どうでもいいか。

			　――とにかく、アンジェラさえ無事なら。

			　

			　アンジェラっ！！！！

			　小川の近くで倒れているアンジェラを発見した。

			　飛行速度をさらに上げる。近づくにつれ、異変に気付く。アンジェラの丈がやや長めであるメイド服の裾がめくれていた。

			　スカート部分がひざ上までめくれていた。

			　そして――――スカートの中から足首まで、一筋の血が流れ落ちていた。

		

	
		
			20　蛇とラミア

			　

			　…………破(は)瓜(か)の血…………。

			　そんな言葉が脳裏に浮かぶ。ついで、アンジェラが無理やり凌(りよう)辱(じよく)されている姿も。

			　……クッっ！！！

			　いや…………生きてさえ。

			　生きてさえ、いてくれれば。

			　アンジェラの生死を確認するため、急いで彼女の胸に耳を当てる。

			　よかった…………心臓は動いている。

			　どうやら気絶しているだけのようだ。目立った外傷もない。スカートの奥から、足首まで流れる一筋の血の跡以外は。

			「アンジェラ……アンジェラ」

			　頭を打っているかもしれない。

			　そうも思って、なるべく頭を揺らさないようにしながら、獣人少女を抱きよせた。耳元で名前を囁(ささや)き続ける。

			「…………ん………………」

			　意識を取り戻してくれたようで、アンジェラの目がうっすらと開く。

			　その瞳は――光彩が消え、ガラス玉のようだった。

			　まだ意識がぼんやりしているためか、それとも別の理由か、アンジェラの瞳は何も見えていない――あるいは――まるで虚無を見ているかのようだった。

			「……蛇……」

			　ポツリ、とアンジェラが呟(つぶや)いた。

			　その直後、ガタガタと酷く身体を震わす獣人少女。

			「蛇……いや……いやぁぁぁぁっぁぁああ」

			「アンジェラっ！　しっかりしろっ！」

			　俺は声をかけながら、蛇系モンスターを思い浮かべる。

			　人を呑みこむほどの大蛇(ビツグパイソン)が真っ先に浮かんだ。

			　そのほか、大海蛇(シーサーペント)などの動物・爬虫類系や、山羊・ライオン・蛇による合成魔獣キマイラ、また、髪が無数の蛇であるメデューサや上半身は人間の女だが下半身は蛇であるラミアなどの亜人型モンスターも。

			　ほかにも悪魔系モンスターの中には、尻尾(しつぽ)が蛇の姿をしているものも、結構いるらしいことを思いだす。

			　そして――――残忍で残酷かつ好色な悪魔たちは、人間の女を犯すことがあることも。やつらは清き乙女の処女を奪い、無残に散らすことを無情の喜びとしている。

			　蛇の尻尾(しつぽ)を持つ悪魔がアンジェラを犯している場面を想像してしまう。

			　それも、蛇頭の尻尾でアンジェラの秘所を凌(りよう)辱(じよく)しているところを。

			「あ……え……ご……主人……様？」

			「そうだ、俺だ……アッシュだ」

			「ご主人様っ！　ご主人様っ！！！！」

			　酷く震え怯(おび)えながら俺に抱き着くアンジェラ。

			　俺は辛い目にあったであろう彼女を抱きしめた。

			「……もう安心しろ。俺が…………お前を守るから」

			「ご主人様、ご主人様ぁぁっ……うう……うわぁ……うわぁぁぁっぁ……」

			　泣きじゃくるアンジェラが落ち着くまで、彼女の頭を優しく撫で続けた。

			「――で、何があったんだ？　辛い記憶かもしれないが…………教えてくれないか？」

			　たとえ、彼女の生命が無事だったとはいえ、相手を許すつもりはない。俺のアンジェ……俺のモノに手を出した奴は、この手で落とし前をつけさせる。

			　必ず、だ。

			　たとえ相手が悪魔だろうが、魔王(サタン)だろうが、必ずこの落とし前はつけさせる。

			「っ！　ご、ご主人様、腕から血が…………」

			　俺の負傷に気付き、アンジェラがおたおたしだした。

			「こんな傷、どうってことない」

			　確かに、結構血は流れている。

			　だが、この程度の出血など、凌(りよう)辱(じよく)されたであろうアンジェラがその秘所から流した、一筋の血に比べれば…………クッ！！！

			「で、でも。は、早く手当を」

			「…………《癒しの水》」

			　顔を青ざめさせるほど心配しているアンジェラを安心させるためにも、治(ち)癒(ゆ)系の精霊術を自分自身に使う。

			　小川にいる水精霊(ウンディーネ)たちにより、腕の裂(れつ)傷(しよう)が癒されていく。完全に傷が塞がったわけではないが、痛みはほぼ消え、出血も止まった。

			「これでいいだろ。それより、アンジェラ、いったい、何があったんだ？」

			「………………じ、実は――あ、ああああっ！！！！！」

			　ビクンっ！！！

			　アンジェラの華(きや)奢(しや)な身体が、一際大きく震えた。

			「どうしたっ!?」

			「あ……ひ……ひぃ…………へ、蛇が……蛇が、そこに……」

			　っ!?

			　ブルブル震えているアンジェラの指が向いている方向に顔を向ける。

			　そこには――――――１匹の蛇がこちらの様子を窺(うかが)っていた。二股に分かれた血のように赤い舌を出して。

			　一見、何の変哲もない普通の蛇だ。

			　大きさも全長１メートル以下だった。モンスターではなく、それこそただの蛇にしか見えない。

			　いや、油断しては駄目だ。

			　悪魔は蛇の姿をとるときもあると聞く。

			　地球の旧約聖書に出てくる大悪魔にして魔王(サタン)も、蛇に化けてアダムとイブに近づいていた。

			　この蛇は悪魔の化けた姿である可能性もあるのだ。魔王級の大悪魔である可能性すらも。

			「《石礫(ストーンブラスト)》っ！！！」

			　俺は先手をとって、土系の精霊術を蛇に叩き込んだ。

			　まずは、様子見を兼ねた先制攻撃のつもりだった。

			　小川近くに落ちていた固い石による攻撃を受け、蛇の身体が宙に舞う。地面から打ち上げられた石(せき)礫(れき)と共に。

			　続けて《巨岩落とし(ロツクストライク)》を発動させる。

			　打ち上げられていた蛇が地に落ちるとほぼ同時に、巨岩が襲った。何の抵抗もできず、大地と巨岩に挟まれブチっと潰される蛇。

			　………………。

			　む？

			　まさか――もう終わりか？

			　あまりにもあっけなさすぎるが…………。

			　俺は油断することなく注視しながら、《土精霊人形(ノームゴーレム)》の呪文を発動させた。人型の土人形をつくり、複数体の土精霊(ノーム)を宿らせて動かす精霊術だ。

			　人型の土人形に魔力で偽りの生命を与えて動かす真正魔術の《土人形創造(クリエイトゴーレム)》とは、似て非なる術である。

			　土精霊人形(ノームゴーレム)（というか宿っているノームたち）に命じ、巨岩を両腕で抱きかかえさせて浮かせた。

			　蛇（の姿に変わっている〝何か〟）が生きていれば、そのまま土精霊人形(ノームゴーレム)による攻撃を加えるつもりだった。抱きかかえている巨岩を武器にして。

			　だが――蛇は車に轢(ひ)かれたみたいに潰れ、死んでいた。

			　…………。

			　ひょっとして………………本当に何の変哲もないただの蛇…………だったのか？

			　

			「わ、私、死ぬほど苦手なんです。へ、蛇が」

			「…………」

			　顔を青くさせながらも、やや落ち着きを取り戻したアンジェラが告白した。

			「それなのに、蛇が気付いたら私の足元にいて」

			「…………うん」

			「私、思わず悲鳴をあげちゃいました。そうしたら……そうしたら、へ、蛇が私の方へ這いよってきて、あ、足首に絡まってきたんです。私、怖くて、怖くて、その場でへたりこんで動けなくなりました。何度も悲鳴を上げたし、それに」

			「…………」

			　潤んだ瞳のアンジェラが上目使いで言う。

			「ご、ご主人様、助けてって叫んだりも……」

			「ん」

			「そうしたら、本当にご主人様が助けに………………助けにきてくれていて…………」

			「なんで気絶していたんだ？　それに――その血はいったい？」

			　アンジェラの足首に残っている、血の流れた跡を指さす。

			「こ、これは……その…………」

			　その時のおぞましい体験を思いだしたのか、アンジェラが、また震えだした。

			「へ、蛇が私の足を這いずりながら、スカートの中まで入ってきたんです」

			「……ふむ」

			「しかも、どんどん上にあがってきて…………こ、このままだとパンツの中まで入ってくるかもと、私、ほ、本当に怖くて恐ろしくて……気持ち悪くて……」

			「は、入ってきたのか？　その……お、お前の中に」

			　蛇がアンジェラの秘所にまで侵入する場面を想像してしまった。

			「あ、い、いえっ！　入っていません！　入ってませんっ!!」

			　アンジェラが、慌てて顔と手を激しく横に振った。

			「女の子の大切な場所だけは死守しましたっ！　だ、だって、だって、わ、私の中は……」

			　恥ずかしそうにモジモジしながら、アンジェラは言葉を続けた。

			「ご……ご主人様……だけしか、入っちゃ……駄目……ですから」

			「…………」

			「私の中に、は、入っても良いのは…………ご主人様だけ……なんです」

			　耳まで真っ赤にさせ、獣人少女が俯(うつむ)きながら蚊の鳴くような声で呟(つぶや)いた。

			　なんだか、かなり衝撃的なことを告白されてしまった気がするが…………。

			「でも、お前、血が……」

			「え？　あ、実は………………へ、蛇に太ももを噛まれちゃって。精神的に限界だった私は、それで気絶しちゃったみたいです」

			　なんだそれは。

			　人騒がせな。

			　ようするに、蛇に足を噛まれただけなのか。

			　……ったく。

			　いくら蛇が死ぬほど苦手でも、大騒ぎしすぎだ。それに噛まれた程度で気絶までするんじゃない。

			　たかが蛇に噛まれ………蛇…………。

			　…………。

			　蛇って、毒を持っているのもいるよな。蛇の種類に詳しくないので、俺が潰したのが毒蛇なのか、分からないが。

			　もし――

			「……猛毒を持った毒蛇なら」

			　俺がボソッと呟(つぶや)いた声に、アンジェラがビクっと震える。

			「え？　え？　猛毒……毒蛇？　え？」

			「お前、寒気がしたり、気分が悪くなったりはしていないか？　心臓が痛みだしたりは？」

			「あ…………そ、そういわれたら、そ、そ、そんな気が」

			「なにッ！」

			「ご、ご主人様、わ、私、私、蛇の毒が回って、し、し、ししし、死んじゃいます……か？」

			　胸に手を当てて、目に涙を浮かべるアンジェラ。

			　再び顔色が悪くなってきているし、本当に気分も悪そうだ。

			　毒蛇だったという確証はない。しかし、毒蛇でなかったという確証もない。

			　そして、俺はまだ、毒を治(ち)癒(ゆ)する精霊術を知らない。蛇の毒に効く血清など持っていない。

			　……どうすれば……。

			　そうだ、ユニコーンの角だっ！

			　確かユニコーンの角は、病気や怪我を治すだけでなく、毒を浄化する効果もあったはず！

			　アンジェラのためなら、ユニコーンの角を何本使い果たしても良かった。

			　いや、アンジェラの命を救うためなら、ユニコーン牧場に住む一角馬たちを全滅させても構わない。

			　仮に、アンジェラの命とユニコーンたちなら迷わずアンジェラを選ぶ。

			　……ユニコーンたちには、気の毒だが。

			　だが俺には、彼女１人の命の方が、ユニコーンたち全員よりも重かった。

			　いずれユニコーン牧場が生み出すであろう莫大な富よりも、ずっと大切だった。

			　今すぐユニコーン牧場にアンジェラを連れていき、事情を話してユニコーンの誰かに角を使ってもら――

			「？　アンジェラ、何をしている？」

			　眼の前の獣人少女が、なぜかスカートの裾を少しずつ捲(まく)り上げていく。

			　そして、顔をトマトより赤くさせて、

			「ご、ご主人様ぁぁ…………」

			　と、何かを訴えるように潤みきった瞳を俺に向けた。

			　その間も彼女はスカートをたくし上げ、ついには――アンジェラの白い下着が見えた。

			　股の付け根付近にある、噛み跡も。蛇に噛まれた跡だ。
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			　そこで俺は、アンジェラの意図にようやく気付いた。

			　蛇に噛まれた箇所を吸って、俺に（あるかもしれない）毒を吸い取って欲しいのだろう。

			　小説などの物語で、たまにある場面だ。

			　彼女が俺に吸って欲しいとハッキリ言えないのは、口にするのが恥ずかしいからだろう。

			　奴(ど)隷(れい)身分であるアンジェラが、主人である俺に頼めることではない――そう、判断している部分もある気はする。

			「緊急事態だ…………吸うぞ、アンジェラ」

			　震えているアンジェラが、真っ赤な顔でコクリと小さく頷いた。

			「あ……ご主人様……あぁ……ハァハァ……くふんっ！　あ……あああ………ハァハァ……」

			　俺が（あるかもしれない）毒の吸い出しをしている間、アンジェラはとても荒い息をしていた。

			　切なそうに喘(あえ)ぎ声もあげている。

			　毒が回ってきて、苦しいのだろうか？

			　……もう、この辺でいいか？

			　正直、毒の吸出しにどれほど効果があるか疑問だ。

			　そろそろアンジェラを抱きかかえて、ユニコーン牧場に飛ぼう。

			　獣人少女の股の付け根付近に口をつけつつ、そう判断すると――

			　誰かが近づく気配を感じた。それも空から。

			「っ！　アッシュ様、アンジェラさん…………え？」

			　この声は、レミリアか。

			　どうやら、精霊術で飛行しているレミリアが俺たちを見つけ、降りてきたようだ。

			「え？　あ……え？　ご、ごめんなさいっ！　お取込み中でした……か？」

			　何かを勘違いしている様子のレミリア。

			　真っ赤な顔で、喘ぎながらスカートをたくし上げている少女(アンジエラ)。

			　そのスカートの中に頭を入れている少年（俺）。

			　何かを勘違いされても、仕方ないかもしれないが。

			　レミリアは慌てて顔を背けたが、その後も横目でチラチラと見ている気がする。このハイエルフ、清(せい)楚(そ)そうに見えて、実はむっつりすけべっぽいし。３０００年以上も処女だったくせに。

			　レミリアの「早く処女捨てたい」発言を思い出す。

			　あるいは、処女をこじらせすぎた結果、むっつり女になったのかもしれないが。

			「れ、レミリアさん、こ、これはその……あ、あわわ、あわわわわわ」

			　アンジェラの慌てふためく声が聞こえてきた。

			　スカートが邪魔で良く見えないが、アンジェラは目をグルグル回して、あわあわしている気がする。

			「おい、勘違いするなよ、レミリア。俺は（毒を）吸っていただけだ」

			　俺はアンジェラのスカートから頭を出し、レミリアに言った。

			「す、吸うっ!?　あ、あんなところを吸う……だなんて……な、舐めたり接(せつ)吻(ぷん)したりするだけではなくてそ、そんな前戯もあった……の？」

			　ギョッとして呟(つぶや)くレミリア。

			　何か卑(ひ)猥(わい)な行為を想像している気がする。彼女の長い耳まで赤くなっているし。前戯とか言っているし。

			「いや、違うから」

			「え？」

			「ムッツリっぽいお前の想像していることとは、全然違うから」

			「む……ムッツリ……」

			　レミリアはガーンと頭に衝撃を受けたように、かなりショックを受けている。

			　そんな彼女に構わず、手短に事情を話す。

			「蛇の毒を全部吸い出せたか自信がない。レミリア、俺は今からユニコーン牧場にアンジェラを連れて行く」

			「いえ、アッシュ様、その必要はありませんよ」

			「どうしてだよ。アンジェラに万が一のことがあったら、俺は……」

			　レミリアが、潰れて死んでいる蛇を観察しながら冷静な口調で言った。

			「だって、この潰れている蛇、毒を持っていませんから」

			　…………。

			　毒を持っていないなら、それに越したことはない。

			「あら？　この蛇ひょっとして……使い魔？」

			　使い魔……だって？

			　蛇を調べているレミリアの傍に移動する。

			　そして、じっくり観察してみた。

			　潰れているので分かりづらいが――確かに『契約の紋様』が蛇にはあった。『契約の紋様』は、魔術師を含めた他者の使い魔になると、その生物の身体のどこかに浮かぶ紋様だ。

			　以前、母親から教えられていたので、『契約の紋様』に関して一応知識はあった。

			　また、真正魔術には《使い魔の契約》という魔法がある。

			　その魔法で猫やカラスなどを使い魔にしている魔術師は、結構いるようだ。梟(フクロウ)や蛙(カエル)を使い魔にしている者もいる。そして……蛇を使い魔にしている者も。

			『契約の紋様』があるということは、この蛇は真正魔術を使える何者かの使い魔であるという証(しよう)左(さ)だ。

			　使い魔が偶然、俺の〝庭〟に紛れ込んだ？

			　それとも、この蛇の主人による命令で？

			　おそらく後者だろうと思う。

			　だが、誰が何の目的で？

			　この大草原には、人間はおそらく俺以外住んでいないだろう。

			　しかし、人間以外の真正魔術の使い手がいないとは限らない。モンスターの中には、高度な真正魔術を使う者もいるからだ。

			　そして、そういったモンスターのうち、この大草原やその周辺に住んでいる魔物に、俺は心当りがあった。

			　

			　レミリアとアンジェラには家に戻って待機しておくよう命じ、空を飛ぶ。ある洞窟を目指して。

			　以前、大草原を発見して間もない頃、俺は空を飛び続けて、この地の観察にかなりの時間を費やしていた。

			　そのとき、あるモンスターを見た。

			　上半身は美しい女性だが、下半身が蛇であるラミア。種族の特性として生まれつき魔力に優れており、卓(たく)越(えつ)した真正魔術の使い手も多いらしい。

			　そのラミアを見たのだ。

			　大草原にいくつかある洞窟の１つからラミアが出てくるところを、偶然だが見た。もっとも、そのときは接触を試みたりはせず、そのままラミアの頭上を通り過ぎたが。

			　あの時のラミアに直接会って問いただすために、洞窟に向かった。

			　洞窟まで飛ぶと、《姿隠しの衣》を発動させて中に侵入した。

			　洞窟内にはヒカリゴケがたくさん生えているため、視界は悪くない。神秘的な鍾(しよう)乳(にゆう)洞(どう)の中を慎重に進む。罠(わな)があるかもしれないからな。

			　だいたいの罠は、天井含めて洞窟内のいたるところにいる大地の精霊(ノーム)などが事前に警告してくれると思うが。

			「誰かしら？　私の家に勝手に侵入してきたお馬鹿さんは」

			　洞窟の奥から、若い女性の声が聞こえた。

			　ラミアだろう。

			《姿隠しの衣》を使っているにもかかわらず、侵入がばれているようだ。洞窟の入り口に、侵入者を発見する特殊な魔法でもかけられていたのかも。あるいは気配か何かで察知されたかもしれない。

			「この気配、それにこの魔力の〝質〟は――人間ね。ふ～ん、なら」

			　そんな声が聞こえた後、しばらくすると奥からラミアが姿を現した。

			　ラミア……だよな？

			　姿を現した女性の下半身が、蛇ではなく人間の足をしていることに俺は戸惑った。それも細長くて美しい足だ。

			　いや、ラミアは人間に変身する特殊能力を持つらしいけどな。

			　20歳前後の美しい顔や上半身は、自前かもしれない。だが、２本の足が生えた下半身は、人間に変身しているだけだろう。

			「あらあら。せっかくこの私が美しい姿を見せてあげているのに。それも人間に合わせて人化して。それなのに、自分は姿を隠したままだなんて失礼な人ね。いいわ、貴方(あなた)の《姿隠しの衣》を破ってあげる――――《精霊術解除》」

			　っ！！！

			《姿隠しの衣》が解けてしまった。

			　こ、このラミア（推定）は、他者の精霊術を強制的に解除する魔法が使えるのかっ？

			　精霊術を他人に破られたのは生まれて初めてだ。

			　予想していなかった事態に、焦りを隠せない。

			「あら……あらあらあらあら。あららららららぁぁ」

			　ラミアであろう美貌の女が、俺を見ながら目を細める。

			　まさに、全身を舐めまわすようなねっとりとした視線を送りながら。

			「最近、この大草原の地にやってきた人間だろうとは予測していたけど…………。暗い外で使い魔の目を通してではなく、明るい家の中で直接、それも近くでじっくりみたら――うふ」

			　美貌のラミアは、その蠱(こ)惑(わく)的(てき)な唇を舌なめずりしながら言葉を続ける。

			「こ～～～んなに美味しそうな男の子だったなんて…………うふ……うふふ」

			　その少し長めの赤い舌を使い、扇情的な仕草で唇を舐めまわしていた。　

			「…………」

			「坊や、お姉さんが可愛がってあげるわ。色んな意味でね。うふ……うふふふふふふふふふふふふふ」

			　なんだか背筋がゾクゾクしてきた。

			　悪寒を感じ、身震いもしてくる。

			　それこそ、身体に蛇が纏(まと)わりついているかのような感覚を抱く。

			「ねぇ、坊や。お近づきの印に、血を少しばかり吸わせてくれないかしら？」

			　ラミアは、人間、それも若い男の血が好物であることを思いだす。

			「大丈夫、痛いのは最初だけだから」

			「……少しぐらいなら、血を分けてやってもいい」

			「あらぁ、ずいぶんと聞き分けのイイ坊やね。好きよ、そういう男の子は……食べちゃいたいぐらいに。ウフ、色んな意味で」

			「だが、その前に答えろ。俺の家に使い魔の蛇を送りこんできたのは、お前か？」

			　ラミアが手を口に当て、クスッと笑う。

			「ええ、そうよ」

			　アッサリ白状しやがった。

			　てっきり、シラを切るかと思ったのだが。

			「……どういうつもりで、使い魔を送りこんできた」

			「うふ。坊やは可愛いから、特別に答えてあげる。人間社会には知られていないはずのこの大草原に住み始めた人間に、興味があったからよ。私の眷(けん)属(ぞく)にして使い魔である蛇たちのうちから１匹を選び、観察のつもりで送り込んだの。貴方(あなた)が建てた家の近くに、真正魔術で《転移》させてね」

			　て、《転移》だってっ!?

			　俺の祖国であり、大陸で最も魔法文明が進んでいるルーンレシア王国。その王国ですら、使える者はわずかしかいないという《転移》の魔法。

			　上級魔術である《転移》を…………このラミアは使えるというのか。

			　相手の力量が想像よりずっと上であることに、戦(せん)慄(りつ)を覚えた。

			　もっとも。

			　だからといって、怖気(おじけ)づき、スゴスゴと帰るつもりはないが。

			　観察あるいは偵察のつもりで使い魔を送ってきたのは、まぁ、別にいい。しかし、俺の大事なモノであるアンジェラを、あれほど怯(おび)えさせたのは許せない。

			　しかも、浅いとはいえ、アンジェラの身体に傷をつけた。

			　許せるわけがない。

			〝落とし前〟は、必ずつけさせてもらう。

			「俺の奴(ど)隷(れい)である獣人の少女に、お前の使い魔の蛇が許せないことをした」

			　怒りの感情を込めて睨(にら)む。

			　ラミアが余裕の表情と声で応える。

			「あらあら。そんな怖い顔をしないで欲しいわ。ちょっとした悪戯(いたずら)なのに」

			「……悪戯(いたずら)、だって？」

			「ええ、そうよ。あの獣人があまりに怖がるものだから、ちょっと面白くなって悪戯しただけ。使い魔の蛇を操作してね」　

			「アンジェラは……その獣人はお前の蛇に噛まれ、血も流した」

			「別に大した傷じゃないでしょうに、そんなに怒らないで欲しいわ」

			「…………」

			「それに――本来、怒りたいのは私の方なのだけれど」

			「なに？」

			「だって、貴方(あなた)…………」

			　言葉を一度区切るラミア。

			　その双(そう)眸(ぼう)が血のように赤く輝き始めた。

			「私の眷(けん)属(ぞく)にして使い魔を、１匹、殺してくれたじゃない」

			　……グ……。

			　凄まじい殺気、それに圧倒的な魔力を感じ、俺は思わず足を引いて数歩後退する。

			「本当なら絶対に許せないことだし、八つ裂きにするところだわ。それも、自分から殺してくださいと懇(こん)願(がん)するまで散々痛めつけ、苦しませた後にね。耐え難いほどの激しい苦痛を与える毒の牙(きば)を持つ蛇。その蛇たちが無数に蠢(うごめ)く穴に落としたりして、苦しめ抜いた後に、ね」

			「…………」

			「でも――坊やは本当に可愛い顔をしているもの。私好みの」

			　赤い唇に指を当てて微笑むラミア。

			　さっきまでの殺気が嘘のように消えた。圧倒的な魔力が生み出す圧力(プレツシヤー)も。

			「…………」

			「私、可愛い男の子が大好きなの。ウフ、大好物なのぉ」

			「…………」

			「だから特別に許してあげる。私の使い魔を殺したことを。ただし――」

			　ラミアが蠱(こ)惑(わく)的(てき)な、それでいてどこかおぞましい笑みを浮かべた。美しく、そして邪悪な笑みだった。

			「坊やには、一生、私の肉奴(ど)隷(れい)になってもらうけれど」

			「っ！」

			「心配しなくても、可愛がってあげるから。それに色々……教えてあげるわ」

			「…………ふざけるな」

			「いいえ、私は大まじめよ。あ、そうそう。獣人も含めて、邪魔な女どもは殺して蛇たちの餌にはするけれど、ね」

			　っ！！！

			「私が欲しいのは、坊やだけだから――――あら、あらあらあらあらぁぁぁ？」

			　ラミアが手に持っていた杖(つえ)を、俺に向ける。

			「主人に対してずいぶんな殺気を飛ばしてくれるじゃない。これは…………調教が必要ね」

			　再び、さっきの強烈な圧力(プレツシヤー)が身体を押しつぶそうとする。

			　だが、今度はひるまなかった。

			　相手への恐怖よりも、怒りが勝っていたからだ。そう、俺は強い怒りを覚えていた。

			　俺を奴(ど)隷(れい)にする――その発言にではない。

			　アンジェラを……アンジェラを含めた俺の大切なモノを、こいつが殺すと宣言したからだ。

			「うふ、ちょっと厳しいお仕置きよ――――《猛毒の雲(デツドリーポイズンクラウド)》」

			　ラミアが杖を振るうと、俺の周りに毒々しい緑色をした〝雲〟が発生した。

			「《風精霊の舞踏(シルフロンド)》っ！」

			　風精霊(シルフ)たちに命じ、周りで舞うように踊ってもらう。

			　発生した風が、猛毒を含んだ雲を吹き散らす。

			　風があまり吹かない洞窟内では、室外と違い風精霊(シルフ)の力が弱まる。しかし、このぐらいの芸当なら、洞窟内でも容易(たやす)かった。

			「あら、やるじゃない。じゃあ…………これはどうかしらっ！《死の――》」

			「《石礫(ストーンブラスト)》っ！！！」

			　高速詠(えい)唱(しよう)するラミアの呪文が完成するより早く、俺は土精霊(ノーム)の力を借りた《石礫(ストーンブラスト)》を叩き込んだ。

			　おそらくラミアは、上級魔法である《死の光線》を発動させようとしたのだろう。

			　必中必殺である死の光線は、対象が生物なら確実に息の根を止める。対象が息絶える前に、術者が途中で魔法を解除しなければ。

			《死の光線》は巨人をも一撃で殺しきる非常に強力な、必中必殺の呪文なのだ。

			　しかし――どれほど強力な呪文でも発動しなければ意味がない。

			「どうしてっ!?　どうしてこれほどの速さで精霊を使役できるのっ!?」　

			　地面から吹き上がった無数の石(せき)礫(れき)を受けながら、初めて、ラミアが焦った声を出した。

			　ラミアは詠唱を中断し、顔を両腕でカバーしながら耐えている。

			《石礫(ストーンブラスト)》は、まともに直撃すれば、大型の獣も倒しきる。だが――ラミアはほとんどダメージを負っていないようだ。

			　真正魔術は、詠唱中および発動中、魔力により不可視の魔防障壁を発生させるからだ。

			　初級魔術の場合は、発生する魔防障壁の防御力もたかが知れている。しかし、上級魔術ならば、魔坊障壁の〝厚さ〟は相当なものなのだろう。

			《石礫(ストーンブラスト)》がモロに直撃したのに、かすり傷程度しかラミアは負っていない。

			「あ…………ああぁ……あああああ……」

			　？

			　ラミアが顔を押さえて呻(うめ)きだした。

			　思ったより、ダメージを与えていたの……か？

			「き、傷が……私の美しい顔に傷が……」

			　わなわなと震えながら怨(えん)嗟(さ)の声をだすラミア。

			　確かに、ほんのわずかだが、ラミアの顔には切り傷ができている。血も、少量ながら流れていた。

			「…………ない……絶対に……赦(ゆる)さない。い、いくら私好みの可愛い男の子でも…………絶対に赦すことはできない。……ウフ……ウフフフフフ。く、首を斬り落として〝宝物〟の１つにしてあげるわ。そして、永遠に……私の傍に置いてあげる」　

			　光彩の消えた目でそう呟(つぶや)き、俺の知らない真正魔術を唱え始めるラミア。

			　いつのまにか変身が解け、下半身が蛇になってもいた。本気を出すために、真の姿になったのだろう。

			　ラミアの身体から凄まじい魔力の奔(ほん)流(りゆう)が生まれ始める。
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			　――あの呪文を完成されたら、俺はまず間違いなく殺される。

			　直感的にそう感じた。

			　――《沈黙(ミユート)》。いや、《沈黙(ミユート)》の精霊術は、まず抵抗されて無駄に終わるだけか。

			　この場所では風精霊(シルフ)の力が弱いし、それにラミアは術への抵抗力も相当高そうだ。

			　また、生半可な攻撃系精霊術では、今度は詠(えい)唱(しよう)中断を狙うのも無理だろう。今、詠唱中のラミアから生み出されている魔防障壁はさきほどよりもさらに分厚そうだ。

			　それに、さっきの《石礫(ストーンブラスト)》は相手の油断もあって、虚をつくことができた。

			　だから、詠唱中断に成功したのだ。

			　しかし、今度はそう上手くいきそうにない。

			　非常に分厚い摩防障壁に守られた今のラミアには、生半可な術では些(さ)細(さい)なダメージしか与えられないだろう。そして、相手が、ある程度のダメージを覚悟して唱え始めている呪文を中断させるのは難しい。

			　半端な精霊術を使うのは、命取りになる。

			　精霊王を呼び出す強力な上級精霊術を使うか、それとも接近し直接攻撃を――

			　俺は洞窟の地を踏んで、跳躍した。

			　上級精霊術を発動させるには時間が足りない。今の俺では、精霊王の力を借りるためには、精神を集中させる時間がやはり必要なのだ。

			　それでは、間に合わない可能性が高い。

			　そう判断させるほど、ラミアの呪文詠唱は高速だった。

			　だから俺は、直接攻撃で仕留めることに賭けた。

			　分厚い魔防障壁に邪魔され、俺の動きはかなり鈍くなる。ラミアに向けて素早く跳躍したのだが、宙にいる俺の動きも鈍っていた。

			　数メートルの距離を縮めるのに、普段よりかなり時間がかかりそうだ。

			　だが――

			「《烈風(ゲイル)》っ」

			「いっけぇぇぇぇぇ――――なのぉぉぉぉっ！」

			　風精霊(シルフ)たちが、両手を突き出して俺の背中に体当たりする。

			《烈風(ゲイル)》は強い風で、対象を任意の方向に吹き飛ばす精霊術だ。

			　風精霊(シルフ)が体当たり気味に対象を突き飛ばすことで、よほど重量があるものでなければ吹き飛ばせる。

			　今回俺は、対象を跳躍中の自分にした。突き飛ばす方向をラミアにして。

			　風精霊(シルフ)に俺自身を突き飛ばさせることで、一気に剣の間合いに入る。《烈風(ゲイル)》の特殊な使い方で急加速し、瞬時に間合いを詰めたのだ。

			　驚(きよう)愕(がく)してラミアが目を見開いていた。

			　これで、相手が詠(えい)唱(しよう)を終える前に一太刀浴びせられそうだ。右手に持った《風精霊の刃(シルフブレード)》の一太刀を。

			　躊(ちゆう)躇(ちよ)すれば、こちらが殺(や)られる。

			　俺がここで死ねば、アンジェラたちがどのような目に合わされるか知れたものではない。

			　だから俺は、ラミアの細首を薙(な)ぐのを躊躇(ためら)わなかった。

			　首を斬り飛ばすために、《風精霊の刃(シルフブレード)》を横薙ぎに振るう。

			　だが――首を狙ったその一撃は、ラミアが持つ杖(つえ)で防がれた。《風精霊の刃(シルフブレード)》は、どれほどの業物でも通常の武器では受け止められないはずなのに。

			　ラミアが持つ装飾の凝った杖は、かなり強力な魔力が込められている魔法武器でもあるのだろう。

			　俺が放った渾(こん)身(しん)の一撃を防いだラミアが、余裕の笑みを浮かべつつ口を開く。

			「あらあら、残念で――」

			　だが、言い終わる前に、俺はその細首を刎(は)ね飛ばした。

			　――瞬時に左手に出現させた、もう一本の刃による一(いつ)閃(せん)で。

			　右手で振るった《風精霊の刃(シルフブレード)》が防がれた直後、刹(せつ)那(な)の瞬間に、左手にも《風精霊の刃(シルフブレード)》を生み出したのだ。そして、左手の《風精霊の刃(シルフブレード)》を、ラミアの細首に振るった。

			　あえて名をつければ、《風精霊の双剣》――といったところだろう。

			「…………あ…………」

			　ラミアの首が洞窟内をゴロゴロ転がり、やがて止まった後、何か喋(しやべ)った気がする。

			　む？

			　よもや生首になっても、まだ息があるのか？

			「……死……死ぬっ！！！？？？？」

			　カッと目を見開きながら叫びだす、首だけのラミア。

			　お、おいおい。

			「死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ！！！！？？？？　死、死死死死死死死死死死死死死ぃっぃぃぃぃいぃっ！！！！！？？？？？」

			　あろうことか。

			　胴体から斬り飛ばされ、洞窟内の地に転がった後でもラミアはまだ生きていた。半狂乱になりながらも、洞窟内に響き渡る大声で叫び続けていた。

			　驚異的な生命力だ。

			　蛇は頭が潰されてもなかなか死なないほどしぶといと聞くが。体の半分が蛇であるラミアの生命力も凄まじい。

			　あるいは、この個体(ラミア)が特別、生命力に優れているのかもしれないが。

			　もっとも、このまま放置しておけば、そのうち息絶えるだろうけどな。

			　せめてもの情けで、トドメをさしてやるべきか？

			　これ以上、苦しまないように。

			「お、お願いっ！　坊やお願いっ！　首っ！　私の首を元の身体に繋げてっ！」

			　頭部だけになったラミアが、必死の形相で懇(こん)願(がん)してきた。

			「繋げる？」

			「切断面に合わせて、首を元の身体に置いてくれるだけでいいからっ！！！」

			　まさか、それだけで首（頭部）と胴体が接合し、復活するのか？

			　本当だとしたら、信じがたい生命力だ。

			「ねぇ早くっ！　お願いだからっ！　こ、このままだと、本当に死ぬ……死んじゃうのぉぉぉぉ！」

			「…………」

			「い、嫌！　死ぬのは嫌ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！！！」

			「………………」

			　首だけのラミアを見下ろしたまま、俺は一寸も動かなかった。

			「なんでもっ！　なんでもするからっ！　助けてくれたらなんでもするわっ！」

			「…………」

			「そ、そうだ、奴(ど)隷(れい)！　私、奴隷になってあげる！　坊やの奴隷になって、一生仕えてあげるっ！」

			　ピクッ、と俺の眉が動いた。

			「裏切らないか？」

			「え？」

			「俺を絶対に裏切らないか？　絶対に裏切らない奴(ど)隷(れい)になるか？」

			「な、なるわ！　なりますっ！　坊やを……いえ、ご主人様を裏切らない奴隷になりますっ！」

			「…………」

			「ち、誓いますっ！　ご主人様を、絶対に裏切らないと誓いますぅっ！！！！」

			「…………」

			「だ、だから、早く……早く早く早く早く早く早く早く早く早く早く、早ぐぅっ！！！！！！！！！」

			「…………」

			「……早く……早…………あ……ああぁ…………も、もう……だ……」

			　生命の火が消えかけているのか、瞳から光が消え始めたラミアの首を両手で拾った。

			「ぼ、坊やっ！」

			　ラミアの目に消えかけた光が戻る。俺が拾い上げたことで、ラミアの中に希望が生まれたのだろう。

			　だが――俺はその希望を粉々に打ち砕く。

			「おや？　蹴り飛ばすのにちょうど良さそうなボールを拾ったぜ」

			「ひぃっ！！！！？？？？？」

			　ラミアは金切り声で悲鳴をあげた。その涙でぐしゃぐしゃになっている顔に、強い絶望の影が宿っている。

			　目線の高さにラミアの首を掲げた。

			　そして、ラミアの目を覗きこみながら言う。

			「坊や……じゃないだろ」

			「え？　え？」

			「…………」

			「あっ！　ご、ご主人様っ！！！」

			　まぁ…………この辺で勘弁してやるか。

			　俺は、ラミアの首を胴体の傍まで運んだ。

			　念のために、首のない胴体の手が握っている杖(つえ)を奪い、遠くに蹴り飛ばしておく。真正魔術の発動体である杖を。

			　杖がなければ、真正魔術の使い手は強力な上位呪文をまず発動できないからな。

			　その後、首と胴体の切断面を合わせてやった。

			　別に、同情したわけではない。卓(たく)越(えつ)した真正魔術の使い手であろうコイツが奴(ど)隷(れい)になれば、色々と便利そうだからだ。

			　それに――このラミアがアンジェラにしでかしたことに対する〝落とし前〟も、十分つけさせたしな。アンジェラが感じた以上の恐怖と絶望を、与えてやった。

			　奴隷――絶対に裏切らない奴隷になるなら、助けてやっても良い。

			　もっとも、奴隷としても、まずは一番下っ端にさせるけど。

			　俺に仕える奴隷の奴隷として、アンジェラに仕えさせても面白いかもしれないし。

		

	
		
			21　星空の下で

			　

			「アンジェラ様、申し訳ありませんでした」

			　家に着いたあと、『服従の首輪』を嵌(は)めて奴(ど)隷(れい)化したラミア（ララァ・女・１２０歳）に、さっそく、アンジェラに対して謝罪させた。

			　新しく奴隷となったララァという名前のラミアには、アンジェラのことを様づけするように命じている。

			　ララァは俺の奴隷であるアンジェラの奴隷扱いでもあるのだ。奴隷の奴隷だ。俺にとっては陪(ばい)臣(しん)ならぬ〝陪奴隷〟である。俺の造語だが、陪(ばい)奴(ど)という立場なのだ。

			　ララァはアンジェラに迷惑をかけたし、当分の間はアンジェラの下（奴隷）にしておくつもりだ。

			「い、いいい、いえ、お、おおおお、お気に、な、なな、なさらずに」

			　真っ青な顔で、震えまくりながらアンジュラが言った。

			　下半身が蛇であるララァに対して、ビビリまくっている。

			「ララァ。アンジェラは蛇が苦手なんだ。人化だっけ？　人間の姿になってくれ」

			「分かりましたわ、大(おお)主(しゆ)人(じん)様(さま)」

			　俺が命じると、瞬時に、ララァは２本の長く美しい足をした人間の姿になった。外見は、どこから見ても若く美しい人間の女性にしか見えない。

			　ララァが人の姿になったことで、アンジェラの震えも幾分かマシになった。

			　ちなみに、陪(ばい)奴(ど)こと奴(ど)隷(れい)の奴隷であるララァには、俺のことを大(おお)主(しゆ)人(じん)様(さま)と呼ばせてみることにした。

			　ララァにとって主人（アンジエラ）の主人なので、大主人なのであった。

			「ララァ、奴隷として仕える誓いとして、アンジェラの手に接(せつ)吻(ぷん)しろ」

			　奴隷なんだし、手ではなく足にするよう命じてもよかったが、それは勘弁してやった。

			「……わかりました」

			　一瞬、不満そうな表情を浮かべたが、ララァは素直に言うことを聞いた。

			　手に接吻されたアンジェラの方は、申し訳なさそうな顔をしている。

			　アンジェラ、こいつはお前の奴隷でもあるんだから、そんな顔をする必要はないぞ。

			「………………ラミアの上位種である私が、奴隷の……さらに奴隷だなんて…………（ボソリ）」

			　非常に小さい声でララァが呟(つぶや)く。普通なら他人には聞きとれそうにないほど小さい声だ。もっとも、俺には聞き取れたけど。

			　別に、俺の耳が良いわけではない。

			　今みたいに、風精霊(シルフ)が他者の声を運んでくることがあるのだ。他者の呟きや、あるいは遠くで話している内緒話を俺の耳に運んだりしてくれる。

			　風精霊(シルフ)としては、俺への好意のつもりなんだろう。

			　時として、知りたくもないことまで知ってしまい、人間不信に拍車がかかることもあるけど。

			　実家がある田舎町ラーンでも――いや、今、その話はよそう。

			「上位種？　ララァはラミアの上位種だったのか」

			「あ、え、ええ、そうですわ」

			　ララァは、呟(つぶや)き声が俺に聞こえていたことに少し驚いたあと、

			「私は、ラミアの上位種であるラミア・クィーンです」

			　と、誇らしげに言った。

			　上位種(クイーン)ね。

			　ま、上位種であろうがなんだろうが、今のコイツが奴(ど)隷(れい)であることには変わりない。奴隷の奴隷であることには関係ないのだ。

			　この世界では、戦争に負けて征服された国家の王族が、他者の奴隷に堕(お)ちることも、それほど珍しいわけでもないし。

			「あの、大(おお)主(しゆ)人(じん)様(さま)」

			「なんだ、ララァ」

			「大主人様のお手にも、ぜひ、誓いとして接(せつ)吻(ぷん)させていただきたいのですが」

			「ダメだ」

			「そ、そんな」

			　俺が断ると、ララァがショックを受けていた。

			「足になら、させてやってもいいけどな」

			　ちょっと意地悪く言ってみた。

			　奴(ど)隷(れい)の奴隷であるララァには、しばらくの間、他の奴隷たちより少々、厳しく接するつもりだった。

			　これは差別ではない。区別である。

			　奴隷の奴隷という立場を、ララァにハッキリ理解させるための教育でもあった。　

			　俺の大切なアン……モノであるアンジェラを傷つけたことに対して、怒りが完全に解けていないことも無関係ではない。

			　ララァが、目の前でしゃがみ込む。

			「分かりましたわ。では、お靴と靴下を脱がせていただきます」

			　お、おい、本当に接(せつ)吻(ぷん)するつもりなのか、ララァ？

			　本気で言ったわけじゃなかったのに……。

			「失礼します……ん……チュ」

			　見た目は人間の美女であるララァが、本当に俺の足の甲に口づけした。

			　両膝を床につけた状態のまま、ララァはさらに、

			「ン……ペチャ……ンン………………」

			　足を舌で舐め回し始める。

			　いや、そこまでしろとは誰も言っていないのだが。

			　それに、両膝をついて俺の足を舐め回すララァが、どことなく顔に恍惚とした表情を浮かべてきているような？

			　こいつ……まさか、マゾっ気があるのでは？

			「あ～～ん♪」

			　っ！

			　……な、舐めるだけでなく、足の指を咥(くわ)え始めたぞ。

			「カプ…………レロレロ……チュプ……」

			「も、もういい、十分だ」

			「…………ア…………」

			　俺が足を引くと、ララァは名残り惜しそうな表情をしていた。

			　そして、片手を頬(ほお)にあて、ウットリとした顔で言う。

			「うふふ……可愛いショタっ子のあんよ、大変美味でございました……うふ……うふふふふふふ」

			　へ、変態かコイツは。

			　コ、コイツ、マゾのうえに少年好き(シヨタコン)というダブル役満の変態かもしれない――と俺は戦(せん)慄(りつ)した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　奴(ど)隷(れい)たちを連れ、庭に出た。

			　魔法のベッドを、大草原の地に設置するためだ。運搬には魔法の革袋が役立った。

			　革袋に入れ直したベッドを、緑一面の大地に取りだす。浮遊の魔法がかかっているベッドなので、数10センチ、大草原の大地からは浮いていた。

			　一度、この満天の星空の下にベッドを置き、寝転んでみたかった。今夜もよく星が見えそうなので、さっそく実行したのだ。

			　靴を脱いで、ベッドに上がる。

			　非常に柔らかく、豪(ごう)奢(しや)で広いベッドの中央に仰向けで寝ころんだ。

			　――うん。

			　いい感じだ。

			　ベッドに寝転びながら、宝石のように輝く星空を眺めて楽しんだ。

			　奴隷たちにも、ぜひ体験させてやろう。

			「アンジェラ」

			　まずは、アンジェラを呼んだ。

			　尻尾(しつぽ)を猛烈な勢いで振りながら、嬉しそうに近づいてくる獣人少女。靴を脱いだあと、ベッドに上がってきた。

			「ほら」

			　俺は右腕を肩の高さで伸ばす。アンジェラに腕枕してやるためだ。

			　美しい獣人奴(ど)隷(れい)は感激して、表情を上気させている。

			　しばらくして興奮が落ち着いたのか、俺の右隣りで寝ながら頬(ほお)を赤くさせているアンジェラが、顔を近づけて囁(ささや)くように尋ねた。

			「あ、あ、あの、ご主人様。お、お聞きしてもよろしいですか？」

			「ん、なんだ？」

			「あの、あのですね、あの。わ、私は、私は、ご、ご主人様にとって……あ、ちょ、ちょちょ、ちょっと、すいません」

			　アンジェラが一度、言葉を区切り、何度も深呼吸し始める。

			　まるで、心臓を落ち着かせるように。

			　なんだ？

			　しばらく、スーハースーハーと大きく息を吸ったり吐いたりするアンジェラ。やがて、何か決心したような表情で再び囁(ささや)くように言う。

			「ご主人様にとって、わ、わたしは、わたしは…………」

			「…………」

			　黙ってアンジェラを見つめながら、質問を待つ。

			「…………な、何番目……ですか？」

			「１番目」

			　即答してやった。

			　アンジェラの質問に対する答えは、決まっていたからだ。奴(ど)隷(れい)にした〝順番〟はアンジェラが１番目だからな。

			「っっっ！！！！」

			　俺の答えに、アンジェラは大感激している気がする。両手を口に当て、わなわなと震えているからだ。

			　…………目から大量の涙を零しているのは、大(おお)袈(げ)裟(さ)すぎると思うが。

			　さて、腕はもう１本ある。

			　奴隷になった順番なら、レミリアが妥(だ)当(とう)か。

			「レミリア、ほら」

			　ドキドキしながら俺は左腕を伸ばし、レミリアを呼んだ。

			「失礼します」

			　いつものすまし顔で、レミリアはなんでもないような態度をとりながら、俺の左隣で横になった。俺の左腕を枕にして。すまし顔ながら、レミリアの頬(ほお)はうっすらとだが赤くなっているように見える。

			　俺の顔も、赤くなっている気がする。

			　心臓も、かなり速く鳴り出していた。　

			「……私が１番目……私が１番目……私が１番目……」

			　アンジェラが、何かに必死に耐えながら呟(つぶや)く声が聞こえてきたが――今は気にしないことにしよう。

			「……初めて」

			　レミリアは、星が輝いている夜空を見上げながら呟いた。

			「ん？」

			「……腕枕、です。父以外の男性にしてもらうのは……初めて……」

			「そ、そうか」

			　心臓の鼓動が、また速くなってしまった。

			　次は、ルナを呼ぼう。

			　あいにく、俺の両腕はもう塞がっているけど。

			「ルナ」

			　名を呼ぶと、それまで不安そうにしていたルナの顔が輝いた。

			「好きなところで寝ていいぞ」

			　非常に大きいベッドなので、ルナが寝ころぶスペースは十分ある。だが、自分に自信のないルナは、ベッドの端っこで横になった。

			「そんな端でなくていいぞ」

			　落っこちてしまいそうなほど、ルナはベッドの端にいたのだ。スペースは余裕があるのに。

			「……でも……」

			「遠慮せず、好きなところで寝ていい」

			「…………好きな……ところ……」

			「ああ」

			「…………じゃ……じゃあ……」

			　ルナが、チラチラと俺の胸を見た。

			　……俺の上で寝たいという意思表示か？

			　奴(ど)隷(れい)のくせに、主人を〝人間ベッド〟にしたがるとは。でもまぁ、好きなところで寝ていいと言ってやったしな。

			「ルナ、俺の上で寝たいなら、構わんぞ」

			「……ほ、本当に……いい……の？」

			　俺は黙って頷いた。

			　ルナの体重は軽いので、上に乗られても別に苦にはならなかった。

			「……私が１番……私が１番……私が１番……私が１番…………私が１番…………私が１番…………私が１番………………」

			　アンジェラが何かに必死に耐えながら呟(つぶや)く声が、また聞こえた。気にしないことにする。

			「………………じーーーーーーーーーーーーーーーーーーー…………………………」

			　一方、ベッドの傍に立ち、じっと俺を見つめている新奴(ど)隷(れい)のララァ。

			　やめろ、怖いから。

			　もの欲しそうに人差し指を咥(くわ)えて、じっと見るんじゃない。

			　こっち見んな。

			　奴(ど)隷(れい)の奴隷であるララァを、少なくとも今夜は、ベッドに上げる気はなかった。他の奴隷と区別するためにも。

			　………………………………………………………………………………………………………。

			「おい、お前も上がってこい、ララァ」

			「ありがとうございますっ！　嬉しいですわ」

			　物欲しそうにじっと見つめられ続けるのも、うっとうしいからな。今日は特別だ。

			　ララァこそ、端っこに寝させようと思ったのだが――

			「大(おお)主(しゆ)人(じん)様(さま)。ぜひとも私に膝枕、させてくださいな♪」

			「…………好きにしろ」

			　ララァの膝枕はやわらかく、正直、とても心地よかった。

			　いや、こいつの足は偽物で、本当は下半身が蛇のラミアなんだけど。

			　…………。

			　人化しているなら、足も本物と言っていいのか？

			　奴(ど)隷(れい)たちと一緒に、しばらくのあいだ星空を眺めていた。

			　この夜空を眺めるのは２度目であるアンジェラも、ウットリとしている。

			　初めて美しい夜空を見た他の奴隷は、より感動しているようだった。

			　ただ１人、例外を除いて。

			「……ほんと……食べちゃいたいぐらい可愛い……ジュルリ……」

			　もともと、この地に住んでいたララァ。彼女は大草原の夜空に輝く星々にも、特に興味なさそうにしていた。

			　彼女だけは、星ではなく膝枕をしつつ俺の顔を眺め続けていた。

			　口元の涎(よだれ)を何度も、腕で拭(ぬぐ)いながら。

			　………………こいつ、奴隷にして本当に良かったのだろうか………………。

		

	
		
			22　エピローグ　―温もり―
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			「アッシュ君っ！　アッシュ君っ！」

			　っ！

			　風精霊(シルフ)のシィルに起こされた。いや、シィルの声で起きることができた。あの悪夢から。

			　前世、死ぬ前の数時間、俺は苦しみ続けた。とても辛かった。とても寒かった。

			　あの時の記憶が、苦しみが、転生した今でも時折蘇(よみがえ)ることがある。

			　夢などで。

			「苦しそうにうなされていたけど……大丈夫、アッシュ君？」

			　心配そうな顔で覗き込むシィルに、笑顔で向き直って礼を言う。

			「ああ、もう大丈夫だ。起こしてくれてありがとうな、シィル」

			　悪夢を見ているときは苦しかったが、今はもう目覚めた。それに――俺は、同じベッドで寄り添うように眠っている彼女たちの体温を、今は感じることができる。

			　アンジェラ、レミリア、ルナ、それと――人化したままのララァも。

			　今の俺は、１人じゃない。

			　人の体温を、温もりを感じられる。人と触れ合っている。

			　…………少なくとも、肉体的には。

			　奴(ど)隷(れい)、それも俺の指図で『服従の首輪』を嵌(は)めている彼女たちと、心まで触れ合えている気は………………しないが。

			　――でも、いつか。いつかは。いずれは。

			『服従の首輪』を外し、奴隷からも解放した彼女たちと、いつかは。

			「そうだ…………いつかは…………」

			　少なくとも、今現在、物理的、肉体的に温もりを感じられている。人と触れ合えている。それだけでも、俺は幸せだった。前世で誰にも相手にされず、一人ぼっちでずっと過ごし、そして逝(い)ったことに比べれば。ずっと…………ずっとずっと幸せだ。

			「……うん」

			　寝入っているアンジェラの肩にそっと触れ、手からもその温もりを感じとった。

			　自分の心が穏やかになっていくのが分かった。

			「良かったね♪　アッシュ君☆」

			　傍でニッコリと嬉しそうに笑うシィル。

			「嬉しそうだな。ずいぶんと」

			　微苦笑しながら言った俺に、シィルはニコニコしたままだ。

			「うん！　嬉しいよ♪」

			「なんでだ？」

			「だって、アッシュ君が嬉しそうだもんっ」

			「…………なんでだよ？　俺が嬉しそうだったら、なんでお前まで嬉しくなるんだ」

			「アッシュ君が嬉しそうなら、それだけで私も嬉しくなるの☆」

			「…………だから、なんで」

			「決まっているの！」

			　シィルはニパァと童女のように笑いながら、

			「――――アッシュ君は、大切な友達だもん」

			　なんて言った。言ってくれた。

			「友達が嬉しいなら、私も嬉しくなるの。アッシュ君は友達なの。それも大切な友達なの。だから、私も嬉しいの！　すっごく嬉しくなるのっ！　ニコニコニパァ♪」

			　本心から嬉しそうに笑う風精霊(シルフ)。

			　その笑顔には損得も駆け引きもなく、ただ、ただ、無邪気に笑っていた。

			　少なくとも、俺にはそう思えた。

			　シィルの笑顔を見たり言葉を聞いていると、自然と笑みが浮かんでくる。

			「お前の笑顔って温かいな。凄く」

			「お日様みたいにポカポカなの？」

			「……うん。ポカポカだ」

			「やったぁ♪　なの☆」

			　ああ…………本当にあたたかいや。

			　太陽のような笑顔をするシィルを見て、本当にそう思った。

			　この時、俺はシィルに――――心まで――――温めてもらった気がしていた――――

			　

			「あれれのれ？　アッシュ君、どうして泣いているの？」

			「…………別に、泣いてなどない」

			「でもでも、お目(め)々(め)から涙が流れているよ」

			「これは…………あれだ。欠伸(あくび)したときに出たのだ。眠くて」

			「ほぇ？　いつ欠伸したの？」

			「い、いや、さっき」

			「ほえぇ？　私、アッシュ君が欠伸したことに気付かなかったの。注目してたのに」

			「だから、その……こっそりと……な」

			「なんで、こっそりと欠伸する必要があるの？」

			「……………………………………………………………………ね、眠いので寝る。おやすみ」

			　そう言って俺は、すぐに眠りに落ちたふりをした。シィルの追及から逃れるために。

			　まさか、嬉し涙で枕を濡らす日がくるなどと、思ってもみなかった。

			　俺は、とても嬉しかった。本当に嬉しかったんだ。

			　前世では手に入れることができなかったモノ、それでいて、俺が本当に望んでいるモノ。心から欲していたモノを、何よりも欲しかったモノを手に入れることができた気がして。

		

	
		
			番外編　ＴＲＰＧ（テーブルトーク・ロールプレイングゲーム）

			　

			　ララァが奴(ど)隷(れい)になった日の夜。

			　大草原の家に戻った俺たちは、就寝前にジェンガとは別の遊びをすることにした。

			　テーブルで会話(トーク)しながらする遊びだ。

			　サイコロなどの道具を用いて、人間同士の会話とあらかじめ決められたルールに従って遊ぶ対話型のロールプレイングゲーム――ＴＲＰＧ（テーブルトーク・ロールプレイングゲーム）である。

			　前世、俺はぼっちだった。

			　そのせいで、ＴＲＰＧを一緒にする友人はいなかった。

			　したくてもできなかったのだ。

			　ソードワールドＴＲＰＧとか、クトゥルフＴＲＰＧとか、友人たちと一緒にやりたかった。だが、一緒に遊んでくれる友人などいなかった。

			　なので転生した今、無性にやってみたくなったのだ。

			　もっとも、今回はオリジナルのゲームにするつもりだが。

			　ルールは、非常に簡易なものにしてある。

			　前世、俺はオリジナルのＴＲＰＧをいくつか作成したことがある。ルールを決めて物語(シナリオ)を考えたりするのは、結構、楽しかった。

			　こう見えて、創作活動は好きな方なのだ。

			　創作の多くは、１人でもできるし。ぼっちでも創作活動はできるのだ。むしろ、ぼっちのほうが創作には向いているのだ。多分。

			　俺は、いつか誰かと遊ぶために、オリジナルのＴＲＰＧを作ったりもしていた。

			　もっとも――作成したオリジナルＴＲＰＧを誰かと遊んだことなど、一度もなかった…………けど…………。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「設定したキャラクターを演じながら会話し、サイコロなどをふりつつ楽しむのが、ＴＲＰＧだ」

			　俺はまず、アンジェラ、レミリア、ルナ、ララァにＴＲＰＧそのものについて、簡単に説明した。

			　真っ先に、レミリアから質問の声が上がる。

			「２人以上で会話しながら楽しむ遊戯(ゲーム)のようですが、５人という人数で問題ないのですか？」

			「５人なら、ちょうどいい人数だ。もう少し多い６人や７人でも問題ない。逆に、もっと人数が少なくても可能だ。３～４人ですることもあるし、場合によっては、２人でだってできないことはない――らしい」

			　進行役のＧＭ(ゲームマスター)とプレイヤー１人という、２人プレイもありのようなのだ。

			「２人だけでも……ご主人様と２人きりで……」

			　何かアンジェラが呟(つぶや)いているが、スルーする。

			「なるほど、最少人数は２人なんですね」

			「いや、そうとは限らないぞ、レミリア」

			　怪(け)訝(げん)な顔にするレミリアに、教えてやる。

			「１人でだってＴＲＰＧはできる。いわゆるソロプレイだ」

			　実際、俺はソロプレイをしたことが何度もある。というか、ソロプレイしかしたことはない。

			　進行役のＧＭ＝俺、プレイヤー＝俺のソロプレイである。

			「で、でも、テーブル〝トーク〟というぐらいですから、他人との会話を楽しみながらする遊戯(ゲーム)なのですよね？」

			「……………………………………………………………………………………………………まぁ…………な」

			　レミリアのツッコミに、視線をそらしながら答える。

			「１人だと、会話(トーク)は成立しないのでは？」

			「しないことはない」

			「え？」

			「い、いや、今のは忘れてくれ」

			　あまり深くツッコまれたくなかったから、少し慌てた。

			「ひょっとして――まさか、一人二役になり、１人で喋(しやべ)りながら遊ぶ――のですか？　ソロプレイとは？」

			「ま、まさか。通常は無言でするものだ」

			「そ、そうですよね」

			　１人でブツブツ呟(つぶや)きながらサイコロを振り、一人二役でのＴＲＰＧソロプレイなどは、俺もさすがにしていなかった――たまにしか。

			「でも、一人二役はあっても、１人で３人以上を演じたりは、まさかしませんよね？」

			「しないことはない」

			「え？」

			「い、いや、今のは忘れてくれ」

			　進行役のＧＭ(ゲームマスター)＝俺、プレイヤーＡ＝俺、プレイヤーＢ＝俺、プレイヤーＣ＝俺、プレイヤーＤ＝俺、プレイヤーＥ＝俺、プレイヤーＦ＝俺、による一人七役をＴＲＰＧでしたことがあるのは、秘密にしておこう。　

			　６人ＰＴ(パーテイ)の中に、紅一点の女キャラ（プレイヤーＦこと俺）がいたことも、秘密だ。

			　さらには、別の６人ＰＴ(パーテイ)で、プレイヤーＡ（俺）が演じる唯一の男キャラクター以外は、プレイヤーＢ～Ｆ（全員、俺）が女キャラクーを演じ、ハーレムＰＴに……。

			　――この話は、ここまでにしておこう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それでは、ルールの説明だ。なに、非常に簡易なルールだから、すぐに覚える」

			　気を取り直して、ルール説明を続ける。

			「キャラクターの基本能力値は、筋力、体力、知力、魅力の４つだけ。サイコロをそれぞれ１回振って決める。ただし、好きな能力を１回だけ、振り直してもいい」

			「ご主人様、振り直して、前より数字が低くなったりしたら、どうなるのですか？」

			「うむ、イイ質問だ。アンジェラ」

			「え？　エヘヘヘ♪」

			　軽く褒めただけで、本当に嬉しそうにするアンジェラ。

			「前より数字が低くなったら――その低い数字で確定だ」

			「それでしたら、３以下の能力値でないと、振り直なさい方がいいですね。４以上の能力値ばかりなら、振り直すのを拒否してもよいのですか？」

			　頭の良さそうなレミリアは、サイコロの目の期待値が３より上であり、４よりは下である３・５であることを知っていそうだ。

			「確かに、４以上の能力値ばかりなら、あえて振り直す必要はない。まぁ、能力値のうち、どれか１つぐらいは、３以下になるだろうけどな。じゃあ、まずは能力値を決めてくれ」

			　しばし、テーブルの上でサイコロを転がす音が聞こえた。

			　城砦都市カレで複数買っておいたサイコロが、さっそく役立っていた。

			　そういえば、一人七役でソロプレイしたときは、サイコロを振るのが大変だったなぁ。１人で７人分のサイコロを振っていたのでっ！

			「大主人さま！」

			「なんだ、ララァ」

			「見てくださいませっ！　筋力３、体力４、知力５、魅力４、と、かなり高い能力になりましたわ」

			「ほぉ、なかなかの高ステータスだな。もう振り直しはしたのか？」

			「いいえ、まだですわ」

			「なら、一番低く、３以下である筋力値をやはり振り直すか？」

			「いえ！　魅力値を振り直させていただきますわっ！」

			「魅力値を？」

			「私、演じるのならば美少年がいいのでっ！　魅力値が最高のっ！」

			「魅力値はカリスマのような意味の魅力であって、必ずしも外見の良さのことではないのだが…………」

			　そう説明するが、ララァは止まらない。

			　なんとなくララァは、あまり他人の意見を聞かない偏(へん)執(しゆう)的(てき)で強情な性格な気がする。そして、奴(ど)隷(れい)の奴隷という一番低い身分なので、話し方こそ丁寧になっているものの、その我の強い性格まではさほど変わっていないようだ。

			「うふ……うふふ。そう、どうせなら、私好みのショタッ子を演じますわ。もちろん美形のっ！　魅力値が最高のっ！　それっ！」

			　そう言いながらサイコロを振ってしまった。

			　そして、出た目は――最低の１。

			「………………………………………………………………………………………………」

			　死んだ魚のような目で、出目が１のサイコロを見つめるララァ。さらに、ブツブツと呟(つぶや)く。

			「……１……魅力値が１……最低の１…………最低のブサイク…………」

			「いや、だから魅力値は外見の良さではなく、カリスマ性のような人間的魅力の意味だぞ。ララァ」

			　再度、魅力値について説明する。しかし、ララァは死んだ魚のような目をしたままであった。このラミア、魅力（値）が低い＝ブサイクという偏見を強く持っているようだ。偏見に満ちた奴である。まぁ、人は見た目が９割とか、言われたりもしているけど。

			「あ、ではこうしてはいかがでしょうか？」

			　レミリアが妙案を思い付いたかのように、ポンっと手と手を合わせて提案する。

			「外見はララァさん好みの美少年ですけど、他人に嫌われる〝呪い〟にかかっていて、それで魅力値が低い――というのはどうでしょうか？　実際、そんな呪いも存在しますし」

			「それですわ！！！」

			　ララァの目に光が戻った。そして、妙にウキウキした様子で、興奮して言う。

			「他人に嫌われる呪いにかかった孤独な美少年――イイっ！　凄くイイっ！」

			　何かがララァの心の琴線に響いているようだ。

			「魅力値が最低なのは呪いのせいで、外見は美少年、それも中性的な美少年。そう、それこそアッシュ様――大(おお)主(しゆ)人(じん)様(さま)のような中性的美形ショタっ子なのです。ウフ……ウフフフフフ」

			　おい、そこで俺の名前を出すな。

			「キャラクターの名前は、『アッシュ・ホークウッド』にさせていただきますね」

			「おい、そこで俺の名前を出すな。しかもフルネームで」

			「駄目なのですか？」

			「駄目に決まっている。別の名前にしろ」

			「ならば『ラッシュ・スネイクウッド』にしますわ」

			「…………まぁ、それなら、いいか」

			　なんだか、俺のパチモンくさい名前だが。

			「実は、『ラッシュ』は私とアッシュの間に生まれた子供という設定なのです。『ララァ』と『アッシュ』で、『ラッシュ』なの。ウフ、ウフフフフ（ボソッ）」

			　なぜか幸せそうな笑みを浮かべつつ、ララァが何か呟(つぶや)いた。だが、小声すぎて聞き取れなかった。

			「……あ……あの……」

			　遠巻きに様子を見ていたルナが、遠慮がちに小さく手をあげた。

			「どうした、ルナ？」

			　尋ねると、ルナはチラッとララァを見た後、恐る恐る提案する。

			「……呪い、解くのがラッシュの目的、とか、ど、どう？」

			「それ、いただきですわっ」

			　ビシッと指でルナを指すララァ。突然、ララァから指を差されたルナはビクッとなり、かなり怖がってしまったが。

			　…………。

			　やはり、ララァは怖がられているな。

			　レミリアにはともかく、ルナ、それにアンジェラからはかなり恐れられている。

			　もう結構、夜は遅くなっているのだが、やはり、ＴＲＰＧをすることにして正解だ。ゲームなどのレクリエーションを一緒にすることで、親密になることもある。

			「アッシュ君は、優しいね♪」

			　精霊の中で俺と一番親しい風精霊(シルフ)のシィル。そのシィルがニコっと微笑んだ。

			　……別に、俺はさして優しくなどないけどな。

			「今日、命がけの戦闘をしたララァたんなのに、皆と打ち解けられるように、アッシュ君、気を遣ってあげるんだもん。この気配りさん☆」

			　別に気配りでもない。

			　ただ、奴(ど)隷(れい)同士仲が良い方が、主人である俺にとって好都合だからである。何か仕事を一緒にさせるにしても、仲が良い方が効率も良いし。

			　ララァを早く打ち解けさせようとしているのも、俺は自分が得をするために――

			「そういうことにしておくの♪　アッシュ君は、素直じゃないから☆」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「孤高に見えて実は寂しがり屋で、内心では人の温もりを求めているが、呪いのせいで孤独にならざるをえない美少年ラッシュ。他人の温もりを得るために、呪いを解くための旅に出る――イイ、とてもイイですわっ！！！！」

			「そ、そうか。まぁ、そういった設定のキャラクターをララァが演じたいなら、別にいいけど」

			　最初からあまりキャラ設定に凝りすぎるのも、どうかとは思うが。

			　しかし、このラッシュというキャラクター、なんだか他人に思えないな。妙な親近感を覚えるぞ。

			「アッシュ君も、実は寂しがり屋さんだもんね！」

			　シィルの言葉は正しくない。俺は別に寂しがり屋さんなどではないのだ。むしろ１人でいることを望み、孤高を愛するタフガイだ。

			「内心では人の温もりを求めてやまない、寂しんＢＯＹ(ボーイ)なの！」

			　…………俺は別に寂しんＢＯＹなどではない。断じてない。

			　

			「実は、ラッシュの呪いは唯一、この子の母親にだけは効きません」

			　さらに、設定を追加するララァ。

			「そういう設定にしても別にいいけど、何か理由はあるのか？　母親にだけ呪いが効かない理由が」

			「愛です！」

			　ララァがキッパリと断言した。

			「そ、そうか」

			　母の愛のようなもので、呪いが効かない――という設定なら、まぁ、それはそれでアリかもしれない。

			「ラッシュとその母親は、愛し合っています。男女として」

			　男女としてっ!?　

			「……おい、その設定は必要なのか？」

			「超必要ですわっ！」

			「そ……そうか……」

			　まぁ、キャラクターの設定はできる限り、プレイヤーの自由にさせてあげたい。なので、ララァが背徳的すぎて人としてどうかと思うような設定にしても、容認はしよう。

			　なんだか他人に思えなくなってきたラッシュを、人間として失格みたいなキャラにはして欲しくないけど。

			「あ、あのあのあのっ！」

			　アンジェラが慌てながら、口を挟んできた。

			　そして、ララァにまだビビっている蛇が苦手なアンジェラが、勇気を出しつつララァの方を向いて非難する。

			「そ、そういうの良くないと思いますっ！　は、母と息子で、そ、そういうのは駄目ですっ！」

			「[image: p346_fmt.png]っ？」

			「ヒッ!?」

			　おいララァ。アンジェラを睨(にら)むな。威圧するように低い声で「[image: p346_fmt.png]っ」とか言うな。

			　お前、迷惑をかけた罰＆ワビとして、今はアンジェラの奴(ど)隷(れい)なんだぞ。主人をヤンキーあるいはヤクザのように睨みながら威圧する奴隷が、どこにいる。

			　目が一瞬、縦に長い蛇の目みたいになっていたララァに睨まれたせいで、もともと蛇が苦手なアンジェラが、涙目になってガクブルしているじゃないか。

			「駄目？　いいえ、駄目なことなどありませんわ！　私と……ゴホン……母親と息子のラッシュが愛し合って、何が悪いというのですか!?」

			　なんでそんなに必死なのだろうか、このラミアは？

			「ま、まぁまぁ。母と息子で男女として愛し合っているといっても、それはあくまで精神的(プラトニツク)なもの――ですよね、ララァさん？」

			　レミリアがララァに確認するかのように聞いた。だがしかし、

			「いえ、母親とラッシュは、肉体的にも愛し合っています（キッパリ）」

			　と断言するララァ。

			「母親とラッシュは、肉体的にも愛し合っています（キッパリ）」

			　２回言うな。

			　この世界でもタブーである近親相姦の設定を、自分が演じるキャラにぶち込んできたララァに、俺はかなり引きつつ言う。

			「なぁ、その近親相姦設定って大切なことか？　どうでもいいことなら、そんな設定は――」

			「超重要ですっ！！！！！！！！」

			「そ…………そう…………か………………」

			「あ、それから、ラッシュは短パンの似合う美少年で、普段、短パンを履き、そこからとても美味しそうな太ももを出していますの。もちろん、靴下はハイソックスですわっ！」

			「その設定は――」

			「超重要ですっ！！！！！！！！」

			　

			　とりあえず、今回は各キャラクターの能力値や性格、キャラの生い立ちなどの背景設定を決めただけで終わった。

			　キャラメイキングに思ったより時間がかかったのだ。ララァが自分の演じるキャラであるラッシュに細かい設定を付け、それを嬉(き)々(き)として長々と解説しやがったので。

			　まぁ、ルール説明やキャラメイキングに時間がかかりすぎてしまい、１回目のセッション(ゲーム)は、それだけで終わってしまうことも、ＴＲＰＧあるあるだ。そう、とあるリプレイ本にも書いていた気がするし。

			　続きは、次回にすることにして５人で眠ることにした。
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